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Life.0

Life.1　人間、やめました。

Life.2　悪あく魔ま、はじめました。

Life.3　友達、できました。

Life.4　友達、救います！

New Life.




　あとがき










　あの人の髪かみの色と一いつ緒しよだ──。




　鮮せん血けつにまみれた手を見ながら、俺おれはそんなことを思っていた。

　紅あかい──ストロベリーブロンドよりもさらに鮮あざやかな紅くれないの髪。

　そう、あの人の美しく紅い長ちよう髪はつは、この手を染めた血と同じ色だ。








　Life.0







　兵ひよう藤どう一いつ誠せい──俺おれの名前だ。両親、学校の奴やつらは俺のことを「イッセー、イッセー」と呼よんでいる。

　青春を謳おう歌かしている高校二年生だ。

　見知らぬ生徒に「あいつ、イッセーじゃね？」とか言われたことがあるが、どんだけ俺の下の名前が知られているかはわからない。

　意外に人気者？

　いや、そんなことはないな。何せ、俺は女子剣けん道どう部ぶの部室を覗のぞいたなんて嫌けん疑ぎをかけられるぐらいエロくて有名だ。

　俺が女子の部室を覗くなんて、そんな破は廉れん恥ちなこと……。

　ゴメンなさい。現げん場ばにはいました。女子剣道部の隣となりにある倉庫。そこの壁かべに空いた穴あなから覗こうとしてました。

　けど、覗けませんでしたよ。だって、松まつ田だと元もと浜はまがなかなか覗き穴から離はなれないんだもんな、あいつら、マジ……。

「うおおお！　村むら山やまの胸むね、マジでけぇ」とか「かぁぁ、片かた瀬せ、いい足してんなぁ」なんてバカ二人の興こう奮ふんしたセリフだけで、俺もヤバかったです。

　俺だって見たかったさ！　でも、倉庫に入ってきそうな奴らがいたから、急いで逃げたんだ。

　そんな日々エッチなことに情じよう熱ねつを注いでいた俺に突とつ然ぜん幸福は飛んできた。

「付き合ってください」

　女の子からの告白！

　青春感じたね。

　彼女のいない俺にとって、あれは一いち陣じんの風だった。青春という名の甘あま酸ずっぱい……。

　俺の人生で初めての彼女──名前は天あま野の夕ゆう麻まちゃん。黒くろ髪かみがツヤツヤでスレンダーな女の子。

　めちゃくちゃかわいくて出会った瞬しゆん間かんに一ひと目め惚ぼれしました。

　目の前に超ちよう絶ぜつ美少女が現あらわれて、「兵藤くん！　好きです！　付き合ってください！」なんて言われたら即そくＯＫ出すだろう？

　それこそ、彼女いない歴れき＝年ねん齢れいの男にとって、それは夢ゆめのまた夢のシチュエーションだ。

『それなんてギャルゲ？』って言われてもおかしくないけど、起こりました！

　確たしかに奇き跡せきが起こりました！　俺、告白されました！　美少女に！

　何かのドッキリ企き画かくだと思ったね。うしろで罰ばつゲームを見守るこの子の仲間がいるんじゃないかって再さい三さん疑うたがったよ。

　仕方ないだろう。俺はもてる星のもとに生まれてこなかったとその日その時間まで信じていた少年なのだから。

　その日から、俺は彼女持ち。次元が変わったね。なんというか、心のゆとりが凄すさまじかった。学校の廊ろう下かですれ違ちがうすべての男子に言いたかった。

　俺は勝った！　とな。

　友人である松田と元浜の二人に彼女がいないのが不ふ憫びんでならなかった。それぐらいの余よ裕ゆうが生まれていたわけよ。

　付き合って、初めてのデート。

　前々から練っていたプランを決行するときがきた。

　ふふふ、昨ゆう夜べから何度も歯を磨みがいたぜ。もう取り除のぞく歯し垢こうすらない。

　おニューのパンツだって買った。何が起こるかわからないもんな。

　そんなチェリー根こん性じようマックスで臨のぞんだ今日のデート。

　待ち合わせ時間はクリア。何せ夕麻ちゃんが来る三時間前に現げん地ち到とう着ちやくしてたもん。前を通り過すぎるメガネっ子を百まで数えたぜ！

　途と中ちゆう、わけのわからないチラシ配りに怪あやしげなチラシを手て渡わたされたりしたけどな。

『あなたの願いを叶かなえます！』って、怪しげな魔ま方ほう陣じんが描えがかれたオカルトなものだ。

　……捨てたいけど、いま捨てにいけないし、ポケットに入れておきますか。

　んで、夕麻ちゃんが到着したら言ってやったね。

「いや、俺もいま来たところだから」

　決まった！　つーか、言えた。これを俺はずっと言いたかった！

　そんな俺らは手を繋つないで歩き出した。感動したね。美少女な彼女とお手々繋いでぶらりとデート！

　感動して目から熱い水が出るところだったぜ。

　早まるな俺。まだ慌あわてるような時間じゃない。

　そのあと、洋服の店に入ったり、部屋に飾かざる小物を見たりして、デートを満まん喫きつした。

　お昼は高校生らしくファミレスだったけど、それでも夕麻ちゃんは美お味いしそうにチョコパフェ食べてた。もう、それを見ていただけで満足。

　ああ、これぞ若わか者もののデートだって痛つう感かんしたよ。俺はいま生きてるって実感できた。

　母さん、俺を生んでくれてありがとう。父さん、俺は父さんの遺い伝でん子しを後世に遺のこせないと思ったけど、どうやらその心配はなさそうです。

　なんてことを思っていたら、もう夕ゆう暮ぐれですよ、お客さん！

　クライマックスは近づいてくる！

　キス!?　別れ際ぎわにキス!?　と、脳のう内ないでバカみたいに興こう奮ふんしました！

　もしや、それ以上のことも！

　などと、性せい欲よく絶ぜつ頂ちよう期きの男子高校生はそんなことを思ってしまったわけですよ。

　夕暮れの公園。

　町外れにある公園だ。人ひと気けがなく、俺ら以外はいなかった。そのおかげでエロい妄もう想そうはさらにヒートアップしたね。

　もっとエッチなハウトゥ本を詳くわしくサーチしておくんだった！

　いつの間にか夕麻ちゃんは俺の手を離れ、噴ふん水すいの前へ。

「今日は楽しかったね」

　噴水をバックに微ほほ笑えむ夕麻ちゃん。

　くーっ！　なんてかわいいんだ。ちくしょう、バックの夕暮れ太陽がいい演えん出しゆつになってるぜ。

「ねぇ、イッセーくん」

「なんだい、夕麻ちゃん」

「私たちの記念すべき初デートってことで、ひとつ、私のお願い聞いてくれる？」

　来た、これ。来ましたよ！

　これはアレだ！　アレ以外にあり得ない！

　口の臭におい！　よし！　心の準じゆん備び！　うーん！　バクバク心しん臓ぞう鳴ってるぅぅ！

「な、何かな、お、お願いって」

　あああああ。声が上ずってら。バカな妄想しているってバレちまう！

　ここに来て、俺ってば最低なミスを……。

　しかし、夕麻ちゃんは俺に微笑んでくれるだけだ。

　そして、はっきりと俺に向かって言った。

「死んでくれないかな」

　…………。

　……え？　はい？

「……え？　それって……あれ、ゴメン、もう一度言ってくれない？　なんか、俺の耳変だわ」

　聞き間ま違ちがいだ。

　そう思ってた。当たり前だ。だから訊き返したんだよ。

　でも──。

「死んでくれないかな」

　また、はっきりと俺に言った。笑いながら。

　意味不明な発言。俺が苦笑いしながら、「冗じよう談だんキツいなー、夕麻ちゃん」と言おうとした瞬しゆん間かん──。

　バッ。

　夕麻ちゃんの背せ中なかから黒い翼つばさが生えた。

　バサバサッと羽ばたきすると、黒い羽が宙ちゆうを舞まい、俺の足元に落ちた。

　なんだ、あれ？

　え？　確たしかに天使のように夕麻ちゃんは可愛いけど……。

　天使？　いや、そんなはずないだろう。

　何かの演出か？

　夕ゆう闇やみをバックに黒い翼を羽ばたかせる美しい彼女。それは幻げん想そう的なシーンそのものだった。
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　だが、そんな現げん象しようを信じられるわけがない。

　彼女の両目がいままでのかわいらしいものから、冷たく怖こわい目つきになった。

「楽しかったわ。あなたと過すごしたわずかな日々。初うい々ういしい子こ供どものままごとに付き合えた感じだった」

　夕麻ちゃんの声は、なんとも冷たい。大人っぽい妖よう艶えんな声こわ音ね。口元は冷れい笑しようを浮うかべていた。

　ブゥン。

　ゲームの機動音よりも重たい音が空気を揺ゆらす。

　耳鳴りに等しい音を立てながら、それは夕麻ちゃんの手に現あらわれた。

　一本の槍やりのようなもの。

　光ってる？　光が結集しているような……。つーか、槍じゃねぇか、アレ。

　ヒュッ。

　風きり音。そして、すぐに鈍にぶい音がする。

　ドン！

　俺の腹はらに何かが触ふれた──と思ったとき、夕麻ちゃんの持っていた光の槍が俺の腹を貫つらぬいていた。

　投げられたんだ……。

　いや、ていうか、なんで？

　槍を抜ぬこうとしたけど、ふっと槍は消えてしまう。

　残ったのはポッカリ空いた俺の腹だけ。噴ふき出す血。血。血。

　頭がクラクラし、視し界かいがボヤける。気づいたら足元が崩くずれて、倒たおれていた。

　ツカツカと倒れた俺に近づく足音。

　耳に届くかすかな声。夕麻ちゃんだ。

「ゴメンね。あなたが私たちにとって危き険けん因いん子しだったから、早めに始末させてもらったわ。恨うらむなら、その身に神セイクリツド器・ギアを宿させた神を恨んでちょうだいね」

　……セイ、なんだって……？

　問いただすこともできず、俺は倒れた状じよう態たいだ。彼女はそのまま足音を遠ざける。

　それと同時に意い識しきも遠のいていく。腹にぽっかり空いた穴あな。重じゆう傷しようだろう。だが、痛いたみはない。

　けど、意識が急きゆう激げきに途と絶だえていきそうなのがヤバいって理り解かいできた。

　このまま眠ねむるように意識をなくしたら気持ちいいんだろうな。だけど、そうしたら、俺は絶ぜつ対たいに死ぬ。

　マジかよ……。高校二年生で死ぬのか？

　まだ人生の半分にすら達してねぇよ！

　こんなわけのわからない公園で彼女に刺さされてこの世とオサラバなんて笑えねぇ！

　くっ……そんなことを思っている間にも意識はどんどん薄うすれていく……。

　もう、色々なものまで俺の中で消えていきそうで……。

　ああ、明日の学校、どうなるのかな。

　松田や元浜は驚おどろくだろうか？　泣くのかな？　まさか、あいつらに限かぎって……。

　お袋ふくろ、親おや父じ……俺おれ、ろくな親おや孝こう行こうもしてねぇぞ……。

　つーか……自室の各所に隠かくしたエッチな本が死後に見つかるのはシャレにならねぇ……。

　……てか、死ぬ前になんでこんなロクでもないこと考えてるんだ、俺……。

　手は……まだ動く……。

　腹の辺りを手でさすり、顔の近くまで動かす。

　紅あかい……紅い、俺の血。手のひら全体が紅い。全部、俺の血だ。

　そのとき、俺は思い出していた。

　今際いまわのきわ、俺が思い浮うかべていたのは一人の女の子だった。

　紅あかい髪かみをしたあの美人。学校で見かけるたびにあの紅い髪が俺の目には鮮せん烈れつに映うつった。

　……どうせ死ぬなら、あんな美少女の腕うでの中で死にたいなんて思ってしまう……。

　夕麻ちゃんという彼女がいながら、そんなことを思ってしまう俺は浮うわ気き性しようなのだろうかなどと感じてしまう。って、その夕麻ちゃんに殺されることになったんだけど……。

　……でもなぁ、死ぬなら夕麻ちゃんのおっぱいぐらい揉もんで死にたかったなぁ……。

　ははっ、死ぬ前まで俺のエロ妄もう想そうは止まりませんでした……。

　あぁ、視し界かいがボヤけてきた……。

　いよいよもってラストか……。

　ちくしょう、あまりに薄うすっぺらな人生だった……。

　……生まれ変われるなら、俺は……。




「あなたね、私を呼よんだのは」




　突とつ然ぜん、俺の視界に誰だれかが映りこみ、声をかけてくる。

　目がボヤけてしまっているせいか、もう誰かすらわからない。

「死にそうね。傷きずは……へぇ、おもしろいことになっているじゃないの。そう、あなたがねぇ……。本当、おもしろいわ」

　クスクスと興きよう味みありげな含ふくみ笑い。

　……何がそんなにおもしろいんだろうか……？

「どうせ死ぬなら、私が拾ってあげるわ。あなたの命。私のために生きなさい」

　意い識しきが途と絶だえる寸すん前ぜん、俺の目に鮮あざやかな紅い髪が映りこんだ。









　Life.1　人間、やめました。









『オキナサイ！　オキナサイ！　オ、オキナイナラ、キ、キス、スルワヨ……』

「……うーん」

　ツンデレ声で起こしてくれる目覚まし時計だが、主あるじを寝ね床どこから起こす役やく割わりは担になえなかった。その主はベッドから落ちており、床ゆかでうなされている。

　つまり俺だ。

　……最悪の目覚めだ。

　また、あんな最低の夢ゆめを見てしまった。

　ここ最近、あの夢ばっかだ。夕ゆう麻まちゃんに殺される夢。

　って、俺はこうして生きているわけで、あれはやっぱり夢に過すぎない。

「起きなさい！　イッセー！」

　階かい段だんからお袋ふくろの声。いつも通りの朝だ。

「わーってるよ！　いま起きる！」

　そんな返事をして、俺は床から立ち上がった。

　はぁ……。

　今日も始まりは最悪だ。気が滅め入いる……。

　制せい服ふくの袖そでに腕うでを通しながら俺は大きくため息をついた。





　　　─○●○─　　　






「行ってきます」

　あくびをひとつかみ殺しながら俺は家を出る。

　通学途と中ちゆう、どうにも朝日が厳きびしくて目を細めてしまう。あー、ダルい。

　最近、俺は太陽がどうにも苦手だった。

　陽光が肌はだに突つき刺ささるようでキツい。

　朝の日差しがとにかくダメだ。全然、朝に起きられない。

　なかなか起きてこない俺を母親がたたき起こしに来る毎日だ。

　逆ぎやくに夜だと活発になってしまう。体の内側から色々なものが湧わき上がってきて、ハイテンションな状じよう態たいと化す。

　完全に夜型人間となっていた。

　おかしい。

　そんなはずはない。確たしかに夜よ更ふかしするほうだったが、深夜の一時まで起きていれば奇き跡せきといえた。

　いまでは、深夜の三時、四時まで余よ裕ゆうで起きられてしまう。日が昇のぼってくるのを確かく認にんしてから床とこにつく日々が続いていた。

　ネットゲーにハマっているわけでもないし、深夜番組の中毒でもない。

　……どうしたものか、俺の体。

　彼女に殺される夢が見たくないがために脳のうが眠ねむるのを拒きよ否ひしてる？

　……まぁ、それは個こ人じん的に感じているだけだが、んなわけないよな。体が眠りを必要とするのは当たり前だ。

　夜の感覚──それは以前と違ちがうものだと思う。

　なんていうか、説明しにくいが、体がザワつくような、体の底から得体の知れないものが湧き上がってくる感覚。

　試ためしに俺は夜中に外へ出た。足取りが軽く、夜の暗くら闇やみに溶とけ込こんでいくと心身が高こう揚よう感で打ち震ふるえてくる。

　なんとなく、夜中にダッシュをしてみたが、自分でも信じられないぐらいの速度が出た。

　陸上部に入れば即そくレギュラーだろうな。スタミナも切れない。フルマラソンもジョギング感覚で走れるぐらいの体力に満ちていた。

　調子に乗って、昼間走ってみたが深夜の体力が嘘うそのように酷ひどいものだった。いや、高校生としては平へい均きん的な記録だろうけど、やはり深夜の足に比くらべたら天と地ほどの開きがある。

　夜になると、俺はおかしくなる。

　こんなこと言うと、異い常じよう者しやそのものの発言だが、それでも夜の解かい放ほう感、高揚感は俺の心身を劇げき的てきに変へん貌ぼうさせていた。

　うっ……朝日がやっぱりキツい……。

　夜の変化とは逆ぎやくに朝は極きよく端たんに辛つらくなってしまった。

　俺の体、どう考えても変だ。

　あの日、夕麻ちゃんとのデートの日から俺は変わってしまったように思えてならなかった。





　　　─○●○─　　　






　私し立りつ駒く王おう学園──。

　俺の通う高校だ。

　現げん在ざいは共学だが、数年前まで女子校だったせいか、男子よりも女子の割わり合あいが多い。

　学年が下がるごとに男子の比ひ率りつは上がるが、それでもやはり全体的に女子が多かった。

　二年生である俺のクラスでも男女比は、三対七だ。三年生だと二対八。

　発言力もいまだ女子のほうが圧あつ倒とう的に強く、生徒会も女生徒のほうが多くて、生徒会長も女じよ性せいだ。

　男子が強く出られない校風だが、それでも俺は通っていた。

　単純な話だ。

　ここは女子が多い。それだけで素す晴ばらしい！

　難なん関かんといわれる試験を突とつ破ぱしてきたのもすべては俺のスケベ根こん性じようが為なしたもの。

　女子高生に囲まれて授じゆ業ぎようを受けたい──。

　ただそれだけのために、俺は現在この学園に通っていた。

　何が悪い！

　スケベで何が悪い！

　俺の人生だ！　誰にも文もん句くを言わせない！　俺はこの学校でハーレムを作る！

　と、これが俺の入学時に掲かかげていた目標だ。

　いまでは空むなしい。これだけ女子がいれば彼女の二、三人楽にできるだろうと思った俺が甘あまかった。

　一部のイケメンがモテるだけで、俺なんて女子からすれば眼がん中ちゆうにない。いや、廊ろう下かに落ちているゴミクズ程てい度どの認にん識しきしか持ってもらえていない。

　クソ！

　こんなの俺の計画に入っていなかった！

　バカな！　俺の計画では入学早々一人めの彼女をゲットしていたはずなんだ！

　そのあと、別れと出会いを繰くり返し、卒業時に複ふく数すうの女子が俺を取り合うためにバトルロワイヤルを繰り広げるはずなんだ！

　こ、このままではその目標はただの妄もう想そうになってしまう！

　いや、すでに妄想なのか!?

　何が悪い!?　時代か？　政せい治じか？　それとも……俺自身に問題があった……？

　うわぁぁぁぁぁぁっ！　そんなの考えたくもねぇッ！

　そんなふうに頭を抱かかえる毎日だ。

　ため息をつきながら俺は教室に到とう着ちやくするなり、自分の席の椅い子すに深く腰こしをおろした。

「よー、心の友よ。貸かしたＤＶＤはどうだった？　エロかっただろ？」

　声をかけてきたのは丸まる刈がり頭の友人その一──松まつ田だ。見た目、爽さわやかなスポーツ少年に見えるが、日にち常じよう的にセクハラ言葉が出る変へん態たいだ。

　中学時代様々な記録を塗ぬり替かえてきたほどのスポーツ万ばん能のう少年だが、所しよ属ぞくしている部は写真部。レンズを通して女子高生のすべてを撮さつ影えいしたいという下心全開だ。

　別名『エロ坊ぼう主ず』、『セクハラパパラッチ』。

「ふっ……今け朝さは風が強かったな。おかげで朝から女子高生のパンチラが拝おがめたぜ」

　キザ男のように格かつ好こうつけているメガネが友人その二である元もと浜はまだ。メガネを通して女子の体型を数すう値ち化かできる特ス殊カ能ウ力ターを持つ。メガネを取ると戦せん闘とう力りよくが激げき減げんする特とく異い体たい質しつだ。

　こちらの別名は『エロメガネ』、『スリーサイズスカウター』。

　俺おれの悪友二人だった。

　朝からこいつらの顔を見ると本当にテンションが下がる。げんなりするぜ。

「いいもん手に入ったぞ」

　松田が自分の鞄かばんを開けて、惜おしげもなく俺の机つくえの上に鞄の中身を置いていく。

　ドカドカと机に積み上げられていくのは見るからに卑ひ猥わいな題名の本やＤＶＤだ。

「ひっ」

　遠くで女子が軽く悲鳴をあげた。

　まあ、そりゃそうだ。朝からこれだもんな。

　次に聞こえてきたのは「朝から最低～」、「エロガキ死ね」と蔑さげすんだ女子たちの声。

「騒さわぐな！　これは俺らの楽しみなんだ！　ほら、女おんな子こ供どもは見るな見るな！　脳のう内ないで犯おかすぞ！」

　相変わらず発言が最低だぜ、松田くん。

　少し前の俺なら机に置かれた物を見て、「おおっ！　なんだ、この秘ひ宝ほうは!?」と目を輝かがやかせていただろうが、最近は朝が辛つらいため、そんな気分になれない。

　そんな俺のテンション低めな表ひよう情じようを見て、松田が嘆たん息そくする。

「おいおいおい。これだけのお宝たからを目の前にしてなんだよ、その顔は」

「最近、ノリが悪いぞ。おかしい。実におかしい。いままでのおまえらしくもない」

　隣となりで元浜もメガネをくいっと上げながらつまらなそうに言う。

「俺だって、『すげぇ！　なんだよ、これ！　俺を猿さるにする気か！』って言いたいところなんだがな。いかんせん、ここんとこ精せい力りよく減退しててさ」

「病気か？　いや、まさかな。エロの権ごん化げであるおまえが風か邪ぜになるわけがない」

　元浜は失礼な物言いをしてくる。本当に失礼な奴やつだ。

　松田が何かに思い当たり、手をポンと叩たたく。

「あー、アレか？　俺には彼女がいましたーっていう例の幻げん想そうの影えい響きようか？　夕ゆう麻まちゃんだっけ」

「……夕麻ちゃんのこと、マジで覚えていないのか？」

　俺の言葉に二人は可か哀わい想そうな者を見る目で返してくるだけだ。

「だからさ、俺らそんな子知らないって。マジ、病院とか言ったほうがいいんじゃないか？　なあ、元浜」

「ああ、何度も言うが俺たちは夕麻ちゃんという女の子を紹しよう介かいなんてされていない」

　……そう、俺が夕麻ちゃんの話を振ふってもこいつらは決まってこれだ。

　最初は俺をからかっているのだと思った。

　けど、一度真しん剣けんに語り合った結果、そうではないと痛つう感かんする。

　俺は確たしかにこいつらに夕麻ちゃんを紹介した。こいつらが夕麻ちゃんを見るなり、「なんでこんな美少女がイッセーの彼女なんかにぃぃぃぃ！」、「世の中のシステムが反転したとしか思えない……。イッセー、まさか犯はん罪ざいでも起こしたのか？」などと失礼極きわまりないことを言ってきた。

　俺も鼻高々に「おまえらも彼女作れよ」と余よ裕ゆうの言葉を突つきつけてやったんだ。

　それを俺は強く記き憶おくに残している。

　なのにこいつらはそれを覚えていない。いや、夕麻ちゃんがいたことさえ覚えていないんだ。

　天あま野の夕麻という女子そのものが存そん在ざいしなかった──と。

　夕麻ちゃんと過すごした俺の時間が嘘だったかのように。そう、こいつらが言う「幻想」だったかのように。

　でも、松田と元浜の発言を裏うら付づけるように彼女のケータイ番号もメールアドレスも俺のケータイメモリには記録されていなかった。

　メモリを消した？　誰だれかに消された？　そんなバカな！　俺が消すわけないし、誰が消すんだよ！

　覚えていた番号にかけてもその番号は現げん在ざい使われていない。

　彼女はいなかった？　俺の幻想？　んなバカらしい話があるわけ……。

　否ひ定ていしたいが、俺の記憶以外で彼女の痕こん跡せきは一いつ切さい見つからなかった。

　思えば俺は彼女の住所も知らない。彼女は他学校の生徒だった。夕麻ちゃんが着ていた制服から学校を見つけて、彼女のことを在ざい校こう生せいに訊たずねてみた。

　けど、そんな生徒はいない。いなかったんだ。

　じゃあ、俺は誰と付き合った？

　誰とデートした？

　あの夢ゆめは、ここ最近見ている夢は俺が生み出した幻想なのか？

　夢の出来事をさも現実だったかのように俺は松田と元浜に話したのか？

　おいおい、俺は異い常じよう者しやかよ？

　だって、彼女の顔を俺は鮮せん明めいに覚えているんだぜ？

　……どうしても解げせない。

　深夜に湧わき上がる得体の知れない力といい、何かがおかしい。

　何かが変なんだ。

　考え込こむ俺の肩かたへ松田が手を置く。

「まあ、思春期の俺らにそういうわけのわからないことが起きるのかもしれない。よし、今日は放課後に俺の家へ寄よれ。秘ひ蔵ぞうのコレクションをみんなで見ようじゃないか」

「それは素す晴ばらしい。松田くん、ぜひともイッセーくんを連れて行くべきだよ」

「もちろんだよ、元浜くん。俺ら欲よく望ぼうで動く男子高校生だぜ？　エロいことをしないと産んでくれた両親に失礼というものだ」

　グフフフといやらしい笑い声をあげる二人。

　変へん態たいだ。どこからどう見ても変態すぎる。そしてそのなかに俺も入っている。

　まあ、いいさ。俺も変態で生きる男子さ。

「わーったよ！　今日は無ぶ礼れい講こうだ！　炭たん酸さん飲料とポテチで祝しゆく杯はいをあげながら、エロＤＶＤでも視し聴ちようしようじゃねぇか！」

　半ばヤケクソ気味に俺も賛さん同どうする。

「おおっ！　それだよ、それ！　それこそ、イッセーだ！」

「その意気だ。青春をエンジョイしようではないか」

　盛もり上がる松田と元浜。

　夕麻ちゃんの件けんはこの際さい保ほ留りゆうだ。

　たまには息を抜ぬく！　今日ぐらいは鬱うつな気分を抜け出して、年とし頃ごろの男子として生きてやる！

　そんなふうに三人の結束を新たにしたときだった。

　俺の視界に紅くれないが映うつる。

　鮮あざやかな紅──。

　教室の窓まどから見える校庭。一人の女子の通学風景が俺の瞳ひとみを釘くぎ付づけにする。

　真しん紅くの髪かみをした少女。人にん間げん離ばなれした美び貌ぼうを持った我わが高校のアイドル。スラリとした身体は、日本人のそれではない。

　当然だ。彼女は日本人ではない。北ほく欧おうの出身だと聞く。

　父親の仕事の都合で日本の高校に通っているそうだ。

　誰もが彼女の美しさに目を奪うばわれ、一いつ瞬しゆんで心をもとらわれる。

　リアス・グレモリー。

　この学園の三年生。俺の先せん輩ぱいにあたる。

　気づけば、俺以外の者たちも男女問わずして彼女に釘くぎ付づけだ。松田も元浜も。

　これは毎朝のことだ。彼女の通学を、歩く姿すがたを多くの学生が見つめる。ある者は歩を止めて、ある者はおしゃべりを止やめて。誰もが振ふり向いてしまう。

　全校生徒の視線を集め、彼女は優ゆう雅がに紅の髪を風に揺ゆらす。

　腰こしまである真紅の長ちよう髪はつは風に流れると、さらに一いつ層そう紅を周囲の風景に映はえさせる。

　雪のように白い肌はだが対照的だった。

　美しい。

　彼女の存そん在ざいを一言で表すならそれだ。それ以外の言葉はいらないだろう。

　俺もその美貌と高こう貴きな雰ふん囲い気きに夢む中ちゆうだった。

　その姿を見かけるたびにそのときしていた行動を止めてまで彼女に見入っていた。

　だけど、この頃、その感覚に変化が生じていたんだ。

　確たしかに美しい。彼女は美しすぎる。

　しかし、その美貌を少しだけ怖こわく感じるようになり、いつしか心の隅すみで畏い怖ふしていた。

　なぜ、そんなふうに思うようになったかはわからない。だが、そう思うようになった時期は夕麻ちゃんの存在が消えた日からだ。

　そのとき、彼女の視線が動く。透すき通るような碧へき眼がんが、俺を捉とらえていた。

　──っ。

　一瞬で心まで掴つかみ取られる感覚に陥おちいる。

　なんだ、この感じ。圧あつ倒とう的な実力差のある相手に睨にらまれたような……。

　彼女は青い双そう眸ぼうを細め、少しだけ口元を微ほほ笑えませた。

　俺に向けたもの？

　バカな。俺と彼女の接せつ点てんなんてないじゃないか。

　そう思ったとき、俺はふいに夢の出来事を思い出していた。

　夢の最後、紅べに色いろの髪をした誰かが俺に話しかける。

　やさしく、そして冷れい酷こくな存在感を放っていた人ひと影かげ。

　それと彼女が重なってみえたとき、すでに彼女は視界から消えていた。





　　　─○●○─　　　






「おっぱい揉もみてぇなぁ！」

　号ごう泣きゆうする松田を抱だき寄よせ、俺たちはエッチなＤＶＤ鑑賞会最後の作品を視し聴ちようしていた。

　学校から帰き宅たくして、無む駄だに高いテンションのままエロＤＶＤ鑑賞をはじめたわけだが、枚まい数すうを重ねていくうちに興こう奮ふんが冷めていき、「なぜ俺たちには彼女がいないのだろうか？」と真しん剣けんに思い出し、逆ぎやくに泣けてきてしまった。

　松田なんて三作品前あたりから涙なみだが止まっていない。

　元浜に至いたってはクールに装よそおってはいるが、メガネの奥おくで涙を溢あふれさせていた。

　三十分前に小声で「……俺、この前、女の子に体育館裏うらに呼よばれたんだ……。生まれて初めてかつあげされたよ……」と呟つぶやき、危あやうく俺も泣き出すところだった。

　エロＤＶＤで鬱うつになる俺ら三人は何なんだろうか。

　いや、知れている。

　モテない男子高校生三人組だ。

　ちくしょう。今いま頃ごろ、同じ年代の男が女子とくんずほぐれつしていると思うとこの世界を恨うらみたくなる。

　そんなことを思いながら最後の作品を見終えると、すでに空は暗かった。

　時計を見たら、もう夜中の十時だ。親に松田の家で過すごすことを伝えてあるが、これ以上お邪じや魔ましているとマジで心配されるし、明日の通学にも支し障しようをきたす。

「さて、そろそろ帰るか」

　俺の言葉を切っ掛かけに全員がその場で背せ伸のびして、別れの準じゆん備びを行った。

「じゃあな」

　玄関で松田と別れると、俺と元浜は歩き出す。

「いい夜だ。こんなにいい夜だもんな。そりゃ、エロＤＶＤも見たくもなる」

　夜空を見上げながらわけのわからないこと言う元浜だが、ため息は大きい。

　テンション下がりすぎだろう。

　まあ、明日になればいつもの元浜と松田に戻もどっているはずだ。

「じゃあ、また明日な」

「ああ、いい夢ゆめ見ろよ」

　と、元浜と帰り道の途と中ちゆうで別れたが、奴やつの手を振る仕草もどことなく元気がない。

　あとで激げき励れいのメールでも送るか。

　元浜と別れて、数分。

　帰り道を歩く俺だが、先ほどから体の内側から溢れてくる力の疼うずきが酷ひどかった。

　例の「夜になると力が溢れ出す」ってやつだ。

　やっぱり、俺の体、おかしすぎだろ。

　どう考えてもまともな現げん象しようじゃない。目が冴さえて、五感が鋭するどくなる。

　聴ちよう覚かく、視覚が尋じん常じようじゃないぐらいによく働く。周囲の家の中から会話が聞こえてくるし、暗くら闇やみの道でも夜目が利ききすぎている。

　街がい灯とうなどの光が届とどいていない場所まで鮮せん明めいに見えるのはおかしいだろう！

　日に日にこの現象が強くなっている気がする。

　いや、これは気のせいじゃないだろう。

　だって、この体中を走る悪お寒かんは本物だから！

　さっきから感じる他者の視線。そして、俺へ向けられる冷たいもの。

　眼がん前ぜん、道の先から俺へ向けて得体の知れない空気が漂ただよってくる。

　震ふるえが凄すさまじい。体が小こ刻きざみに震えを発していた。

　男だ。スーツを着た男が俺を睨にらんでいる。とんでもない睨みようだ。

　視線が合うだけで体の芯しんまで凍こおってしまいそうになる。

　これ、殺意とかいうやつじゃないのか？

　敵てき意いは確かく実じつに感じる。だが、それ以上に危き険けんな感じだ。やっぱ、これ殺意だろう！

　男が静かに歩み寄ってくる。俺に向かってきているし！　やっぱ俺ですか！

　変へん質しつ者しや!?　危あぶない人!?　ヤバイのか!?

　ヤバイよな！　だってさ、さっきから震えが止まらない！

　帰り道に危ない人と遭そう遇ぐうかよ俺！

「これは数奇なものだ。こんな都市部でもない地方の市街で貴き様さまのような存そん在ざいに会うのだものな」

　…………？

　何を言っている？

　いやいや、頭のイッちゃってる人はこの手のことを口走るんだろう。

　やっぱり、危ない人か！

　うわ！　刃は物ものとか出されたらどうする！

　護ご身しん用ようの格かく闘とう技ぎなんて俺は習っていないし、そもそもケンカなんてしたことないぞ！

　そ、そうだ！

　夜中にパワーアップしてる俺の力！　これだ！　これで逃にげるしかない！

　後ずさりしつつ、距きよ離りを取った。

　変質者の空気全開な男だん性せいはスタスタとこちらへ向かって歩いてきている。

「逃げ腰ごしか？　主あるじは誰だれだ？　こんな都市部から離はなれた場所を縄なわ張ばりにしている輩やからだ、階級の低い者か、物好きのどちらかだろう。おまえの主は誰なんだ？」

　わけわからないっつーの！

　バッ！

　俺は振ふり向き様、一気に来た道を戻もどった。全速力だ。

　速い。超ちよう速い。俺が言うのもなんだが、やっぱり夜の足はおかしいぐらいの速力を出している。

　夜の闇やみを掻かき分けて、俺はひたすら逃げた。

　途と中ちゆうで道を曲がったりしながら、見知らぬ街かい道どうを走る。

　息は上がってない。まだ走れる。こうなったら、絶ぜつ対たいに尾ついてこられないであろう距離を稼かせいでやるさ！

　十五分ぐらい走ったところで、開けた場所に出た。

　──公園だ。

　足を一いつ旦たん止め、歩みに変える。

　少しだけ息を整えながら、噴ふん水すいの辺りまで歩を進めた。

　公園の街灯下で周囲を見み回す。俺は不ふ可か思し議ぎなものに囚とらわれていた。

　──知っている。

　この公園を俺は知っている……。

　そうだ、ここは夢ゆめの──夕麻ちゃんとのデートで最後に訪おとずれた場所だ！

　おいおい、なんつー偶ぐう然ぜんというか、奇き跡せきというか。

　いや、無む意い識しきのうちにここへ足が動いた？　まさかね……。

　ぞくっ。

　背せ筋すじに冷たいものが走る。

　何かが後方にいる……。そんな感覚だ。

　ゆっくりと振り返ると、俺の眼前を黒い羽が舞まった。

　カラスの羽？　違ちがう。

「逃がすと思うか？　下級な存そん在ざいはこれだから困こまる」

　俺の前に現あらわれたのは黒い翼つばさを生やしたスーツの男。

　さっきの変質者だ。

　……天使？　いやいや、いくらなんでもそれはファンタジーすぎだろう!?

　コスプレ？　にしては凝こってる。ほ、本物？　なわけないだろう！

「おまえの属ぞくしている主の名を言え。こんなところでおまえたちに邪じや魔まをされると迷めい惑わくなんでな。こちらとしてもそれなりの……。まさか、おまえ、『はぐれ』か？　主なしならば、その困こん惑わくしている様も説明がつく」

　何やら変質者はぶつぶつと言ってくる。一人でしゃべって一人で納なつ得とくするな！

　緊きん張ちようが支し配はいする展てん開かいだが、俺はふと夢の出来事を思い浮うかべていた。

　あのデートの夢だ。最後の最後、俺はこの公園の噴水前で夕麻ちゃんに殺される。

　そう、黒い翼を生やした夕麻ちゃんにだ。

　で、目の前には黒い翼を生やしたお兄さんがいます。……正夢ですか？

　おいおいおい、美少女が男になってるよ!?

　そうじゃなくて！　この展開はマズいってことだよ！

　あの夢だと、俺はこのあと──。

「ふむ。主の気配も仲間の気配もなし。消える素そ振ぶりも見せない。魔ま方ほう陣じんも展開しない。状じよう況きよう分ぶん析せきからすると、おまえは『はぐれ』か。ならば、殺しても問題あるまい」

　物ぶつ騒そうなことを口走る男は、手をかざしてくる。

　手を向けている先はどう見ても俺だ！

　耳鳴りがする。俺はこの現げん象しようを知っているぞ。

　その男の手に光らしきものが集まっていく。ファ、ファンタジーな展開は夢のなかで十分だって！

　光は槍やりのようなものに形成されていった。

　槍──。

　槍かよ、やっぱり！

　俺、夢であの槍に腹はらを貫つらぬかれて大変な目に遭あったんですけど！

　──殺される！

　と思ったときにはすでに腹を槍が貫いていた。腹から何かが込こみ上げてくる。

　ごぼっ。

　俺の口から大量の血が吐はき出された。途と端たんに激げき痛つうが走る。

　痛いたい。超ちよう痛いてぇぇぇぇぇ！

　俺はその場で路面へひざをついた。腹のなかから焼けるような痛みを感じる。

　その痛みは全身へ回り、耐たえ難がたいものになっていた。

　激痛……なんてもんじゃないぞ、これは！

　手で槍を抜ぬこうと触ふれてみたら、今度は手に痛みが走る。熱い。バカみたいに熱く、触れていた部分に火傷やけどが生じていた。

「ぐ……あぁぁぁ……」

　俺はその場で呻うめいた。痛い。マジで痛い！

　手でこれってことは、突つき刺ささっている槍は腹の中を焼き焦がしているのか？

　そう感じてしまうと、さらに痛みが増ました気がした。腹のなかを半はん田だごてで焼かれたら、こんな感じなのだろうか？

　あまりの痛さに涙なみだが止まらない。

　そこへコツコツと近づいてくる靴くつ音おと。

　見上げる俺に男はもう一度、手に光の槍を作り出す。

「痛かろう？　光はおまえらにとって猛もう毒どくだからな。その身に受ければ大きなダメージとなる。光を弱めで形成した槍でも死ぬと思ったのだが、意外と頑がん丈じようだ。では、もう一いち撃げき放とう。今度は少々光の力を込めるぞ。これでさすがに終わるだろう」

　トドメを刺す気か！　あんなのもう一撃食くらったらさすがに死ぬ！

　そう感じた俺だけど、ふいに夢の続きも思い出していた。

　紅くれない。

　鮮あざやかな紅が俺を……。

　助けてくれるわけもないか。あれは夢だ。でも、これも夢？

　夢なら助けてくれ。こんな状況、夢でもゴメンだ！

　ひゅっ。

　風きり音が聞こえたと思うと、俺の眼がん前ぜんで爆ばく発はつが巻まき起こる。

　見れば、男の手元から煙けむりが上がっていた。男の手からは鮮せん血けつが迸ほとばしっている。

「その子に触れないでちょうだい」

　俺の隣となりを女じよ性せいが通り過すぎていく。

　紅あかい髪かみ。後ろ姿すがたからでも、すぐに理り解かいできた。

　夢で見たあの人──。

　顔は夢ではわからなかった。でもこの人だと確かく信しんできた。

「……紅い髪……グレモリー家の者か……」

　男が憎にく々にくしげに紅い髪の女性を睨にらみつける。

「リアス・グレモリーよ。ごきげんよう、堕おちた天使さん。この子にちょっかいを出すなら、容よう赦しやしないわ」

　リアス・グレモリー。

　そう、彼女は俺の学校の先せん輩ぱいその人。あの紅い髪の美人だ。

「……ふふっ。これはこれは。その者はそちらの眷けん属ぞくか。この町もそちらの縄なわ張ばりというわけだな。まあいい。今日のことは詫わびよう。だが、下げ僕ぼくは放し飼がいにしないことだ。私のような者が散歩がてらに狩かってしまうかもしれんぞ？」

「ご忠ちゆう告こく痛いたみ入るわ。この町は私の管かん轄かつなの。私の邪魔をしたら、そのときは容赦なくやらせてもらうわ」

「その台せり詞ふ、そっくりそちらへ返そう、グレモリー家の次期当主よ。我わが名はドーナシーク。再ふたたび見まみえないことを願う」

　男は黒い翼つばさを羽ばたかせる。体が浮うき始め、空へ飛ひ翔しようしていく。

　空へ浮かんだ男は一度だけ俺とリアス先輩を睨むと、夜の空へ消えていった。

　……危き機きは去ったのか？

　少し安あん堵どすると、途端に意い識しきが消えかけてきた。目が霞かすむ。

　アレ？　ヤバイ？　これ、ヤバくね？

「あら、気き絶ぜつしてしまうの？　確たしかにこれは少しばかり危き険けんな傷きずね。仕方ないわ。あなた、自じ宅たくは──」

　先輩が倒たおれこむ俺に話しかけてくるが、すでに言葉が聞き取れない。

　そうこうしているうちに俺は意識を失った。
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『……オキナイト、コロシマス。……オキナイト、バラバラヨ』

　次に目を覚ましてみれば、いつもの朝だ。

　どういうこと？

　……また、嫌いやな夢ゆめを見たってことだよな？

　夢だろ、あれ。けど、リアルすぎる。

　こうして俺おれは部屋にいるわけで。ベッドで寝ねていたわけで。

　ヤンデレボイスの目覚まし時計に起こされた俺だが、どうやらまた夢を見ていたようだ。

　今度は夕麻ちゃんじゃなく、どこぞの男に追いかけられる夢。黒い翼は同じなんだけど。

　頭を振ふる。

　しっかりしろ俺。なんで、こう毎朝のように変なものを見る？

　確か、昨日は普ふ通つうに学校行って、普ふ段だん通どおり過すごし、学校帰りに松田の家に寄って俺と松田と元浜の三人でエッチなＤＶＤ鑑賞会をしたんだ。

　で、家に帰ってきた。家路の途と中ちゆうで翼生やした変へん質しつ者しやに襲おそわれたなんてこと──。

　俺は自分の変化に気づく。

　──裸はだかだ。

　一いつ切さいの衣類を身につけていない。

　どうしたことだ？　パンツすら穿はいていないじゃないか！

　スッポンポンだよ俺！

　記き憶おくがない。家に帰ってきた記憶がないぞ。この歳としでボケ始めているのか？

　だいたい俺に裸で寝ねる習しゆう慣かんはない。

「……うぅん」

　っ！

　何やら艶つやっぽい声が聞こえた。

　恐おそる恐る俺は視し線せんを隣となりに移うつす。

「……すーすー」

　寝息を立てる紅あか髪がみの女の子が俺の隣で寝ている。

　しかも裸……。雪のように白い肌はだが眩まぶしい。

　お肌がとてもスベスベしてそうで目に悪いです。

　…………。

　どう見ても先輩だ。我が学園のアイドルさんだ。枕まくら元もとに散らばる紅い髪がキレイです。

　リアス・グレモリー先輩。

　…………。

　ん？　んん？

　落ち着け俺。そうだ、こういうときは素そ数すうを数えるんだ。

　二、三、五、七、十一、十三、十七、十九、二十三……。

　だぁー！

　ダメだ！　落ち着けねぇぇぇぇぇ！

　なんで俺とリアス先せん輩ぱいがベッドインしてんの!?

　何が起きた!?　何が起きた!?

　いや、何をした！　何かしたのか！

　覚えてねぇ！　一切覚えてないぞ！

　なんてことだ！　そこを覚えておこうよ！　いや違ちがう！　なんでこうなってる!?

　俺と先輩はヤっちゃったんですか!?

　え？　初体験ってこんな感じで卒業なの!?

　バカな！　そんなバカな！

　思い出せ俺！　貴き重ちようなシーンを思い出せ俺！

　何をした!?　俺は何ができた!?

　混こん乱らんで頭がどうにかなってしまいそうな俺に追い討うちはかかる。

「イッセー！　起きてきなさい！　もう学校でしょ！」

「母さん、イッセーは部屋にいるのか？」

「お父さん、玄げん関かんに靴くつがあるんだから、帰ってきてるのよ。もう！　夜遅おそくまで友達の家にいるなんて！　その上、遅ち刻こくだなんて許ゆるさないわよ！」

　一階から聞こえてくる父母の会話。

　そして、階かい段だんを上ってくる足音。怒いかりを感じる足音だ。ドタドタと勢いきおいが違う。

　母さんが来る！

　待て！　ちょっと待て！

　この場面は、この状じよう態たいは非ひ常じようにマズい！

「待ってくれ！　俺なら起きてる！　いま起きるから！」

「もう！　今度という今度は許さないわ！　少し話しましょう！」

　キレてるよ、お母さま！

　来る！　俺の部屋に母さんが来る！

　こんな状態を見せられるわけがねぇ！

「うーん……。朝？」

　ッッ!?

　隣で先輩が寝ね惚ぼけまなこをさすっていらっしゃる！

　つーか、起きた！　起きちゃったよ！

　ガチャ！

　勢いよく開かれる俺の部屋のドア。それと同時に先輩が上半身を起こした。

　俺と母の視し線せんが合う。母さんは怒り心頭のご様子だ。憤ふん怒ぬの表ひよう情じようだった。

「おはようございます」

　ニッコリ顔の先輩が俺の母さんにあいさつをした。
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　母さんの視線が俺から先輩に移うつる。

　瞬しゆん間かん、母さんの表情が凍こおった。目だけ再さい度ど俺へ移る。

　俺はその視線をずらしてしまった。

「……ハヤク、シタク、シナサイネ」

　機械的な声を出して、母さんは静かに扉とびらを閉しめてしまった。

　一拍ぱくあけて、ドタドタと下へ下りる足音。

「お、お、お、お、お、おおおおお！　お父さんっ！」

「どうした母さん？　血相変えて。イッセーがまた朝から一人でエッチなことをしていたのか？」

「セセセセセセセセ、セッ○スゥゥゥゥ！　イッセーがぁぁぁぁぁ！　が、外国のぉぉぉ！」

「!?　か、母さん！　母さんどうした!?」

「国こく際さい的てきぃぃぃぃ！　イッセーがぁぁぁぁ！」

「母さん!?　母さん!?　落ち着いて！　母さぁぁぁぁん！」

　俺は顔を両手で覆おおうしかできなかった。

　下の様子が容易に想そう像ぞうできる。

　なんてこった。家族会議決定じゃないか！

　どうやって、この状じよう況きようの言い訳わけをすればいい！

「随ずい分ぶんと朝から元気なお家うちね」

　先輩はスルッとベッドを抜ぬけ出すと、俺の机つくえの上に置いてあった制せい服ふくに手をかける。

　裸の先輩。美少女の裸。

　……そ、その色々見えているんですが……。

　細い腰こし。白くスラリとした足。太もも。形のいいお尻しり。

　そして、なかなかに豊ゆたかなおっぱいが……。

　そ、その先せん端たんまでクッキリと！

　隠かくさないんですか！　隠す気配もなしですか！

　俺に元浜のスリーサイズスカウター能のう力りよくがあれば、瞬しゆん時じに数すう値ち化かできたはずだろう。

　その力がないのがいまは悔くやまれる。

　だが、これだけはわかった。いままで色々なエロ本やエロビデオを見てきたが、どの女じよ性せいの裸よりも先せん輩ぱいの体は美しかった。

　なんというか、芸げい術じゆつ？　うん、すごく無む駄だのないスタイルだもの。美術の教科書に載のってる絵画や彫ちよう刻こくみたいだ。

　完かん璧ぺき。美人さんは脱ぬいでもすごかった。その一言に尽つきる。

　だが、マジマジといつまでも見ているのは気が引けてしまう。

　俺はスケベに徹てつしきれなかった。

「せ、先輩！」

　俺は思わず声を出していた。

「何？」

「お、おっぱい……とか、見えてます！」

　顔を背そむけながら言った。直ちよく視ししたいけど、そこはそこだ。耐たえねばなるまい。

「見たいなら見ていてもいいわ」

　堂々と着き替がえながら先輩は言う。微び笑しようを浮うかべながら。

　──ッッ!!

　そ、そんな日本語があったんですか!?

　俺に電流が走る！

　学校では決して習えない素す敵てきな単語に俺は涙なみだを流した。

　美しい日本語に感動してしまった！

「お腹なか、平気？」

　そう訊きいてくる先輩。

　お腹？

　俺は先輩の着替えを眺ながめながらも自分の腹はらをさすった。

「昨き日のう、刺さされていたから」

　っ！

　その一言で一気に目が覚める。

　……そうだ、昨日俺は公園で翼つばさを生やした男に腹を貫つらぬかれた。

　光でできていたっぽい槍やりで攻こう撃げきされたんだ。

　でも、腹にそれらしい傷きずはない。確たしかに穴あなが空いていたはずなのに……。一日で治る傷じゃないだろう。血だってドバドバ出たし。

　あれは夢ゆめじゃなかった？　でも夢だった？

「ちなみに昨日の出来事は夢じゃないわ」

　……まるで俺の心を見み透すかしたように先輩は言う。

「き、傷を負ったはずなのに……」

「私が治したわ。致ち命めい傷しようだったけど、意外なほどあなたの体は頑がん丈じようだったから、私の力でも一夜かけて治ち療りようできたの。裸はだかで抱だき合って、弱っていたあなたに魔ま力りよくを分け与あたえたわけだけど。私とあなたが同じ眷けん属ぞくだからこそできる芸当よ」

　この人は……何を言っているんだ？

　ん？　裸で抱き合った？

　…………。

　えええええええええええええええええ！

　それってやっぱり！

「大だい丈じよう夫ぶよ、私はまだ処しよ女じよだから」

　また見透かしたような先輩の一言。

　あっ、そうなんですか。なぜか安心する。

　いや、安心していいところなのか？

「そんな不ふ思し議ぎそうな顔をしないの。あなたが思っているよりも、この世界は不思議が多いのよ？」

　下した着ぎ姿すがたの先輩が、俺に急接近。細い指先が俺の頬ほおをなでた。

　俺の顔が紅こう潮ちようする。そりゃ、下着姿の美人にこんなことされたら顔だって赤くなるさ。

「私はリアス・グレモリー。悪あく魔まよ」

　──悪魔？

　え？　冗じよう談だん？　本気？　よくわからないが、

「そして、あなたのご主人さま。よろしくね、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん。イッセーって呼よんでもいいかしら？」

　魔ま性しようの微ほほ笑えみだけは本物だった。
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「いただきますわ」

　拝はい啓けい、天国のおじいさま。

　俺おれの隣となりで美人の女の子が我わが家の味み噌そ汁しるをすすっておられます。

「とても美お味いしいですわ、お母さま」

「は、はぁ。こ、これはどうもありがとうございますですわ」

　俺の眼がん前ぜんにおられるお父上とお母上は、なんとも形けい容ようしがたい複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべておられます。

　おじいさま、この状じよう況きよう、この朝の風景、どうしたものでしょうか？

　僕ぼくはこんな朝の食卓は初めてでして、対たい応おうに苦く慮りよしております。

「イッセー、せっかくお母さまが作ってくれた朝食よ。いただきなさい」

　先せん輩ぱいが優ゆう雅がに言ってくる。まるでお姉さまだ。

「は、はい！」

　俺は即そく座ざに返事をして、ご飯やおかずをかっこんだ。

「そんな下品な食べ方はダメよ。もっとゆっくりと味わって食しなさい。お母さんの作ってくれる朝食ほど掛かけ替がえのないものはないのよ？」

　先輩は俺の口元を自分のハンカチで拭ふいてくれる。

　なんだ、これ。どういう状況ですか？

「イ、イッセー……」

　恐おそる恐る父さんが話しかけてくる。

　かなり動どう揺ようしているじゃないか、父さん。実は俺もだよ。

「そ、そのお嬢じようさんは、ど、どちらの方かな？」

　それを聞き、先輩は箸はしを止めて深々と頭を下げた。

「……あいさつが遅おくれていたとは……。私としたことが大変失礼しました。これはグレモリー家の恥はじですわ。改めてごあいさつさせていただきます。お父さま、お母さま、私はリアス・グレモリーと申します。兵藤一誠くんと同じ学園に通っております。以後、お見知りおきを」

　ニッコリと微笑む先輩。父さんもその笑みに鼻の下を伸のばしていた。

「そ、そうですか……。い、いや、これは参ったなぁ、ハハハ！　外国の方ですか？　に、日本語が堪たん能のうですね」

「はい。父の仕事の関係で日本にいるのも長いものですから」

　おおっ。父さんが陥かん落らくした。

　だが、隣の母さんはまだ納なつ得とくできていないご様子だ。

「リアス……さん、でよろしいかしら？」

「はい、お母さま」

「イッセーとはどういうご関係なのかしら？」

　──っ。

　なんて、わかりやすく、それでいて朝の状況を簡かん潔けつに尋たずねるのに適てきした質しつ問もんだろうか。

　詰つめ寄よる母さんだが、当の先輩は相変わらずニッコリと微笑むだけだ。

「仲の良い先輩と後輩ですわ、お母さま」

「嘘うそよ！」

　即そく、否ひ定ていの母さん。

　そりゃそうだ。先輩、そりゃ無理だって。あの状況でその言い訳わけは無理だって！

「だ、だ、だだだだだだだって！　ベッドで！」

「イッセーが夜怖こわい夢ゆめを見ると言うので、添そい寝ねしてあげたんです」

「添い寝!?　は、裸だったじゃない、二人とも！」

「はい、最近の添い寝はそういうものですわ、お母さま」

　すごい嘘だ。すげぇよ、先輩。

　だが、母さんはそれで突とつ然ぜん黙だまり込む。

「そ、そうなの……。最近の添い寝はそういうものなの？」

　お母さま!?　それでいいのか！　いいの!?

　だが、俺は気づく。母さんの目がおかしい。何かに取り憑つかれたような感じで虚うつろだ。

　先輩が耳打ちしてくる。

「……ゴメンなさい。少しややこしくなりそうだから、力を使ったわ」

　力？

　ふと先輩の言葉を思い出す。

　──悪あく魔まよ。

　……悪魔。じゃあ、この現げん象しようも悪魔の力だってのか？

　先輩はそのまま食事を再さい開かいしてしまった。見れば、父さんの目もいつの間にか虚ろだ。

　力ってのを使われたのか……？

　悪魔。

　どうなってんだ、これ。
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　朝の登校。

　学校に向かっているわけだが、先ほどから同じ学校の奴やつからの視し線せんが厳きびしい。

　そりゃそうだろうな。

　俺の隣となりには学園のアイドル、グレモリー先輩がいるわけだから。

　俺も俺で先せん輩ぱいの鞄かばんを持って、彼女の従じゆう者しやのように歩いている。

「どうしてあんな奴が……」

「リアスお姉さまがあのような下品な男と……」

　方々から男女問わず悲鳴が上がっている。

　ショックで気き絶ぜつした生徒もいたぐらいだ。

　そんなにか！　そんなに俺と先輩が一いつ緒しよに歩いているとダメですか！

　校門を抜ぬけ、学校の玄げん関かんで俺と先輩は別れた。

「あとで使いを出すわ。放課後にまた会いましょう」

　微ほほ笑えみながら、そう告げてきた。

　使い？　なんのことだ？

　よくわからないが、俺はそのまま教室へ向かう。

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに無数の好こう奇きの視線が俺を襲おそった。

　ま、まあ、リアス先輩と歩いていたらそうなるよな。

　ゴッ！

　俺の後頭部を殴なぐる奴がいた。振ふり返れば松田だ。元浜も松田の隣にいた。

「どういうことだ！」

　涙なみだを流しながら松田が叫さけぶ。その様子から、何が言いたいかわかる。

「昨き日のうまで俺たちはモテない同どう盟めいの同志だったはずだ！」

「イッセー、とりあえず理由を聞こうか。俺と別れてから何があった？」

　怒ど鳴なる松田と対照的に、メガネをくいっとクールに上げる元浜だが、その視線は鋭するどい。二人とも怖こわいぞ。

　だが、俺はあえて笑ってやった。そして言ってやる。力強く！

「おまえら、生なま乳ちちを見たことはあるか？」

　悪友二人はその一言で戦せん慄りつしていた。





　　　─○●○─　　　






　放課後。

「や。どうも」

　俺は半はん眼がんで自分を訪たずねてきた男子を見ていた。

　俺の前にいるのは、この学校一のイケメン王子、木き場ば祐ゆう斗とだ。

　爽さわやかなスマイルで学園女子のハートを射い貫ぬいている。ちなみに同学年だ。クラスは違ちがうけど。

　廊ろう下か、教室の各所から木場に対して黄色い歓かん声せいが沸わいている。うぜぇ。チョーうぜぇ。

「で、何のご用ですかね」

　おもしろくなさそうに返す俺だが、木場は変わらずスマイルで続けてくる。

「リアス・グレモリー先輩の使いできたんだ」

　──っ。

　その一言で十分だった。

　そうか、先輩の使いとはこいつか。

「……ＯＫＯＫ、で、俺はどうしたらいい？」

「僕についてきてほしい」

　イヤー！

　今度は女子たちの悲鳴だ。

「そ、そんな木場くんと兵藤が一いつ緒しよに歩くなんて！」

「汚よごれてしまうわ、木場くん！」

「木場くん×兵藤なんてカップリング許ゆるせない！」

「ううん、もしかしたら兵藤×木場くんかも！」

　などと、わけのわからないことを言われている。

　うぜぇ。マジうぜぇ。

「あー、わかった」

　俺は了りよう解かいする。

　最初に言っておく。俺はイケメンが大だい嫌きらいだ。

　歩き出す木場に俺はついていく。

「お、おい、イッセー！」

　松田が呼よび止める。

「心配するな、友よ。決けつ闘とうとかじゃないから」

　そうだ、心配なんかいらないさ、親友。

「これ！　『僕ぼくと痴ち漢かんと時々うどん』をどうするんだ！」

　松田はそう言ってエロＤＶＤを天にかざしていた。

　俺は天を仰あおいだ。







　木場のあとに続きながら向かった先は、校こう舎しやの裏うら手てだ。

　木々に囲まれた場所には旧きゆう校舎と呼ばれる、現げん在ざい使用されていない建物があった。

　昔、この学園で使われていた校舎なわけだが、人ひと気けがなく、学園七不思議があるぐらいの不気味な佇たたずまいだった。

　まあ、外観は木もく造ぞうで古いけど、ガラス窓まどとか一枚まいも割われていないし、壊こわれた部分も一目ではわかり辛づらい。

　古いだけでそこまで酷ひどいものでもない。

「ここに部長がいるんだよ」

　そう告げる木場。

　部長？

　先せん輩ぱいのことか。ん？　部長？

　先輩って、何かの部活に属ぞくしていたのか？　って、木場もそこの部員？

　謎なぞは深まるばかりだ。まあ、こいつについていけば先輩に会えるのだろう。

　二階建て木造校舎を進み、階かい段だんを上る。さらに二階の奥おくまで歩を進めた。

　廊ろう下かも綺き麗れいだ。使われていない教室も塵ちりひとつ落ちていない気がする。

　古い建物に付き物の、幾いく重えにも張はり巡めぐらされた蜘く蛛もの巣や積もった埃ほこりもいまのところ目にしていない。

　掃そう除じはマメにしているってことか。

　そうこうしているうちに目的の場所とやらに着いたようだ。木場の足が、とある教室の前で止まる。

　俺おれは戸にかけられたプレートを見て驚おどろいた。

『オカルト研究部』

　オカルト研究部!?

　なんとも名前だけで首を傾かしげたくなる。いや、オカルト研究部がどうのこうのじゃない。

　あのリアス・グレモリー先輩がオカルト研究部というのが……。

「部長、連れてきました」

　引き戸の前から木場が中に確かく認にんを取ると、「ええ、入ってちょうだい」と先輩の声が聞こえてくる。

　先輩は中にいるみたいだ。

　木場が戸を開け、あとに続いて室内に入ると、俺は中の様子に驚いた。

　室内、至いたるところに謎の文字が書き込こまれていた。

　床ゆか、壁かべ、天てん井じように至るまで見たこともない面めん妖ような文字が記されている。

　そして、一番特とく徴ちよう的てきなのは中央の円えん陣じん。

　教室の大半を占しめる巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんらしきものだ。

　何やら不気味さと異い質しつさを最大級にまで感じるぞ。

　あとは、ソファーがいくつか。デスクも何台か存そん在ざいする。

　ん？　ソファーに一人座すわっているじゃないか。小こ柄がらな女の子……。

　知ってる。あの子を知ってるぞ！

　一年生の塔とう城じよう小こ猫ねこちゃんだ！

　ロリ顔、小柄な体、一見では小学生にしか見えない我わが高校の一年生だ！

　一部の男子に人気が高い。女子の間でも「可か愛わいい！」とマスコット的な存在だ。

　黙もく々もくと羊よう羹かんを食べている。いつ見ても眠ねむたそうな表ひよう情じようだ。

　そういや、超ちようがつくほどの無表情な女の子なんだっけ、この子。

　こちらに気づいたのか、視線が合う。

「こちら、兵藤一誠くん」

　木場が紹しよう介かいしてくれる。ペコリと頭を下げてくる塔城小猫ちゃん。
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「あ、どうも」

　俺も頭を下げた。それを確認すると、また黙々と羊羹食べるのを再さい開かいする。

　うーむ。噂うわさ通どおり、あまりしゃべらない子なのかも。

　シャー。

　部屋の奥から、水が流れる音。シャワー？

　見れば、室内の奥にはシャワーカーテン。カーテンに陰いん影えいが映うつっている。

　女性の肢し体たいだ。女の人がシャワーを浴びている。

　って、シャワー!?　シャワー付き!?

　シャワーの付いた部室なの、ここ!?

　キュッ。

　水を止める音。

「部長、これを」

　ん？　カーテンの奥にもう一人いるのか？

　先せん輩ぱいとは違ちがう女の人の声が聞こえた。

「ありがとう、朱あけ乃の」

　カーテンの奥で先輩が着き替がえているようだ。

　朝のアレを思い出し、気恥ずかしくなる。

　先輩、素す晴ばらしいお体でした。とうぶん、あっちに不自由しなさそうです。

「……いやらしい顔」

　ぼそりと呟つぶやく声。声のした方向には塔城小猫ちゃんの姿すがたがある。

　俺はそちらに視し線せんを送るが、小こ柄がらな一年生は羊羹を食べているだけだ。

　……そうか、いやらしい顔をしてましたか。それはゴメンよ。

　ジャー。

　カーテンが開く。そこにいたのは制せい服ふくを着き込こんだ先輩の姿。

　濡ぬれているままの紅くれないの髪かみがなんとも艶つやっぽい。

　先輩はこちらを見かけるなり、微ほほ笑えむ。

「ゴメンなさい。昨ゆう夜べ、イッセーのお家うちにお泊とまりして、シャワーを浴びてなかったから、いま汗あせを流していたの」

　あー、なるほど。

　って、部室にシャワーがあるのが不ふ思し議ぎでたまらないんですが。

　ふと、視線が先輩の後方に移うつる。

　もう一人の人物も女じよ性せいなわけだが……って、マジか!?

　俺は驚おどろきで絶ぜつ句くした。

　黒くろ髪かみのポニーテール！　絶ぜつ滅めつが危き惧ぐされているポニーテール！　この学園最後のポニーテール所持者じゃないか！

　いつも笑顔を絶たやさないニコニコスマイル！　和風感漂ただよう佇たたずまい！　大やま和と撫なで子しこを女子高生の身で体たい現げんしている我わが高校のアイドルの一人、姫ひめ島じま朱乃先輩！

　リアス先輩と併あわせて、「二大お姉さま」と称しようされているお方！

　男子女子問わず憧あこがれの的！

「あらあら。はじめまして、私、姫島朱乃と申します。どうぞ、以後、お見知りおきを」

　ニコニコ顔で丁てい寧ねいなあいさつをされる。なんともうっとりしてしまう声こわ音ねだ。

「こ、これはどうも。兵藤一誠です。こ、こちらこそ、はじめまして！」

　俺も緊きん張ちようしながら、あいさつを交かわす。

　それを「うん」と確認するリアス先輩。

「これで全員揃そろったわね。兵藤一誠くん。いえ、イッセー」

「は、はい」

「私たち、オカルト研究部はあなたを歓かん迎げいするわ」

「え、ああ、はい」

「悪あく魔まとしてね」

　──っ。

　どうやら、何かが起こりそうです、父さん母さん。







「粗そ茶ちやです」

「あっどうも」

　ソファーに座すわる俺へ姫島朱乃先輩がお茶を淹いれてくれた。

　ずずっと一飲み。

「うまいです」

「あらあら。ありがとうございます」

　うふふ、うれしそうに笑う姫島先輩。

　テーブルを囲んでソファーに座る俺、木場、塔城小猫ちゃん、リアス先輩。

「朱乃、あなたもこちらに座ってちょうだい」

「はい、部長」

　姫島先輩もリアス先輩の隣となりに腰こしをおろす。

　全員の視線が俺に集まる。

　な、なんでしょうか……。こんなに密みつ集しゆうして、なおかつ視線が俺に集まると緊張してしまうのですが……。

　口を開くリアス先輩。

「単刀直入に言うわ。私たちは悪魔なの」

　──そ、それはとても単刀直入ですね。

「信じられないって顔ね。まあ、仕方ないわ。でも、あなたも昨ゆう夜べ、黒い翼つばさの男を見たでしょう？」

　確たしかに。

　あれが夢ゆめじゃないなら、俺はそれを見ている。

「あれは堕だ天てん使し。元々は神に仕えていた天使だったんだけれど、邪よこしまな感かん情じようを持っていたため、地じ獄ごくに堕おちてしまった存そん在ざい。私たち悪魔の敵てきでもあるわ」

　堕天使ときましたか。

　ファンタジーもここに極きわまるね。

「私たち悪魔は堕天使と太古の昔から争っているわ。冥めい界かい──人間界で言うところの『地獄』の覇は権けんを巡めぐってね。地獄は悪魔と堕天使の領りよう土どで二分化しているの。悪魔は人間と契けい約やくして代だい価かをもらい、力を蓄たくわえる。堕天使は人間を操あやつりながら悪魔を滅ほろぼそうとする。ここに神の命を受けて悪魔と堕天使を問答無用で倒たおしに来る天使も含ふくめると三すくみ。それを大昔から繰くり広げているのよ」

「いやいや、先せん輩ぱい。いくらなんでもそれはちょっと普ふ通つうの男子高校生である俺には難なん易い度どの高いお話ですよ。え？　オカルト研究部ってこういうこと？」

　この会話はすでにオカルト研究部の議題か何かですか？

「オカルト研究部は仮かりの姿すがたよ。私の趣しゆ味み。本当は私たち悪魔の集まりなの」

　……いえいえ、オカルト研究部の会話でしょ、これ。

「──天野夕麻」

　その一言を聞いて、俺は目を見開いた。

　どこでそれを知った？

「あの日、あなたは天野夕麻とデートをしていたわね？」

「……冗じよう談だんなら、ここで終えてください。正直、その話はこういう雰ふん囲い気きで話したくない」

　いつの間にか、俺の声に怒ど気きが含まれていた。

　それは、その話は俺にとって腫はれ物に近い。

　その話をしたところで誰だれも信じちゃくれなかったし、誰も覚えていなかった。

　彼女のことを。

　俺の夢だと。俺の幻まぼろしだと。誰も信じなくて、そして彼女の存そん在ざいも無かった。

　どこでその話を仕入れてきたかはわからないが、それをオカルトうんぬんで語ってもらうと困こまる。

　つーか、怒おこる。

「彼女は存在していたわ。確たしかにね」

　ハッキリとリアス先輩は言う。

「まあ、念入りに自分であなたの周囲にいた証しよう拠こを消したようだけれど」

　リアス先輩が指をひと鳴らしすると、姫島先輩が懐ふところから一枚まいの写真を取り出す。

　そこに写っていた者を見て、俺は言葉を失った。

「この子よね？　天野夕麻ちゃんって」

　そう、写真に写っていたのは捜さがしても捜しても見つからなかった彼女の姿すがただった。

　以前、ケータイの写真で撮とったのに、それすらも残っていなかった彼女の姿がそこには鮮せん明めいに写うつし出されていた。

　そして、その夕麻ちゃんの背せ中なかには黒い翼が生えている。

「この子は、いえ、これは堕天使。昨夜、あなたを襲おそった存在と同どう質しつの者よ」

　……堕天使？　夕麻ちゃんが？

　リアス先輩は話を続ける。

「この堕天使はとある目的があってあなたと接せつ触しよくした。そして、その目的を果たしたから、あなたの周囲から自分の記き憶おくと記録を消させたの」

「目的？」

「そう、あなたを殺すため」

　──ッ！

　なんだ、そりゃ!?

「な、なんで俺おれがそんな！」

「落ち着いてイッセー。仕方なかった……いいえ、運がなかったのでしょうね。殺されない所持者もいるわけだし……」

「運がなかったって！」

　じゃあ、あの日、俺が夕麻ちゃんに殺されたのは運が悪かった!?

　……うん？

　殺された？　いや、俺は生きてる。こうして生きてるじゃないか。

「あの日、あなたは彼女とデートして、最後にあの公園で光の槍やりで殺されたのよ」

「でも、俺生きてるっスよ！　だいたい、なんで俺が狙ねらわれるんだよ！」

　そうだ。俺に狙われる理由はない。

　なんで堕天使とやらに付け狙われなきゃいけない！

「彼女があなたに近づいた理由はあなたの身にとある物ぶつ騒そうなモノが付いているかいないか調ちよう査さするためだったの。きっと反はん応のうが曖あい昧まいだったんでしょうね。だから、時間をかけてゆっくりと調べた。そして、確かく定ていした。あなたが神セイクリツド器・ギアを身に宿す存在だと──」

　神セイクリツド器・ギア──。

　その単語に聞き覚えがあった。

　──ゴメンね。あなたが私たちにとって危き険けん因いん子しだったから、早めに始末させてもらったわ。恨うらむなら、その身に神セイクリツド器・ギアを宿させた神を恨んでちょうだいね。

　夕麻ちゃんは確たしかにあのときそう言った。

　俺の体に神セイクリツド器・ギアってのがある……？

　木場が口を開いた。

「神セイクリツド器・ギアとは、特定の人間の身に宿る、規き格かく外がいの力。たとえば、歴史上に残る人物の多くがその神セイクリツド器・ギア所有者だと言われているんだ。神セイクリツド器・ギアの力で歴史に名を残した」

「現げん在ざいでも体に神セイクリツド器・ギアを宿す人々はいるのよ。世界的に活かつ躍やくする方々がいらっしゃるでしょう？　あの方々の多くも体に神セイクリツド器・ギアを有しているのです」

　木場に続いて姫島先せん輩ぱいも説明してくれた。

　リアス先輩がさらに続く。

「大半は人間社会規き模ぼでしか機き能のうしないものばかり。ところが、中には私たち悪あく魔まや堕だ天てん使しの存そん在ざいを脅おびやかすほどの力を持った神セイクリツド器・ギアがあるの。イッセー、手を上にかざしてちょうだい」

　え？　手を上にかざす？　なぜ？

「いいから、早く」

　リアス先輩が急せかす。

　俺は左ひだり腕うでを上にあげた。

「目を閉とじて、あなたの中で一番強いと感じる何かを心の中で想そう像ぞうしてみてちょうだい」

「い、一番強い存在……。ド、ドラグ・ソボールの空そら孫まご悟さとるかな……」

「では、それを想像して、その人物が一番強く見える姿すがたを思い浮うかべるのよ」

「…………」

　俺は心の中で悟がドラゴン波はを撃うつ姿を思い浮かべた。

　って、これでいいのか？

「ゆっくりと腕を下げて、その場で立ち上がって」

　腕を下げて、立ち上がる。俺はソファーから腰こしをあげた。

「そして、その人物の一番強く見える姿を真ま似ねるの。強くよ？　軽くじゃダメ」

　なんてこった。

　俺は周囲に人がいるのに、この歳としになってドラゴン波のポーズを取らないといけないのか!?

　恥はずかしすぎるだろう！

　俺が目を閉じているからって、誰も笑わない保ほ証しようなんかないじゃないか！

「ほら、早くなさい」

　リアス先輩が再ふたたび急かす。

　おおおおーい！　マジか！　マジでやらないといけないのか！

　クソ！　なら見てろ！　兵藤一誠、一世一代のドラゴン波だ！

「ドラゴン波！」

　俺は開いた両手を上下に合わせて前へ突つき出す格かつ好こうのまま、声を張はり上げる。ドラゴン波のポーズだ。

「さあ、目を開けて。この魔力漂ただよう空間でなら、神セイクリツド器・ギアもこれで容よう易いに発はつ現げんするはず」

　先輩の言う通り、目を開ける。

　カッ！

　俺の左腕が光りだす。

　はぁぁぁぁぁ!?

　何これ！　何これ！

　俺、ドラゴン波出せるの!?

　光はしだいに形を成していき、左腕を覆おおっていく。

　そして、光が止やんだとき、俺の左腕には赤色の籠こ手てらしきものが装そう着ちやくされていた。

　かなり凝こった装そう飾しよくが施ほどこされている。見た感じは立りつ派ぱなコスプレアイテムだ。

　手の甲こうの部分には丸い宝ほう石せきみたいなものがはめ込こまれている。宝石というよりは宝玉？

「な、なんじゃ、こりゃぁぁぁぁぁ！」

　叫さけぶ俺。チョー驚おどろいてます。

　当たり前だ！　なんだよ、これ！　ドラゴン波を撃ったと思ったら、変身ヒーローのアイテムみたいなのが腕に装着されていた！

　うわぁ、何なのこれ！

「それが神セイクリツド器・ギア。あなたのものよ。一度ちゃんとした発現ができれば、あとはあなたの意志でどこにいても発動可か能のうになるわ」

　──っ。

　こ、この赤い籠手が神セイクリツド器・ギア……？

　えぇぇぇぇぇぇ……。

　まだ信じられない。ドラゴン波を撃って、俺は……俺は……。

「あなたはその神セイクリツド器・ギアを危き険けん視しされて、堕天使──天野夕麻に殺されたの」

　……夕麻ちゃんも、この神セイクリツド器・ギアも本当のこと。

　じゃあ、俺が殺されたことも本当……？

　なんで、俺、生きているの？

「瀕ひん死しのなか、あなたは私を呼よんだのよ。この紙から私を召しよう喚かんしてね」

　リアス先せん輩ぱいが取り出したのは一枚まいのチラシ。

　俺はそのチラシになんとなく記憶があった。

　夕麻ちゃんとのデート待ち合わせ中、チラシ配りからもらったものだ。

『あなたの願いを叶えます！』

　そんな謳うたい文もん句くと奇き妙みような魔ま方ほう陣じんの描えがかれたチラシだ。

　そういや、このチラシの魔方陣は床ゆかの巨きよ大だいな魔方陣と同じ模も様ようだ。

「これ、私たちが配っているチラシなのよ。魔方陣は、私たち悪魔を召喚するためのもの。最近は魔方陣を描くまでして悪魔を呼び寄よせる人はいないから、こうしてチラシとして、悪魔を召喚しそうな人間に配っているのよ。お得な簡かん易い版ばん魔方陣。あの日、たまたま私たちが使し役えきしている使い魔が人間に化けて繁はん華か街がいでチラシを配っていたの。それをイッセーが手にした。そして、堕だ天てん使しに攻こう撃げきされたイッセーは死の間ま際ぎわに私を呼んだの。私を呼ぶほど願いが強かったんでしょうね。普ふ段だんなら眷けん属ぞくの朱乃たちが呼ばれているはずなんだけれど」

　あのとき、俺は光の槍やりに貫つらぬかれて……強く思った。

　手が血に塗まみれたときに、紅くれないを思い浮うかべたんだ。

　リアス・グレモリーという、紅あかい髪かみをした女の子を強く欲ほつした。

　そうか、じゃあ、あの夢ゆめ──いや、あの出来事の最後に現あらわれた紅い髪の人はやはり先輩だったんだ。

「召喚された私はあなたを見て、すぐに神セイクリツド器・ギア所有者で堕天使に害されたのだと察したわ。問題はここから。イッセーは死ぬ寸すん前ぜんだった。堕天使の光の槍に身を貫かれれば、悪魔じゃなくても人間なら即そく死し。イッセーもそんな感じだったの。そこで私はあなたの命を救うことを選んだ」

　命を救う？

　じゃあ、俺は先輩に助けてもらった？

　それで生きているのか？

「悪魔としてね──。イッセー、あなたは私、リアス・グレモリーの眷属として生まれ変わったわ。私の下げ僕ぼくの悪魔として」

　バッ！

　その瞬しゆん間かん、俺以外の人間の背せ中なかから翼つばさが生える。

　堕天使とやらの黒い翼とは違ちがう、コウモリのような翼だ。

　バッ。

　俺の背中からも何かの感かん触しよくが生まれる。

　背中越ごしに見てみれば、俺の背中からも黒い翼が生えていた。

　……マジか。

　俺、悪魔？　人間やめちゃったの？

「改めて紹しよう介かいするわね。祐斗」

　リアス先輩に名を呼よばれ、木場が俺に向けてスマイルをする。

「僕ぼくは木場祐斗。兵藤一誠くんと同じ二年生ってことはわかっているよね。えーと、僕も悪魔です。よろしく」

「……一年生。……塔城小猫です。よろしくお願いします。……悪魔です」

　小さく頭を下げる塔城小猫ちゃん。

「三年生、姫島朱乃ですわ。いちおう、研究部の副部長も兼けん任にんしております。今後もよろしくお願いします。これでも悪魔ですわ。うふふ」

　礼れい儀ぎ正ただしく姫島先輩は深く頭を下げる。

　最後にリアス先輩。紅い髪を揺らしながら堂々と言う。

「そして、私が彼らの主あるじであり、悪魔でもあるグレモリー家のリアス・グレモリーよ。家の爵しやく位いは公爵。よろしくね、イッセー」

　どうやら、俺はとんでもないことになってしまったようだ。









　Life.2　悪あく魔ま、はじめました。









「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　俺おれは深夜、チャリを全力で漕こいでいた。

　理由は簡単。

　チラシ配りだ。簡易版魔ま方ほう陣じん。

　欲よくのある人間がこのチラシを手にとって願いを込こめると、俺たち悪魔がババンと召しよう喚かんされる仕組みだ。

　手に持った携けい帯たい機器を見る。モニターには周囲の町マップが表ひよう示じされていて、赤い点が点てん滅めつしていた。

　そこに向かってひたすらチャリを漕ぐ。

　点滅していた場所、誰だれかの家に着くと、ポストへチラシを投とう函かんする。

　そして、再ふたたび近くの点滅している箇か所しよへ移い動どう。

　これを繰くり返す。

　とにかく、繰り返す。

「ちくしょおおおおおおおおおおおおお！　仕方ないよな！　仕方ないもんな！　俺おれ、悪魔だもーん！」

　そんな絶ぜつ叫きようをしながら、俺は夢む中ちゆうでペダルを漕いだ。







　あの日、俺が悪魔だと認にん識しきした日に時は遡さかのぼる。

　俺が神セイクリツド器・ギア所有者であり、夕ゆう麻まちゃんが堕だ天てん使しであり、リアス先せん輩ぱいが悪魔だとわかった日だ。

　ちなみに悪魔の翼つばさは、あのあとすぐにしまった。日にち常じよう的には邪じや魔まなシロモノだからな。

　慣なれてくると飛べるようになれるらしい。翼を動かすという新しい感覚が気持ち悪いのですが……。

　いかんせん、背せ中なかから翼が生えるというのはちょっと衝しよう撃げき的だった。

「私のもとに来ればあなたの新たな生き方も華はなやかになるかもしれないのよ？」

　悪魔になったことで軽く頭を抱かかえる俺に、リアス先輩はウインクしながら言ってきた。

　どうにも俺は、リアス先輩に悪魔として転生させられた代わりに、彼女の下僕として生きていかないといけなくなったらしい。

　そういうものなのだそうだ。

　人間から悪魔に生まれ変わった者は、必然的に転生してくれた悪魔の下僕として生きねばならない。とかいう、悪魔のルール。

　そんな。俺が下僕……。美女の下僕も悪くないかもしれないけど、それでも納なつ得とくできないものもある。

「でもね、悪魔には階級があるの。爵しやく位いっていうのがね。私も持っているわ。これは生まれや育ちも関係するけど、成り上がりの悪魔だっている。最初は皆みな、素しろ人うとだったわ」

「どこぞの学校のＣＭみたいなことを言わないでください！　つーか、本当ですか？　いまいち信用できない」

　文もん句くを垂たれる俺に、先輩は何やら耳打ちしてくる。

　紅あかい髪かみから良いい匂においがするぜ。脳のうが麻ま痺ひしそう。あ、これが魔力？

「やり方しだいでは、モテモテな人生も送れるかもしれないわよ？」

　──っ。

　その一言が脳内を駆かけ巡めぐる。

「どうやってですか!?」

　心中で想おもうよりも先にそんな言葉が出た。

　スケベ根こん性じよう、ここまでくれば大したもんだ。

　いや、これからして先輩の魔力なのかもしれない。テンションが無む駄だに高いと自分でも思った。

「純じゆん粋すいな悪魔は昔の戦争で多くが亡なくなってしまったのよ。そのため、悪魔は必然的に下げ僕ぼくを集めるようになったの。まあ、以前のような軍ぐん勢ぜいを率ひきいるほどの力も威い厳げんも消失してしまったけれど。それでも新しい悪魔を増ふやさないといけなくなった。悪魔にも人間同様に性せい別べつはあるから悪魔の男女の間に子こ供どもは生まれるわ。それでも自然出生で元の数に戻もどるには相当な時間がかかってしまうの。悪魔という存そん在ざいは極きよく端たんに出しゆつ産さん率りつが低いから。それでは堕天使に対たい応おうできない。そこで素そ質しつのありそうな人間を悪魔に引き込こむことにしたわけ。下僕としてね」

「やっぱり、下僕じゃないですか」

「もう、そんな残念な顔しないで。話はここから。ただそれでは下僕を増やすだけで力のありそうな悪あく魔まを再ふたたび存在させることにはならない。だから、悪魔は新しい制せい度どを取り入れたわ。力のある転生者──つまり、人間から悪魔になった者にもチャンスを与あたえるようになったのよ。力さえあれば、転生者でも爵位を授さずけよう──と。そのせいもあって、世間に割わりと悪魔は多いわ。私たちみたいに人間社会に潜もぐり込んで行動している悪魔も少なくないしね。イッセーも知らず知らずのうちに悪魔と町中ですれ違ちがっていたと思うわ」

「悪魔ってそんなに身近だったんスか！」

「ええ。もっとも、認知できる者とできない者がいるわ。欲よく望ぼうが強い者や悪魔の手でも借りたいほど困こまっている人間は悪魔を強く認識しやすいわね。そういう人たちに魔ま方ほう陣じんつきのチラシを配ると私たちは召しよう喚かんされやすいのよ。悪魔を認知できても、先ほどのイッセーのように私たちの存在を信じない者も多いけれど、魔力を見せれば大たい抵ていは信じるわ」

　なんと！　俺が死ぬ間ま際ぎわに先輩を召喚したのは欲望が強かったからなのか！

　しかし、悪魔社会も変へん革かくですか！

　そりゃ大変ですが、この際さい、その辺の政せい治じはどうでもいい。

　そうか、ってことは俺でも！

「じゃ、じゃあ！　やり方しだいでは俺も爵位を!?」

「ええ。不ふ可か能のうじゃないわ。もちろん、それ相応の努力と年月がかかるでしょうけど」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　俺は叫さけんでいた。部室で。

「マジか！　俺が！　俺がハーレムを作れる!?　エ、エッチなこともしていいんですよね!?」

「そうね。あなたの下僕にならいいんじゃないかしら」

　俺の中で雷かみなりが落ちる。

　バカな。

　そんなことが可能なのか!?

　現げん実じつ社会じゃ、人間のままじゃ、ハーレムなんてなかなか作れません。

　タダの人間の俺じゃどんなにがんばっても女の子の群むれを作るなんてことはできないだろう。

　だって、現在が酷ひどい有様だ。

　彼女の一人もいない。いや、いたけど、元カノに殺された。

　だが、いまなら！　いまなら！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!　悪魔、最高じゃねぇか！　何、これ！　何、これ！　チョーテンション上がってきたよ！　いまなら秘ひ蔵ぞうのエロ本も捨すてられ──」

　そこまで言い、俺はしばし考え込む。

「いや、エロ本はダメだ。アレはダメだ。俺の宝たからだ。お袋ふくろに見つけられるまではやっていける！　それとこれは別だ。うん、別だ！」

「フフ。おもしろいわ、この子」

　リアス先せん輩ぱいが本当におかしそうに笑う。

「あらあら。部長が先ほどおっしゃっておられた通りですわね。『おバカな弟ができたかも』だなんて」

　うふふと姫ひめ島じま先輩もにこやかに笑う。

　あはは、さりげなく俺に酷ひどいことを言っているよね。

「というわけで、イッセー。私の下僕ということでいいわね？　大だい丈じよう夫ぶ、実力があるならいずれ頭角を現あらわすわ。そして、爵しやく位いももらえるかもしれない」

「はい、リアス先輩！」

「違ちがうわ。私のことは『部長』と呼よぶこと」

「部長ですか？　『お姉さま』じゃダメですか？」

　と、調子のいいことを言ってみる。

　一度欲ほしかった俺の『お姉さま』。百ゆ合り展てん開かいでもないのに年上の美女を『お姉さま』と呼びたい欲よつ求きゆうを男子なら誰だれでも持っているはずだ。

　リアス先輩は真しん剣けんに悩なやんだあと、首を横に振ふった。

「うーん。それも素す敵てきだけれど、私はこの学校を中心に活動しているから、やはり部長のほうがしっくりくるわ。いちおう、オカルト研究部だから。その呼び名でみんなも呼んでくれているしね」

「わかりました！　では、部長！　俺に『悪魔』を教えてください！」

　俺の言葉に先輩──部長は小悪魔な笑えみを浮うかべる。心底うれしそうだ。

「フフフ、いい返事ね。いい子よ、イッセー。いいわ、私があなたを男にしてあげるわ」

　部長の指が俺のあごをなでる。

　お、お姉さま！　俺のお姉さまだ！

　この人のもとで俺は悪魔として覚かく醒せいする！　いや、成り上がる！

　いいじゃないか！

　どうせ、人間には戻もどれないんでしょう？　なら、このまま突つき進むだけだ！

　意外にもすんなり状じよう況きようを受け入れてしまう俺がいた。

　バカらしいかもしれないが、まあ、そういうこともあるんじゃないだろうか。と納なつ得とくしてみる。

　というよりも、それ以上にスケベ根こん性じようが機き能のう全開だった。テンションが無む駄だに上がっていたせいもあるだろう。

　エロで動く男子で良かった！

　ウジウジと自分の新たな世界を思いなおすよりもいまを生きてやろうじゃないか！

「ハーレム王に俺はなるっ！」

　冷静にこのときを振り返ってみれば、俺は部長の魔力とやらに脳のうをやられていたのだと思う。

　ま、それでもいいかな。

　ハーレムだもんな。ハーレム作れるって、やっぱりスゴイよ。

　こうして、俺はオカルト研究部の末席に名を列つらねることとなった。







　そして、悪あく魔ま人生開始から数日。

　俺は夜中、チャリをひたすら漕こいでいた。

　あれから、俺はリアス部長の下げ僕ぼくとなり、日々汗あせを流している。

　まず、集まりは旧きゆう校こう舎しやの部室。そして時間は深夜。

　これは夜のほうが悪魔としての力が発はつ揮きできるからだ。

　夜、俺の体に訪おとずれていた得体の知れない力は悪魔のものだった。

　悪魔だからこそ、闇やみの世界になると力が増ぞう大だいする。なんとも素す敵てきなものだ。

　おかげで朝に弱くなったのも悪魔のせい。悪魔は光を嫌きらう。光の力が強ければ強いほど、体に悪いそうだ。

　光は毒──。

　部長にはそう教えられた。

　光を武ぶ器きにする堕だ天てん使し、そして天使は悪魔の天てん敵てきだそうだ。会ったら逃にげろと言われた。

　でも慣なれれば朝の日差しぐらい平気になれるらしい。

　俺が朝苦手だったのは、悪魔として転生した初めの頃ころは朝の光に慣れていないから。

　もうしばらくすれば、それにも慣れるって話だ。

　俺が悪魔になって少しの間放置されていたのは、自分の変化に自分で気づいて欲しかったかららしい。

　頃ころ合あいをみて俺を呼び寄よせ、真相を話す予定だったと言っていた。

　それがスーツの堕天使に狙ねらわれた日だったわけだから、運命を感じる。

　何はともあれ、俺は悪魔として、リアス・グレモリーの眷けん属ぞく悪魔としてがんばっていた。

　俺は悪魔になって日が浅いため、まずは悪魔社会の仕組みを勉強しなくちゃいけない。

　下積みとして、こうやってチラシ配りを夜中にやっているわけだ。

　夜中に動くと両親が心配しそうだが、部長曰いわく、「あの日、イッセーのご両親にお会いしたときにその辺のことはすべてクリアしておいたわ」と笑顔で返された。

　確たしかに、父さんも母さんも俺おれが仕事を終えて、夜中に帰ってきても怒おこらない。

「おー、ご苦労さん」

　の一言で済すまされる。

　うーん、部長の魔力すごいね。

　すごいと言えば、一番驚おどろいたのが学園に及およぼしている部長の力だ。俺たちが通う駒く王おう学園は部長の領りよう土どとなっている。そのため、学園の裏うらの支配者らしい。

　学園のお偉えらいさんも悪魔と関係がある者らしく、グレモリー家に頭が上がらないようだ。

　つまり、あの学校はほぼリアス部長の私し有ゆう物ぶつということになる。

　夜中に学園へ集まれるのもこれのおかげだ。

　と、話はお仕事に戻もどる。

　リアス・グレモリーの眷属を呼よび出す魔ま方ほう陣じんが描えがかれたチラシを、部長からいただいた謎なぞの機器で選ばれたお家うちのポストへ投とう函かんする毎日。

　手に持っている機器は、悪魔の科学が生んだ秘ひ密みつ道具らしい。

　最近の携けい帯たいゲーム機のような形だ。モニターがあって、ボタンがある。そして、タッチパネル形式だ。タッチペンも機器に付いている。

　俺は教えてもらった操そう作さ方法通りに機器を操あやつっていた。

　モニターには俺の住む町──部長の『縄なわ張ばり』マップが表ひよう示じされる。

　悪魔ごとに人間界で活動のできる範はん囲いが決まっており、その領りよう域いき内ないでしか仕事ができない。

　仕事──つまり、召しよう喚かんされ、契けい約やくを結んで、相手の願いを叶えることだ。

　代だい償しようとして、それ相そう応おうの代だい価かをいただく。お金だったり、物だったり、時には命ももらうらしい。

　まあ、最近は命を払はらってまで強い願いを請こう契約者は出てこないって話だ。

　出たとしても代価が願いと釣つり合わず破は談だんとなる。

　部長曰いわく、「人間の価か値ちは平等じゃないわ」だそうだ。

　うん、厳きびしいね。

　で、モニターのマップで点てん滅めつしているところが欲よく張ばりな人間が住むお家だ。

　俺はそこに向かって移い動どうして、例の魔ま方ほう陣じん付きチラシを配る。

　点滅が続く限かぎり、俺の夜のチャリ移動は終わらない。

　悪魔となったため、他の人間、特に警けい察さつにも認にん知ちされなくなった。どうやら、俺はすでに悪魔として活動しているため、お仕事中は人間に存そん在ざいを認にん識しきされないようだ。

　しかし、毎日毎日チャリを漕こいでチラシを配っているけど、モニター上の点滅が尽つきることはないね。

　それだけ人間ってのが欲よく深ぶかい存在ってことなのかな。

　一度願えば、癖くせになって再ふたたび俺たち悪魔を呼び寄よせるらしい。

　契約は基本的に夜間限げん定てい。悪魔が行動を許ゆるされている時間は夜だけだからだ。

　昼間は天使や神様の時間らしい。その辺、まだよくわからん。

　チラシは一度しか使えないから、使用されたら、再びポストに投とう函かんしないといけなくなる。

　つまり、俺の下積み作業は永えい遠えんに繰くり返されるってことだな。

　まあ、そのおかげでリアス部長たちは悪魔として活動できて、お仕事も尽つきない。悪魔としてのポイントを着実に高めている。

　何度も契けい約やくを取って願いを叶かなえれば、悪魔の王から評ひよう価かされるんだそうだ。

　なるほどね。仕事をしまくれば、王様から爵しやく位いをもらえるかもしれないわけだ！

　大きな仕事を取れば取るほどいいらしい。

　取りたい！

　俺も契約取りたい！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！　早く女の子に囲まれたいぃぃぃぃぃぃッ！」

　今は我が慢まんして下積みだ！

　……って、いつまでやればいいの？
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　ある日の放課後。

　俺は悪友二人に別れを告げて、一路旧きゆう校こう舎しやへ向かっていた。

　そもそも、あのチラシ配りは元々部長の使い魔がやっていたことらしい。

　ネズミやらコウモリやらを使し役えきしている先せん輩ぱいはそれらを人間っぽく化けさせて、俺のようなチラシ配りをさせていたようだ。

　そちらは昼夜問わずやっていたという。

　俺にわざわざやらせていたのは、悪魔の仕事を一から教え込こむため。

　これは、木き場ばたちもやっていたことだ。

　木場、塔とう城じよう小こ猫ねこちゃん、姫島先輩もリアス部長の下げ僕ぼく悪あく魔ま。俺の先輩に当たる。

　彼らも下積み経けい験けんしているんだな。人に歴史ありだ。あ、人じゃなくて悪魔か。

　どうでもいいことかもしれないが、塔城小猫ちゃんのことを「小猫ちゃん」、姫島先輩のことを「朱あけ乃のさん」と呼よんでいい了りよう承しようを本人たちから得ていた。

　同じ部員として一歩前進。

　ふふふ、松まつ田だや元もと浜はまの前で堂々と彼女たちを名で呼んでやった。悔くやしがる奴やつらの表ひよう情じようは最高でした。

　松田たちには俺のことを話していない。話したところで信じないだろうし、こちらの世界へ不用意に足を向けるのは大変危き険けんだと思う。

　俺だって、一度死んだわけだし、奴らまで巻まき込む必要はない。

　で、木場は木場のままだ。イケメン死ね。誰が「くん」付けで呼んでやるものか！

　そして、今日、俺は部室に呼ばれていた。

　通いなれてきた旧きゆう校こう舎しやに入り、二階の部室を目指す。

「入りまーす」

　そう言って入ってみると、すでに俺以外のメンバーがいた。あらら、俺が最後か。

　室内は暗い。窓に暗あん幕まくがかけられていて、完全に光をシャットアウトしている。

　床ゆかに点々としているロウソクの灯あかりだけしかない。

「来たわね」

　俺を確かく認にんするなり、部長が朱乃さんに指し示じを送る。

「はい、部長。イッセーくん、魔ま方ほう陣じんの中央へ来てください」

　手て招まねきしてくる朱乃さん。

　美女の手招きありがとうございます！　それだけでご褒ほう美びです。

　俺は魔方陣の中央に立った。さて、何をするんだ？

「イッセー、あなたのチラシ配りも終わり。よくがんばったわね」

　笑え顔がおの部長。そうか、俺のチラシ配りも終わりか。

「改めて、あなたにも悪魔としての仕事を本ほん格かく的に始動してもらうわ」

「おおっ！　俺も契約取りですか！」

「ええ、そうよ。もちろん、初めてだから、レベルの低い契約内容からだけれど。小猫に予約契約が二件けん入ってしまったの。両方行くのは難むずかしいから、片かた方ほうはあなたに任まかせるわ」

「……よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げる小猫ちゃん。

　小猫ちゃんの代わりか。それでもいいさ。

　チラシ配りに少し泣きが入っていたところだ。

　夜中に一人でチャリを漕こいでチラシを投とう函かんする日々が、意外にも俺のハートを孤こ独どくにした。

　他ほかの部員は魔ま方ほう陣じんの外に出ている。魔方陣中央の朱乃さんが何やら詠えい唱しようしていた。

　魔方陣が青白く淡あわい光を発している。

「あ、あの……」

「黙だまっていて、イッセー。朱乃は、いまあなたの刻こく印いんを魔方陣に読み込ませているところなの」

　と、部長に言われる。

　ほう、俺の刻印。この部室の床に書き込まれた魔方陣は「グレモリー」を表すものらしい。

　俺たち、部長の眷けん属ぞく悪魔にとってこの魔方陣は家か紋もんのようなものだと教えられた。

　つまり、召しよう喚かんする者、契約を結びたい者にとって、これが俺たちを表す記号となる。

　魔力とやらの発動もこの魔方陣を絡からめたものになるようだ。

　木場たちの体にはこの魔方陣が大小各所に書き込まれており、魔力の発動と共に機き能のうしだす。と説明された。

　俺の体にも書き込んでもらおうかと思ったが、悪魔に成り立ての頃ころはまず魔力のコントロールから始めないといけないらしく、魔方陣を絡めた超ちよう常じよう現げん象しよう的てきな魔力はまだまだ先の話だそうだ。

　と、思っていたのだが。

「イッセー、手のひらをこちらに出してちょうだい」

　部長に言われるまま、俺は左手の手のひらを部長へ向ける。

　部長は、俺の手のひらに指先で何かをなぞっていた。これはお呪まじない？

　丸っぽいのを描えがいてた気がするけど……。

　瞬しゆん間かん、手のひらが光りだす。

　俺の手に円形の陣、魔方陣が書き込まれていた。青白く光る。

　おおっ、魔方陣！

「これは転てん移い用ようの魔方陣を通って依い頼らい者しやのもとへ瞬しゆん間かん移い動どうするためのものよ。そして、契けい約やくが終わるとこの部屋に戻もどしてくれるわ」

　おー、なるほどね。これにそんな効こう力りよくがあるのか。

「朱乃、準じゆん備びいい？」

「はい、部長」

　朱乃さんが魔方陣の中央から身を引く。

「さあ、中央に立って」

　促うながされて、俺は魔方陣の中央に立った。

　すると、いっそう強く魔方陣が青く光る。

　なんだか、力を感じるぞ。この魔方陣に触ふれていると、体の内側から力が溢あふれてくる。

　これが「眷属」の特典ってやつなのか。

「魔方陣が依頼者に反はん応のうしているわ。これからその場所へ飛ぶの。到とう着ちやく後ごのマニュアルも大だい丈じよう夫ぶよね？」

「はい！」

「いい返事ね。じゃあ、行ってきなさい！」

　テンション上がってきた！

　俺の初仕事！　絶ぜつ対たいに無事完かん遂すいしてみせるぜ！

　魔方陣がさらに光りだす。いよいよ瞬間移動か。

　最大級の光が俺の体を包む。俺は眩まぶしさに目をつむった。次に目を開けたときは依頼者のもとだ！　くー！　楽しみだ！

　そして──。

　一気に──。

　瞬間移動を──。

　…………。

　…………。

　ん？　んん？

　あれ？　移動したの？　完了？

　恐おそる恐る目を開けてみる。

　…………。俺は目の前の光景に言葉を失った。

　──部室だ。

　あれ？　瞬間移動は？　依頼者さんは？

　見れば部長が額ひたいに手をあて、困こまり顔をしていた。

　朱乃さんは「あらあら」と残念そうな表ひよう情じよう。

　木場の野や郎ろうはため息をついていた。なんかムカつくが俺に何が起きた？

「イッセー」

　部長が呼ぶ。

「はい」

「残念だけど、あなた、魔方陣を介かいして依頼者のもとへジャンプできないみたいなの」

　ん？　それ、どういうことですか？

　怪け訝げんな表情を浮うかべている俺に先せん輩ぱいが説明をしてくれる。

「魔方陣は一定の魔力が必要なわけだけど……。これはそんなに高い魔力を有するものではないわ。いいえ、むしろ悪魔なら誰だれでもできるはず。子こ供どもでもね。魔方陣ジャンプなんて初歩の初歩だもの」

　ど、どういうことでしょうか……？

「つまり、イッセー、あなたの魔力が子供以下。いえ、低レベルすぎて、魔方陣が反応しないのよ。イッセーの魔力があまりにも低すぎるの」

　なっ。

　なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?

「な、なんじゃそりゃぁぁぁぁぁ!?」

　絶ぜつ句くする俺。

　えぇぇぇぇ、じゃあ、俺って魔力がないから魔方陣を使って依頼者のもとへ行けないってこと!?

　悪魔ですよね？　俺、悪魔ですよね？

「……無様」

　小猫ちゃんが無表情でぼそりと言う。痛つう烈れつな打だ撃げきだぜ、小猫ちゃん。

「あらあら。困こまりましたわねぇ。どうします、部長」

　朱乃さんも困り顔で部長に尋たずねている。

　うおっ。俺の悪魔出世街かい道どうは初しよっ端ぱなから波は乱らんだぜ……。

　しばし考え込こんだ部長はハッキリと言い渡わたしてくる。

「依頼者がいる以上、待たせるわけにはいかないわ。イッセー」

「はい！」

「前ぜん代だい未み聞もんだけれど、足で直ちよく接せつ現げん場ばへ行ってちょうだい」

「足!?」

　驚きよう愕がくする俺。それは予想外のお答えでしたよ、部長さま！

「ええ、チラシ配りと同様に移い動どうして、依頼者宅たくへ赴おもむくのよ。仕方ないわ。魔力がないんだもの。足りないものは他の部分で補おぎないなさい」

「チャリですか!?　チャリでお宅訪ほう問もん!?　そんな悪魔存そん在ざいするんですか!?」

　ビシッ。

　無言で小猫ちゃんが俺を指差す。小猫ちゃぁぁぁぁぁん、キミ、俺の心を抉えぐりに抉ってくれるねぇ……。

「ほら、行きなさい！　契けい約やくを取るのが悪魔のお仕事！　人間を待たせてはダメよ！」

　急せかす部長。顔は真しん剣けんだ。

　うぅ、俺の出世街道は出鼻から挫くじかれた！

「う、うわぁぁぁぁぁん！　がんばりますぅぅぅ！」

　俺は涙なみだを流しながら、部室をあとにした。
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　深夜、チャリを最速で漕こぐ俺。

　目元は涙なみだで濡ぬれている。泣いた。ああ、泣いたさ。

　魔ま方ほう陣じんから召しよう喚かんされない悪魔。それが俺。前代未聞らしいですよ、奥おくさん。

　おかげで涙が止まりません。

　魔力がないって、どういうことだよ！　ちくしょう！　こんなんで俺は爵しやく位いもらえるのか!?

　携けい帯たい悪魔機器で探さぐりながら、俺を呼よんだ人間のお家うちへ向かってチャリを進める。

　学園から二十分の位置にあるアパート。ここの一室に依い頼らい者しやがいるらしい。

　デリバリーサービスなら、客にキレられてもおかしくない時間だよな。

　普ふ通つうは瞬しゆん間かん移動だ。ところが二十分以上客を待たせている。人間の商売なら店長に怒おこられるレベルだ。

　その店長は俺に対して少しだけ困こまっていた様子だったけど。失望させたかな？

　うーん、悪魔人生はムズいね。

　コンコンとドアをノックする。

「こんばんは！　悪魔グレモリーさまの使いの者ですが、すみません！　召喚された方はこのお家ですよねぇ？」

　これでいいはず。

　悪魔は契約したい人間にしか認にん知ちされない。俺が深夜こんなことしても、関係のない住民にとってみれば何事も起きていない。

　いまの言葉も依頼者以外には感知されていないそうだ。悪魔のお仕事中は特とく殊しゆな魔力が働くので、関係ない者には迷めい惑わくが及およばない。と、部長の説明より。

「だ、誰だ!?」

　中から聞こえてきたのは、狼ろう狽ばいしている男だん性せいの声だ。

「えーと、悪魔です。新人ですけど、なんか、お呼ばれされたんでここまで来ました」

「う、嘘うそつくな！　玄げん関かんを叩たたく悪魔なんかいるもんか！　悪魔はこのチラシの魔方陣から出てくるだろうが！　いままでの召喚ではそうだったはずだぞ！　それに僕ぼくが呼んだのは小猫ちゃんだ！」

　そりゃそうだ。

　そこは謝あやまります。ゴメンなさい。

　俺も部長たちも予想外の出来事なんだよ。

「あ、すみません。俺、魔力がてんで足りないみたいで魔方陣から出しゆつ現げんできないんですよ」

「ただの変へん態たいなんじゃないのか！」

　その一言にカチンと頭にきた！

「変態じゃない！　俺だって、知るもんか！　いけるなら魔方陣から出てみたいわ！　何が哀かなしくて深夜チャリで駆かけ回らないといけんのさ！」

「逆ぎやくギレするなよ、ど変態！」

「ど変態!?　ふざけんな！　俺は悪魔だっつーの！」

「帰れ！」

　ドアを開けて、文もん句くを言ってくる依頼者。

　痩やせ型の男だ。不健康そうだよ。

　怒いかり心頭の男だん性せいだったが、俺の顔を見るなり表ひよう情じようを緩かん和わさせる。

「……泣いてんの、キミ？」

「え？　俺が？」

　手で頬ほおを触さわってみると涙が。

　俺は泣いていた。







「そうかい。魔方陣から出ていけないんで、ショックを受けたのか……」

「みたいです」

　俺は室内に入れてもらっていた。

　お茶も出されている。

　魔方陣の件けんと、さっきのやり取りは俺のハートに予想以上にダメージを与あたえていたようで、無む意い識しきに涙を流していたらしい。

　そりゃ、泣きたくもなる。

　それを見た依頼者──森もり沢さわさんは俺に同情して部屋へ入れてくれたのだった。

　室内は小こ綺ぎ麗れいだ。一人暮ぐらしの男性の部屋にしては、こざっぱりしている。

　聞けば、彼は昼間公こう務む員いんをしているらしい。

　真ま面じ目めに働いていた森沢さんだが、人との触ふれ合いに飢うえていたようで、例のチラシを見てついつい悪あく魔まを召しよう喚かんしたんだそうだ。

「小猫ちゃんじゃないんだね……」

　で、初めての契けい約やくを交かわした小猫ちゃんに一ひと目め惚ぼれし、それ以来彼女を呼よぶようになったそうです。

「すみません、あの子、人気らしいんで。つーか、かわいい系けいの担たん当とうらしくて」

　チラシに願いを込こめるときに指名したい悪魔の名を呼よべば呼び寄せることができる。

　と、説明を受けたことがある。

　今日に限かぎって小猫ちゃんの仕事が俺に回ってきていた。

　手が回らないときは担当者以外で手の空いている悪魔が訪おとずれることもあるわけだ。

「ぼ、僕、かわいい系のお願いを契約チラシに願ったんだけど……」

「俺もかわいい新人悪魔ってことで、ひとつ納なつ得とくしてくれませんかね？」

「ハハハ！　無む茶ちや言うね、キミ！　ここに祝福儀ぎ礼れいされた銀作りの剣けんでもあったらプッスリ刺さしちゃうところだよ！」

　お兄さん、笑ってるけど目がマジだよ。

「ちなみにお訊きしますけど、小猫ちゃんを呼んで何を願うつもりだったんですか？」

　俺の質しつ問もんだ。俺でそのお願いは代用できないのか？

　そんな想おもいは森沢さんが部屋の片かた隅すみから取り出してきたシロモノを見て儚はかなくも散った。

「これを着させようと思って」

　どこかの女子高生の制せい服ふくだ。うーん、見たことあるような。ないような。

「これは短たん門もんキユの制服だよ」

「短門……あっ！　暑あつ宮みやアキノの」

　俺でもそれは知っている。

　暑宮アキノシリーズ。昨今話題になったアニメだ。

　悪友と共に一時期鑑賞していたからな。主に女じよ性せい陣じんを中心に。

「悪魔くん、キミは短門が好きかい？」

「いえ、どちらかというと俺は夜よる水みな可か子こ派です」

「理由は？」

「おっぱいです」

「──っ」

　迷まよいのない俺の一言に森沢さんは一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　夜水可子──『暑宮アキノ』シリーズのレギュラーキャラであり、グラマーな美少女だ。

「巨きよ乳にゆう派はかい？」

「はい、おっぱいには夢ゆめが詰つまってる。これは断だん言げんできる」

　脳のう内ないで部長のぷるんとした生なま乳ちちが思い出される。

　部長、俺は部長のおっぱいに一目惚れしました。こんなの恥はずかしくて目の前では言いませんが、部長のおっぱいは俺が守ります。

　森沢さんがふふふといやらしい笑えみを見せる。

「いい目をしている。おっぱいには並なみ々なみならぬ熱意がありそうだ。なるほど、僕とは真ま逆ぎやくの性せい癖へきのようだね。僕はね、貧ひん乳にゆうキャラが好きなんだ」

「それもわかります。友人にそういうのがいますから」

　頭に浮うかんだのは悪友のメガネ──元浜。奴やつは生きつ粋すいの変へん態たいだ。これも断言できる。

「うん。彼女、小猫ちゃんはなんというか短門に似にているだろう？　雰ふん囲い気きとか。少しばかり背せは足りないけど」

　言われてみれば。小猫ちゃんは小こ柄がらだが、無む表ひよう情じようキャラ、凹おう凸とつが少ない体型、髪かみも短いし、それっぽいな。短門キユもそんな感じのキャラだ。

「だからこそ、これを着てほしかった。着てほしかったんだよッッ！」

　森沢さんが悔くやし涙なみだを流す。さぞ無念なんだろう。

　よほど、着てほしかったんだな……。

「すみません。わかりました、俺が着ましょう──」

「殺すぞ、この野や郎ろう！」

　俺の好意を遮さえぎって、叫さけぶ森沢さん。号ごう泣きゆうしながらキレないでくれ。冗じよう談だんだよ、冗談。

　森沢さんは涙を拭ぬぐうと、深しん呼こ吸きゆうして落ち着こうとしていた。

　ふーっと大きな息をつくと、冷静さを取り戻もどしたようだ。

「まあいいや。キミ、特とく技ぎは何？　悪魔なら何かあるよね？　こう不ふ思し議ぎな力的なものが。ちなみに言うけど、小猫ちゃんは怪かい力りきが自じ慢まんだったよ。僕、お姫ひめ様さま抱だっこされたもの」

　自じ慢まんげに言う森沢さん。それは男としてどうなんですか？

　ああ、女の子に持ち上げられることに興こう奮ふんする男もいるだろうな。

　つーか、特技か。うーむ。

　俺は腕うでを組んでしばし考え、真ま面じ目めに言った。

「特技はドラゴン波です」

「死んでしまえ」

「なっ！　なんスか！　その即そく答とうはないでしょ！　しかもチョー殺意がこもってる！」

「こもりたくもなるわ！　どこの世界にドラゴン波が特技の悪魔なんかいるんだよ！」

「ここにいるよ！　こ・こ・にぃ！」

　俺は自身を指差して強調してやる。

「ならやってみろよ！」

「あーやってやるさ！」

「撃うてるもんなら撃ってみろってんだ！　ドラグ・ソボール世代をなめるなよ。僕らが小学生の頃ころはね、毎週月曜日になったら学校の休み時間はドラゴン波さ。豪ごう気き玉だまを作るため、地球上の豪気だって無む駄だに集めた。なめるなよ、僕らの世代を！」

「うるさいっスよ！　直ちよく撃げき世代がなんだってんだ！　俺だって、全ぜん巻かん持ってんぞ！　特とく装そう版ばんだって全巻初しよ版はんで買ったわ！　悪友と公園で『気で探さぐるかくれんぼ』ぐらいやったっつーの！」

　売り言葉に買い言葉。

　しかし、俺はキレたよ！　あー、ぶちギレさ！

　ならば、見せてやろう！　兵ひよう藤どう一いつ誠せい、渾こん身しんのドラゴン波！

　神セイクリツド器・ギアを発動させる！

　まずは目をつむり、左ひだり腕うでを上にあげた。頭のなかで空そら孫まご悟さとるを思い浮うかべて……腕を下げながら、ドラゴン波のポーズを取る。

　気合を入れろ！　クソ！　直ちよく撃げき世代、見てろよ！　これが俺の渾身の一撃だッ！

「ドラゴン波ぁぁぁぁっ！」

　カッ！　瞬しゆん間かん、左腕が光りだす！

　赤い籠こ手ての神セイクリツド器・ギアが形成されていき、俺の左腕に装そう着ちやくされた。

　どうだ！　これが俺の神セイクリツド器・ギアだ！

　ぶわっ。

　見返してやったと思い、森沢さんのほうを向くと彼は号ごう泣きゆうしていた。

　本ほん棚だなから、ドラグ・ソボール一巻を取り出してきた。

　俺の手を取ると、熱い握あく手しゆをしてくる。

「語ろうかッッ！」

　ぶわっ。

　俺の目からも熱い涙が溢あふれ出す。

　その一言で十分だった。ドラグ・ソボールファンにとってこれ以上ない言葉だ。

「ええ。語りましょうッッ！」

　長い夜が始まった。




「ハハハ。僕ぼくも思うよ。デルの声せい優ゆうさんは老おい本もとさんで本当に良かった」

「ですよね。『これだ！』って思えますものね」

　漫まん画がを手に取りながら、二人で談だん笑しようすること二時間。

　会話は進み、俺たちは歳としの差をものともしない友達になっていた。

　ふふふ。あんなに初見は最悪の印象だったのに、なかなかどうして、話してみるとこんなにも相あい性しようバッチリじゃないか。

「よーし、僕ってば、キミで契けい約やくとってみようかなー？」

「よっ！　大だい統とう領りよう！　ご指名ありがとうございます！」

　よし！　よしよしよしよし！

　なんだかんだで初はつ契けい約やくゲットだぜ！

　これから出世街かい道どう驀ばく進しんしてやる！　俺の伝説が始まるんだ！

「定番だけど、お金持ちはダメかな？」

　なるほど。それはメジャーで王道な望みだ。

「わかりました。ちょっと調べてみます」

　俺は悪あく魔ま専せん用ようの携けい帯たい機器に電でん源げんを入れて、手早く操そう作さする。

　事こと柄がらを記入したら、答えが表ひよう示じされた。

「あー、えーと、あなたの場合、それを願いにされると代だい価かは命ですね。死にます」

「死ぬ!?」

「はい、なんか、『人の価か値ちは平等じゃない』が悪魔の格かく言げんらしいので、すみません。森沢さんの場合は金持ちの願いで死にます」

「ひ、酷ひどく心をえぐられる物言いだけど、まあいいや。で、仮かりに願いを叶かなえたら、どこで死ぬの？」

「えーとですね。あ、大量の金が天から降ふってきたところで死にます。手で触ふれることもできないようですね。これはヒドイ」

「ぐはっ！　札束でキミすらも殴なぐれないのか！」

「いや、俺を殴らんでくださいよ」

　うん、なんとも夢ゆめクラッシャーな展てん開かいだ。

　そうか。やっぱり、森沢さんの人生では金持ちの願いは高たか嶺ねの花なのね。

　これが価値は平等じゃないってやつか。世せ知ち辛がらい世の中だ。

「じゃ、じゃあ、ハーレムは？　女の子いっぱいの酒しゆ池ち肉にく林りんが願いなら、どうなの！」

　おおっ。そこに行き着きますか！

　ちょっと感動。男だもんね。そういうの願っちゃうよね。

「森沢さん！　俺もハーレム大好きです！　男の夢ですよね！　最高だ！　あんたとはいい酒が飲めるに違ちがいないよ！　俺、未成年だけど」

「そんなのいいから、どうなの？」

　ちょちょいと機器を操作。あらら、この答えは厳きびしい。

「えっと、美女、美少女が森沢さんの視し界かいに映うつった瞬間に死にます」

「見ただけで死ぬの!?」

「いや、視界に映るってことなんで美女か美少女かわからないと思いますよ。ひでぇな、これ。町で美女とすれ違うほうが、まだマシじゃねぇか」

「う、うわぁぁぁぁぁっぁぁぁぁんっっ！」

　突とつ然ぜん、青年森沢は泣き出す。

「僕って、そ、そんなに価値のない人間だったのか！　う、うぅ、生まれてきてゴメンとしか言えないじゃないか……」

　俺は森沢さんの肩かたを抱だく。

「今日は朝までドラグ・ソボールを語りましょう。バトルごっこしましょうか？　俺が悟で森沢さんがフルータ。これで行きましょう」

　涙なみだを流しながら、森沢さんが頷うなずく。

　こうして、俺の初契けい約やくは破は談だんとなり、依い頼らい者しやのケアに回ることとなった。
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「…………」

　次の日の放課後。

　部長は怒おこっていた。眉まゆを吊つり上げて、無言で黙だまり込こむ。

　俺は部長の眼がん前ぜんに立ち、顔面蒼そう白はくとなっていた。

　昨夜、俺は依頼者とドラグ・ソボールごっこをして、一ひと晩ばんを終えてしまった。

「前ぜん代だい未み聞もんだよ」

　そういや、そんなことを言って木場は苦く笑しようしていたな。

「……イッセー」

　低く怖こわい声こわ音ねだ。

「はい！」

「依頼者と漫まん画がのことを語って、それからどうしたのかしら？　契約は？」

　いきなり核かく心しんか。いやな汗あせがダラダラ出てくる。

「け、契約は破談です……。あ、朝まで依頼者の森沢さんと、とある漫画のバトルごっこをして過すごしてました！」

「バトルごっこ？」

「は、はい！　ま、漫画のキャラを演えんじて、お互たがい空想の戦いを繰くり広げる行こう為いです！」

　何こんなことを真ま面じ目めに説明してんだ俺。

　説明してて泣きたくなる。

「じ、自分でも高校生として恥はずかしい──いえ、いち悪あく魔まとしても恥ずかしいと思えてなりません！　は、反省してます！　すみませんでした！」

　俺は謝しや罪ざいの言葉と共に深く頭を下げる。

　本当、俺は朝まで何をしてたんだ。

「……契約後、例のチラシにアンケートを書いてもらうことになっているの。依頼者の方に『悪魔との契約はいかがでしたか？』って。チラシに書かれたアンケートはこの紙に表示されるわけだけど……」

　部長はアンケートの文面が記された紙をこちらに向けてみせてきた。

　そんなものがあったのか。悪魔の仕事も細かいな。

「……『楽しかった。こんなに楽しかったのは初めてです。イッセーくんとはまた会いたいです。次はいい契約をしたいと思います』……。これ、依頼者さんからのアンケートよ」

　──っ。

　胸むねが熱くなった。

　森沢さん……。俺、何もできなかったのに……。

「こんなアンケート、初めてだわ。ちょっと、私もどうしていいかわからなかったの。だから、少し反はん応のうに困こまってしかめっ面つらになってしまっていたでしょうね」

　部長は怒おこっていなかった？

　でも、俺が契約を取っていないことは確たしかなことで。

「悪魔にとって大切なことは召しよう喚かんしてくれた人間との確かく実じつな契約よ。そして代だい価かをもらう。そうやって悪魔は永ながい間存そん在ざいしてきたの。……今回のことは、私も初めてでどうしたらいいかわからないわ。悪魔としては失しつ格かくなんでしょうけれど、依頼者は喜んでくれた……」

　困こん惑わく顔がおの部長だったが、ふっと笑えみを漏もらす。

「でも面おも白しろいわ。それだけは確実ね。イッセー、あなたは前代未聞尽ずくめだけれど、とても面白い子ね。意い外がい性せいナンバー１の悪魔なのかもしれないわ。けれど、基き本ほんのことは守ってね。依頼者と契約を結び、願いを叶かなえ、代価をもらう。いいわね？」

「はい！　がんばります！」

　部長は俺の行いを許ゆるしてくれた。

　もうそれだけで舞まい上がるほどうれしかった。

　部長、次こそは必ず！
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　と、気合を入れた日の夜。

　再ふたたび俺おれの仕事が始まる。

　深夜にチャリを飛ばして依い頼らい者しやのもとへ。

　今度は学園から三十分ほど離はなれたマンションだ。

　随ずい分ぶん飛ばしてきたもんだが、三十分もかかってしまった。依頼者はキレてないよな？

　ドアの前に立ち、呼よび鈴りんを鳴らす。呼び鈴を鳴らす悪魔ってのは本当に空むなしい。

　俺も早く魔ま方ほう陣じんから召喚されたいもんだ。

　少ししてインターフォンから反はん応のうがくる。

『あいてます。どうぞにょ』

　と、野太い声。男だん性せいか。ん？　『にょ』？　いま、『にょ』っつったか？

　いや、俺の聞き間ま違ちがいだろう。

　ドアを開け、玄関で靴くつを脱ぬいで恐おそる恐る中を進む。

　ガチャリと部屋の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、俺は絶ぜつ句くした。

「いらっしゃいにょ」

　それは圧あつ倒とう的な巨きよ体たいだった。そして、圧倒的な存そん在ざい感だった。

　鍛きたえ抜ぬかれた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな男が、ゴスロリ衣い装しようを着込んでいる。

　よく見れば、ボタンが引きちぎれそうだ。服の端はし々ばしもいまにも破やぶれそうに悲鳴をあげている。

　何よりも双そう眸ぼうが凄すさまじい殺意を向けてきている──にもかかわらず、瞳ひとみは純じゆん粋すい無む垢くな輝かがやきを放っていた。

　いや、何よりも頭部だ。

　ネコミミをつけている。

　俺は生なま唾つばを飲み込んだ。頬ほおに一ひと筋すじの汗あせが流れる。手は緊きん張ちようから小こ刻きざみに震ふるえていた。

　男ではない。漢字の漢と書いて漢おとこだろう！

　圧倒的な存在感、死地に足を突つっ込んでいる危き機き感。

　なんとなく直感だった。理り不ふ尽じんな死が自分を襲おそおうとしている。

「あ、あの……あ、悪魔を……グレモリーの眷けん属ぞくを召喚しましたか……？」

　恐る恐る訊たずねる。

　カッ！

　そんな効こう果か音おんを立てるように漢の目が光る。

　俺と漢の間の空間が闘とう気きで歪ひずんだような気がした。

　殺されるッッ！　ヒィ！

　悪魔の身でありながら、俺は身を守るような体たい勢せいを作っていた。

「そうだにょ。お願いがあって、悪魔さんを呼よんだにょ」

　野太い声から不ふ可か解かいな言語が飛び出す。

　語ご尾びに「にょ」！

　バカな……そんなことが許ゆるされるのか？

「ミルたんを魔法少女にしてほしいにょ」

「異い世せ界かいにでも転てん移いしてください」

　俺は即そく答とうした。

　無理だって。そりゃ無理だって。マジで。

　規き格かく外がいの願いに俺は頭を抱かかえた。

　ミルたん!?　ミルたんってなんだ!?

　漢の言動が俺を混こん乱らんさせる。

　その体なら、異世界を駆かけ巡めぐっても生きて帰ってこれる！　魔王だって倒たおせるさ！

「それはもう試ためしたにょ」

「試したのかよっ！」

「でも無理だったにょ。ミルたんに魔法の力をくれるものはなかったにょ」

「いや、ある意味、いまの状じよう況きようが魔法的だけどさ……」

「もう、こうなったら宿しゆく敵てきの悪魔さんに頼たのみ込むしかないにょ」

　いつの間にか、宿敵扱あつかいされてる……。あえてそこは声を出して突っ込まない。

「悪魔さんッッ！」

　漢──ミルたんが発する声量でアパートの一室全体が震ふるえる。

　何これ!?　音声魔ま術じゆつ!?

「ミルたんにファンタジーなパワーをくださいにょぉぉぉぉッ！」

「いえ、もう十分にファンタジーですよ！　俺が泣きたいぐらいだ！」

　本当に泣きが入る。

　ちくしょう！

　俺が担たん当とうする依頼者は変へん態たいばかりか!?　どういうことだよ、これ!?

「ミルたん！　ミルたん、落ち着いて！　俺で良かったら相談乗るから！」

　とりあえず、この漢を落ち着かせて話でも聞いてやらねばならない気がする。

　ミルたんは大おお粒つぶの涙なみだを拭ぬぐうと強こわ面もてに満面の笑えみを浮うかべた。

「じゃあ、一いつ緒しよに『魔ま法ほう少女ミルキースパイラル７オルタナティブ』を見るにょ。そこから始まる魔法もあるにょ」

　俺の長い夜が始まった。
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　次の日、表向きの部活も終わり、俺は家路についていた。

　はぁ。

　ため息が出る。

　今日も部長は微び妙みような表ひよう情じようを浮うかべていた。二度連続で契けい約やく破は談だん。

　しかし、アンケートは最大級の賛さん辞じをもらう俺。

　部長も前代未聞の出来事の連発に困こん惑わくしていた。すみません、わけのわからないことばかりやっていて。

　申し訳わけない気持ちになるけど、どうやら俺の悪魔出世街かい道どうは予想以上に険けわしいらしい。

　昨ゆう夜べもミルたんとアニメのＤＶＤを朝まで鑑かん賞しようしていた。

　最初はバカにして真ま面じ目めに見ようと思わなかったのだが、魔法少女なのに無む駄だに熱い演えん出しゆつと泣けるシナリオで俺は大いに見入ってしまい、朝まで興こう奮ふんして見てしまった。

　だけど、なぜにああも俺の依頼者は変態ばかりなのだろうか。

「あはは、兵藤くんはそういう感じの人に選ばれる魔力があるんだろうね」

　爽さわやかスマイルで木場が俺にそんなことを言っていたな。

　死ねイケメン。聞けばあいつは美人のお姉さんに呼ばれる率りつが相当高いそうじゃないか。

　ちくしょう！　お姉さんたちとどんな契約結んでんだよ!?

　それはエロいのか！　エロい願いなのか！

　想そう像ぞうしただけで殺意が湧わく。クソ！　木場めぇぇぇ！

「はわう！」

　ん？　突とつ然ぜんの声。

　後方から聞こえると同時にボスンと路面に何かが転がる音がする。

　振ふり向くと、そこにはシスターが転がっていた。

　手を大きく広げ、顔面から路面へ突つっ伏ぷしている。なんとも間ま抜ぬけな転び方だ。

「……だ、だいじょうぶっスか？」

　俺はシスターへ近ちか寄よると、起き上がれるように手を差し出した。

「あうぅ。なんで転んでしまうんでしょうか……ああ、すみません。ありがとうございますぅぅ」

　声からして若わかいな。俺と同年代ぐらい？

　手を引いて、起き上がらせる。

　ふわっ。

　風でシスターのヴェールが飛んでいく。

　スッとヴェールのなかで束ねていたであろう金色の長ちよう髪はつがこぼれ、露あらわになる。ストレートのブロンドが夕日に照らされてキラキラと光っていた。

　そしてシスターの素す顔がおへ俺の視し線せんが移い動どうする。

　──っ。

　俺は一いつ瞬しゆん心を奪うばわれていた。

　目の前に金きん髪ぱつ美少女がいる。グリーン色の双そう眸ぼうがあまりにも綺き麗れいで引き込こまれそうだった。
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　…………。

　しばし、俺はその女の子に見入っていた。

「あ、あの……どうしたんですか……？」

　訝いぶかしげな表情でシスターは俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「あっ。ゴ、ゴメン。えっと……」

　言葉が続かない。

　見み惚とれていたなんて言えるわけないじゃないか。

　つーか、この子さ。アレなんですよ。ええ、アレなんです。

　俺の理想の女の子像（金髪美少女版ばん）そのまんまなんですよ！　そりゃ見惚れるわ！

　どうにか、会話を続けないといけない気がする！

　これはフラグなんじゃないか!?　なんて身勝手なことを思っていた。

　ふいに彼女が肩かたにかけている旅りよ行こう鞄かばんが視界に映うつる。そういや、この町でシスターを見かけるなんて相当なレア体験だぞ。俺も生まれて初めてだ。

　とりあえず、飛ばされたヴェールを拾ってあげる。運良く近くに漂ひよう着ちやくしていた。

「りょ、旅行？」

　俺の質しつ問もんにシスターは首を横に振る。

「いえ、違ちがうんです。実はこの町の教会に今日赴ふ任にんすることとなりまして……あなたもこの町の方なのですね。これからよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げる彼女。

　はぁ。この町の教会に赴任ねぇ。人事異い動どう？　宗しゆう教きようも大変だね。

「この町に来てから困こまっていたんです。その……私って、日本語うまくしゃべれないので……道に迷まよったんですけど、道行く人皆みなさん言葉が通じなくて……」

　困こん惑わく顔がおでシスターは胸むな元もとで手を合わせる。

　……ってことは、この人は日本語がしゃべれないのか。

　なのに俺と言葉が通じるのは、悪あく魔まの力ってやつだな。以前、部長が言っていた。

「悪魔になった特典のひとつに『言語』があるの。悪魔になった瞬間から、あなたの言葉は全世界で通じるわ。あなたの声を耳にする人間は一番聞きなれた言語として受け入れるの。アメリカ人なら英語。スペイン人ならスペイン語としてあなたの言葉が聞こえる。逆ぎやくにあなたが日本語以外の言語を耳にしてもすべて日本語として変へん換かんされて聞こえるわ」

　そう、その通りだった。

　英語の授じゆ業ぎよう、俺は英語が全部日本語として変換されて耳に届とどいた。驚おどろいたね。

　英語の先生に「読みなさい」とさされたので、英文をなんとか読んだのだが、周囲のクラスメートが驚きよう愕がくしていた。

　だろうな。突とつ然ぜん、俺が英語ペラペラになればクラスの連中は驚くさ。

　先生もあまりのことに固まっていた。

　まあ、英文字、英単語までは日本語に見えなかったけど。『音声言語』限げん定ていらしい。

　それだけでも十分だ。世界中、どこに行っても言葉が通じるって凄すごすぎるだろう。

　てなわけで、俺は無む条じよう件けんでインターナショナルな高校生と化していた。

「教会なら知っているかも」

　確たしか、町の外れに古びた教会らしき建物があったはず。あそこじゃないかな。

　でも、あそこっていま使われていたっけ？

「ほ、本当ですか！　あ、ありがとうございますぅぅ！　これも主しゆのお導みちびきのおかげですね！」

　涙なみだを浮うかべながら、俺おれに微ほほ笑えむシスター。本当にかわいいな、この子。

　だけど、彼女の胸むな元もとで光っているロザリオを見ていると最大級の拒きよ否ひ反はん応のうを覚えてしまう。

　そうだよな。俺、悪魔だもん。本来、出会ってしゃべっちゃいけないご関係だ。

　でも困った女の子を放ほうってもおけない。

　こうして、俺は美少女シスターを引き連れて、一路教会へ。




　教会へ向かう途と中ちゆう、公園の前を横切る。

「うわぁぁぁぁん」

　そのとき、聞こえてきたのは子こ供どもの泣き声だ。

「だいじょうぶ、よしくん」

　お母さんがついているから、大だい丈じよう夫ぶだろう。転んだだけっぽいし。

　しかし、俺のうしろをついてきていたシスターが突然公園のなかへ歩を向ける。

「おいおい」

　座すわり込んで泣いている子供の傍そばへシスターは近ちか寄よっていった。

　俺もシスターのあとを追う。

「大丈夫？　男の子ならこのぐらいのケガで泣いてはダメですよ」

　シスターが子供の頭をやさしくなでる。

　言葉は通じていないだろう。だけど、その表ひよう情じようはやさしさに満ち溢あふれていた。

　シスターがおもむろに自身の手のひらを子供がケガを負った膝ひざへ当てる。

　次の瞬しゆん間かん、俺は驚いた。シスターの手のひらから淡あわい緑色の光が発せられ、子供の膝を照らしているではないか。

　なんだ、あれ？　魔力？　まさか、それは悪魔や悪魔と通じた者にしか使えないと部長は言っていた。

　見れば、子供のケガがみるみるうちに消え去っていく。手の光が、傷きずを治している？

　俺の脳のう裏りを過よぎるものがあった。

　──神セイクリツド器・ギア。

　特定の人間の身に宿る、規き格かく外がいの力。だと木場が言っていたと思う。

　俺はそれだとなんとなく感じた。あの光を見てから、左ひだり腕うでが疼うずく。それと関係ないとは言い切れない。

　俺の神セイクリツド器・ギアが彼女の神セイクリツド器・ギアに共鳴した？　反はん応のうしているのだろうか？

　いつの間にか、子供の傷は塞ふさがり、ケガのあとなど一いつ切さい残っていなかった。

　すごい。

　これも神セイクリツド器・ギアの力……。多種多様なんだな。

　子供のお母さんもきょとんとしている。信じがたい現げん象しようが目の前で起これば誰だれでもそうなるよな。

「はい、傷はなくなりましたよ。もう大丈夫」

　シスターは子供の頭をひとなですると、俺のほうへ顔を向ける。

「すみません。つい」

　彼女は舌したを出して、小さく笑う。

　きょとんとしていたお母さんは頭こうべを垂たれると、子供を連れてその場をそそくさと去ってしまった。

「ありがとう！　お姉ちゃん！」

　子供の声。感かん謝しやの言葉だ。

「ありがとう、お姉ちゃん。だって」

　俺が通つう訳やくすると、彼女はうれしそうに微笑んだ。

「……その力……」

「はい。治ち癒ゆの力です。神様からいただいた素す敵てきなものなんですよ」

　微笑む彼女だけど、どこか寂さびしげだった。

　なんていうか、苦労しているような影かげが少しだけ見えた気がする。

　あまり深く追及しちゃダメかな。

「実は俺も神セイクリツド器・ギア持っててさー！」

　って告白するような空気じゃなくなってる。異い質しつな力だし、人によってはそれで結けつ構こう苦労してんじゃないだろうか？

　俺だって神セイクリツド器・ギアが装そう着ちやくされた瞬間、喜びなんて感情なかったし。逆ぎやくに酷ひどく驚いた。

　いまだにこれの活用方法もわからんし、喜びようがない。せいぜいドラゴン波のモノマネに役立っているぐらいだ。

　会話はそこで一いつ旦たん途と切ぎれ、再ふたたび教会のほうへ足を向けた。

　その公園から数分進んだ先に古ぼけた教会が存そん在ざいしていた。

　あー、やっぱり、教会っていったらここだよな……。相変わらず古ぼけてる。

　ってか、ここが使われているなんて、聞いたことがないが、遠目に見ても建物に灯あかりが点いているので人はいるようだ。

　ぞくり。ぞくぞく。

　体中を嫌いやな汗あせと悪お寒かんが走っている。さっきからずっとだ。

　だろうね。俺は悪あく魔まだ。神様とか天使とかに関係する教会は敵てき地ちだろう。

　部長にも近づいちゃいけない場所に、神社と教会を特に強く説明された。

「あ、ここです！　良かったぁ」

　地図の描かかれたメモと照らし合わせながらシスターが安あん堵どの息を吐つく。

　ああ、ここでやっぱり正せい解かいだったのね。良かった良かった。

　あまり長なが居いはできないな。日も暮くれてきたし、早めに退たい散さんしますかね。

　美少女シスターとの別れは辛つらいけど、俺、悪魔だし、あちらはシスターだし……。

　境きよう遇ぐうを超こえた恋こいも素敵だけど、きっと、そういうレベルじゃないんだろうな。

　だって、俺、マジで教会にビビってる。体中、震ふるえ上がってるよ。

　これが悪魔にとっての本ほん能のう的な恐きよう怖ふなのだろう。蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。

　いや、蛇を見つけてしまい、どうしたらいいかわからない蛙だな。

「じゃあ、俺はこれで」

「待ってください！」

　別れを告げて、その場を去ろうとした俺をシスターが呼よび止める。

「私をここまで連れてきてもらったお礼を教会で──」

「いや、俺急いでいるもんで」

「……でも、それでは」

　困こまる彼女。

　ここまで連れてきたお礼にお茶ぐらい出すってことなのだろうけど、ここでのお茶は危あぶない。残念だけど、今回は見送るしかない。

「俺は兵藤一誠。周りからはイッセーって呼よばれてるから、イッセーでいいよ。で、キミは？」

　俺が名乗ると、シスターは笑え顔がおで応えてくれる。

「私はアーシア・アルジェントと言います！　アーシアと呼んでください！」

「じゃあ、シスター・アーシア。また会えたらいいね」

「はい！　イッセーさん、必ずまたお会いしましょう！」

　ペコリ、深々と頭を下げるアーシア。

　俺も手を振ふって別れを告げる。彼女は俺が見えなくなるまで、ずっと見守ってくれていた。

　本当にいい子なんだなって、理り解かいできたよ。

　そして、これが俺と彼女の数すう奇きな運命、その出会いだった。
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「二度と教会に近づいちゃダメよ」

　その日の夜。

　俺は部室で部長に強く念を押おされていた。部長の表ひよう情じようはいつになく険けわしい。

　ていうか、かなり怒おこられています。

「教会は私たち悪あく魔まにとって敵てき地ち。踏ふみ込こめばそれだけで神側と悪魔側の間で問題になるわ。今回はあちらもシスターを送ってあげたあなたの厚こう意いを素す直なおに受け止めてくれたみたいだけれど、天使たちはいつも監かん視ししているわ。いつ、光の槍やりが飛んでくるかわからなかったのよ？」

　……マジですか？

　そ、そんなに俺は危あぶない状じよう況きようだったのか……。

　改めて考えてみると、あの寒気は尋じん常じようじゃなかった。恐きよう怖ふしかなかったもんな。

　そうか、あれが危き機き感。悪魔の本ほん能のうがマジで俺に「危あぶない」って教えていたわけだ。

「教会の関係者にも関かかわってはダメよ。特に『悪エク魔ソ祓シいスト』は我われ々われの仇きゆう敵てき。神の祝福を受けた彼らの力は私たちを滅ほろぼせるほどよ。神セイクリツド器・ギア所有者が悪魔祓いなら尚なお更さら。もう、それは死と隣となり合わせるのと同義だわ。イッセー」

　紅くれないの髪かみを揺ゆらしながら、部長は青い双そう眸ぼうで俺を直ちよく視ししてくる。

　迫はく力りよくがある。凄すさまじいまでの眼がん力りき。それだけ真しん剣けんだってことだな。

「は、はい」

「人間としての死は悪魔への転生で免まぬかれるかもしれない。けれど、悪魔祓いを受けた悪魔は完全に消しよう滅めつする。無に帰すの。──無。何もなく、何も感じず、何も出来ない。それがどれだけのことかあなたはわかる？」

　……無。正直、わからない。

　反はん応のうに困こまる俺を見て、部長はハッと気づいたように首を横に振った。

「ゴメンなさい。熱くなりすぎたわね。とにかく、今後は気をつけてちょうだい」

「はい」

　俺と部長の会話はそこで終わった。

「あらあら。お説教は済すみました？」

「おわっ」

　いつの間にか俺の背はい後ごに朱乃さんが立っていた。いつものニコニコ顔だ。

「朱乃、どうかしたの？」

　部長の問いに朱乃さんは少しだけ顔を曇くもらせた。

「討とう伐ばつの依い頼らいが大公から届とどきました」
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　──はぐれ悪魔。

　そういう存そん在ざいがいる。

　爵しやく位い持ちの悪魔に下げ僕ぼくとしてもらった者が、主あるじを裏うら切ぎり、または主を殺して主なしとなる事じ件けんが極ごく希まれに起こるようだ。

　悪魔の力は強大だ。人間の頃ころとは比くらべ物にならないほどに。

　その力を自分のために使いたくなる者もいるだろう。

　それらの者たちが、主のもとを去って、各地で暴あばれまわる。

　それが「はぐれ悪魔」。

　俺おれが堕だ天てん使しのドーナシークとかいうスーツを着た男に勘かん違ちがいされたのもこれだったみたいだ。

　つまり、野の良ら犬いぬ。

　野良犬は害を出す。見つけしだい、主人、もしくは他の悪魔が消しよう滅めつさせることとなっているそうだ。それが悪魔のルール。

　これは、他の存在でも危き険けん視しされていて、天使側、堕天使側も「はぐれ悪魔」を見つけしだい殺すようにしているという。

　制せい約やくを逃のがれ、野に放たれた悪魔ほど、怖こわいものはないからだそうだ。

　俺は、部長、木場、朱乃さん、小猫ちゃんと共に町外れの廃はい屋おく近くに来ていた。

　毎まい晩ばん、ここで「はぐれ悪魔」が人間を誘おびき寄よせて、食くらっているというのだ。

　それを討伐するよう、上級の悪魔から依頼が届いたらしい。

「リアス・グレモリーの活動領りよう域いき内ないに逃にげ込んだため、始末してほしい」──と。

　これも悪魔のお仕事のひとつだそうです。

　人間を食らう……。そういう邪じや悪あくな悪魔もいる……。

　いや、本来はそちらが本当なのか。制約があるから、みんな大人しくしているだけで……。

　そう、悪魔だもんな。

　時間は深夜。暗黒に満ちた世界だ。

　周囲は背せの高い草木が生おい茂しげり、遠目に廃屋となっている建物が見える。

　暗黒でも目が利きくのが悪魔だからだ。

　うーむ、不気味な雰ふん囲い気きで目が利くってのも結けつ構こうそれはそれで問題だな。

「……血の臭におい」

　小猫ちゃんがぼそりと呟つぶやき、制せい服ふくの袖そでで鼻を覆おおった。

　血の臭い？　俺はしない。小猫ちゃんの嗅きゆう覚かくがすごいってことか。

　周囲はシーンと静まり返っている。

　俺でもこれだけはわかる。

　周囲に満ちている敵てき意いと殺意がハンパじゃない。

　足がガクガクして震ふるえているよ。マジ怖こわい。仲間がいなけりゃ逃げてますよ。

　堂々と腰こしに手を当てて立っている部長がとても頼たのもしい！

「イッセー、いい機会だから悪魔としての戦いを経けい験けんしなさい」

　部長がいきなり無む茶ちやを言ってくる。

「マ、マジっスか!?　お、俺、戦力にならないと思いますけど！」

「そうね。それはまだ無理ね」

　あっさり言い渡わたされる。それはそれで哀かなしいな。

「でも、悪魔の戦せん闘とうを見ることはできるわ。今日は私たちの戦闘をよく見ておきなさい。そうね、ついでに下げ僕ぼくの特とく性せいを説明してあげるわ」

「下僕の特性？　説明？」

　怪け訝げんな俺に部長は続ける。

「主となる悪魔は、下僕となる存そん在ざいに特性を授さずけるの。……そうね、頃ころ合あいだし、悪魔の歴史も含ふくめてその辺を教えてあげるわ」

　部長は語りだす。それは悪魔の現げん況きようについての話だった。

「大昔、我われ々われ悪魔と堕だ天てん使し、そして天使を率ひきいる神は三つ巴どもえの大きな戦争をしたの。大だい軍ぐん勢ぜいを率いて、どの勢力も永えい久きゆうとも思える期間、争い合ったわ。その結果、どの勢力も酷ひどく疲ひ弊へいし、勝利する者もいないまま、戦争は数百年前に終結したの」

　部長の言葉に木場が続く。

「悪あく魔ま側も大きな打だ撃げきを受けてしまった。二十、三十もの軍ぐん団だんを率いていた爵しやく位いを持った大悪魔の方々も部下の大半を長い戦争で失ってしまったんだ。もはや、軍団を保てないほどにね」

　今度は朱乃さんが口を開く。

「純じゆん粋すいな悪魔はそのときに多く亡なくなったと聞きます。しかし、戦争は終わっても、堕天使、神との睨にらみ合いは現げん在ざいでも続いています。いくら、堕天使側も神側も部下の大半を失ったとはいえ、少しでも隙すきを見せれば危あやうくなります」

　そして部長が再ふたたび語る。

「そこで悪魔は少数精えい鋭えいの制せい度どを取ることにしたの。それが『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』──」

「イーヴィル・ピース？」

　なんだか、小こ難むずかしくなりそうだけど、ちゃんと聞かないといけないだろうな。

「爵位を持った悪魔は人間界のボードゲーム『チェス』の特性を下僕悪魔に取り入れたの。下僕となる悪魔の多くが人間からの転生者だからって皮ひ肉にくも込めてね。それ以前から悪魔の世界でもチェスは流は行やっていたわけだけれど。それは置いておくとして。主となる悪魔が『王キング』。私たちの間で言うなら私のことね。そして、そこから『女クイ王ーン』、『騎ナイ士ト』、『戦ルー車ク』、『僧ビシヨ侶ツプ』、『兵ポー士ン』と五つの特性を作り出したわ。軍団を持てなくなった代わりに少数の下僕に強大な力を分け与あたえることにしたのよ。この制せい度どができたのはここ数百年のことなのだけれど、これが意外にも爵位持ちの悪魔に好こう評ひようなのよね」

「好評？　チェスのルールがですか？」

「競きそうようになったのよ。『私の騎士は強いわ！』、『いえ、私の戦車のほうが使える！』って。その結果、チェスのように実じつ際さいのゲームを、下僕を使って上級悪魔同士で行うようになったのよ。駒こまが生きて動く大おお掛がかりなチェスね。私たちは『レーティングゲーム』と呼よんでいるけれど。どちらにしても、このゲームが悪魔の間では大流行。いまでは大会も行われているぐらいだわ。駒の強さ、ゲームの強さが悪魔の地位、爵位に影えい響きようするほどにね。『駒集め』と称しようして、優ゆう秀しゆうな人間を自分の手駒にするのも最近流は行やっているわ。優秀な下僕はステータスになるから」

　なるほど。

　そのゲームが強いと悪魔としても立りつ派ぱなわけだ。自じ慢まんのもとにもなるってことか。

　……うーん、悪魔のゲームの駒として機き能のうしてしまう下僕悪魔の元人間か。

　複ふく雑ざつだな。俺もいずれそのゲームにかりだされるのだろうか？

「私はまだ成せい熟じゆくした悪魔ではないから、公式な大会などには出場できない。ゲームをするとしても色々な条じよう件けんをクリアしないとプレイできないわ。つまり、とうぶんはイッセーやここにいる私の下僕がゲームをすることはないってことね」

「じゃあ、木場たちもそのゲームをしたことはないってことか？」

「うん」

　俺の質しつ問もんに木場は頷うなずいた。

　なんだか、悪魔の世界も風変わりというか、想そう像ぞうしていた邪じや悪あくで怖こわい世界のイメージは崩くずれつつある。

　いや、俺が世間知らずでそう思うだけなんだろうけど。

　それよりも気になることがある。

　そう、俺の『駒』、役やく割わりだ。

「部長、俺の駒は、役割や特とく性せいって何ですか？」

「そうね──イッセーは」

　そこまで言って、部長は言葉を止めた。

　俺にもその理由がわかる。全身を寒気が駆かけ巡めぐった。

　立ち込こめていた敵てき意いや殺意がいっそう濃こくなったからだ。

　何かが、何かが俺たちに近づいている！　悪魔歴の浅い俺でもすぐに理り解かいできた。

「不ま味ずそうな臭においがするぞ？　でも美う味まそうな臭いもするぞ？　甘あまいのかな？　苦いのかな？」

　地の底から聞こえるような低い声こわ音ね。

　何よりも不気味さはハンパじゃない。声を聞くだけで恐きよう怖ふが頭を支し配はいしやがる。

「はぐれ悪魔バイサー。あなたを消しよう滅めつしにきたわ」

　部長が一いつ切さい臆おくさず言い渡す。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタ……。

　異い様ような笑い声が辺りに響ひびく。あー、ハッキリわかったよ。これは人間の発するものじゃない。

　俺の知っている悪魔が発するものでもない。

　ぬぅ……。

　暗がりから姿すがたをゆっくりと現あらわしたのは上半身裸はだかの女じよ性せいだった。しかし、女性の体は宙ちゆうに浮ういている。

　違ちがう。

　ずんっ。

　重い足音。次に姿を現したのは巨大な獣けものの体だった。

　女性の上半身とバケモノの下半身を持った、形けい容ようのしがたい異い形ぎようの存そん在ざいがそこにいた。

　両手に槍やりらしき得え物ものを一本ずつ所持している。

　バケモノの下半身は四足であり、すべての足が太く、爪つめも鋭するどい。尾おは蛇へびか？　うわっ。尾が独どく立りつして動いてやがる！

　大きさからみても五メートル以上はある。後ろ足で立ち上がったら、もっといくんじゃないだろうか。

　どちらにしてもバケモノだ。

　これも悪魔なのか？　だよな、「はぐれ悪魔」なんだから。

　うわぁ、こういうのもいるのか！　改めて実感。悪魔は怖こわい！

「主のもとを逃にげ、己おのれの欲よつ求きゆうを満たすためだけに暴あばれまわるのは万ばん死しに値あたいするわ。グレモリー公こう爵しやくの名において、あなたを消し飛ばしてあげる！」

「こざかしいぃぃぃぃ！　小こ娘むすめごときがぁぁぁ！　その紅くれないの髪かみのように、おまえの身を鮮せん血けつで染そめ上げてやるわぁぁぁぁ！」

　吼ほえるバケモノだが、部長は鼻で笑うだけだ。

「雑ざ魚こほど洒しや落れのきいたセリフを吐はくものね。祐ゆう斗と！」

「はい！」

　バッ！

　近くにいた木場が部長の命を受けて飛び出す。速い。なんて速さだ。ってか、反はん応のうできなかったぞ！

「イッセー、さっきの続きをレクチャーするわ」

　部長が言ってくる。

　レクチャー？　悪イー魔ヴイのル・駒ピースの特性うんぬんですか？

「祐斗の役割は『騎ナイ士ト』、特性はスピード。『騎士』となった者は速度が増ますの」

　部長の言う通り、木場の動きは徐じよ々じよに速度を増していき、ついに目で追えなくなった。

　バケモノも槍を振ふるって攻こう撃げきするが、まったく当たる気配がない。

「そして、祐斗の最大の武ぶ器きは剣けん」

　一度、足を止めた木場はいつの間にか手に西洋剣らしきものを握にぎっていた。

　それを鞘さやから抜ぬき放つ。銀光を放ちながら、長剣が抜き身となった。

　スッ！

　再ふたたびその場から消えた木場。次の瞬しゆん間かん、バケモノの悲鳴が木こ霊だまする。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁああああああっ！」

　見れば、バケモノの両りよう腕うでが槍と共に胴どう体たいとおさらばしていた。傷きず口ぐちから血が噴ふき出す。

「これが祐斗の力。目では捉とらえきれない速力と、達人級の剣さばき。ふたつが合わさることで、あの子は最速のナイトとなれるの」

　悲鳴をあげるバケモノの足元に小こ柄がらな人ひと影かげ……って、小猫ちゃんじゃないか！

「次は小猫。あの子は『戦ルー車ク』。戦車の特とく性せいは──」

「小虫めぇぇぇぇぇぇっっ！」

　ズズンッ！

　バケモノの巨きよ大だいな足が小猫ちゃんを踏ふみ潰つぶす！

　こ、小猫ちゃん！　ちょっと、それはヤバイ──。

　だが、バケモノの足は少しだけ地から離はなれていた。踏み潰しきれていない。

　ぐぐぐ……。

　小柄な少女がバケモノの足を少しずつ持ち上げる。

「『戦車』の特性はシンプル。バカげた力。そして、屈くつ強きようなまでの防ぼう御ぎよ力りよく。無む駄だよ。あんな悪魔の踏みつけぐらいでは小猫は沈しずまない。潰せないわ」

　グンッ！

　完全にバケモノの足を持ち上げてどかす小猫ちゃん。

「……ふっ飛べ」

　小猫ちゃんは空高くジャンプし、バケモノのどてっ腹ぱらに拳こぶしを鋭するどく打ち込こんだ。

　ドドンッ！

　巨大なバケモノの体が後方へ大きく吹ふっ飛んだ。

　俺おれは小猫ちゃん大好きな依い頼らい者しや森沢さんの言葉を思い出していた。

　──小猫ちゃんは怪かい力りきが自じ慢まんだったよ。僕ぼく、お姫ひめ様さま抱だっこされたもの。

　怪力って、レベルじゃねぇぞ！

　でっかいバケモノがパンチ一発でふっ飛んでんじゃん！

　ああ、絶ぜつ対たいに小猫ちゃんに逆さからわないでおこう。小こ突づかれでもしたら、殺される。

　超ちよう怪力少女。恐おそるべし。それに惚ほれる森沢さんも恐るべしだ。

「最後に朱乃ね」

「はい、部長。あらあら、どうしようかしら」

　朱乃さんがうふふと笑いながら、小猫ちゃんの一いち撃げきで倒たおれこんでいるバケモノのもとへ歩みだす。

「朱乃は『女クイ王ーン』。私の次に強い最強の者。『兵ポー士ン』、『騎ナイ士ト』、『僧ビシヨ侶ツプ』、『戦ルー車ク』、すべての力を兼かね備そなえた無む敵てきの副部長よ」

「ぐぅぅぅぅ……」

　朱乃さんを睨にらみつけるバケモノ。朱乃さんはそれを見て、不敵な笑えみを浮うかべる。

「あらあら。まだ元気みたいですね？　それなら、これはどうでしょうか？」

　朱乃さんが天に向かって、手をかざす。

　カッ！

　刹せつ那な、天空が光り輝かがやき、バケモノに雷いかずちが落ちた。

「ガガガガッガガガガッガガガッッ！」

　激はげしく感電するバケモノ。

　じゅぅぅぅ、と煙けむりをあげて全身丸まる焦こげとなってしまった。

「あらあら。まだ元気そうね？　まだまだいけそうですわね」

　カッ！

　再び雷がバケモノを襲おそう。

「ギャァァッァァァァァッァ！」

　感電するバケモノ。すでに断だん末まつ魔まに近い声をあげている。

　それにもかかわらず、朱乃さんは三発目の雷を繰くり出していた。

「グァァァァァァアアアアアッッ！」

　雷を落とす、その朱乃さんの表情は冷れい徹てつで怖こわいほどの嘲ちよう笑しようを作り出していた。

　うわ。あの人、楽しんでるよ……。笑ってるもん。

「朱乃は魔力を使った攻こう撃げきが得意なの。雷や氷、炎ほのおなどの自然現げん象しようを魔力で起こす力ね。そして何よりも彼女は究極のＳよ」

　サラリと告白する部長。

　Ｓ！　Ｓってもんじゃないでしょうが！

「普ふ段だん、あんなにやさしいけれど、一いつ旦たん戦せん闘とうとなれば相手が敗北を認みとめても自分の興こう奮ふんが収おさまるまで決して手を止めないわ」

「……うぅ、朱乃さん。俺、怖いっス」

「怯おびえる必要はないわ、イッセー。朱乃は味方にはとてもやさしい人だから、問題ないわ。あなたのこともとてもかわいいと言っていたわ。今度甘あまえてお上げなさい。きっとやさしく抱だきしめてくれるわよ」

「うふふふふふふふ。どこまで私の雷に耐えられるのかしらね？　ねぇ、バケモノさん。まだ死んではダメよ？　トドメは私の主あるじなのですから。オホホホホホホッ！」
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　……部長、目の前で高笑いしている人が心底怖いです……。

　一番常じよう識しきを持っている方だと思ったのに……。

　やっぱり、悪魔だもんな。そういうことですよね。悪魔ですものね。基き本ほん的に怖いよね。

　それから数分間、朱乃さんの雷攻こう撃げきは続いた。

　朱乃さんが一息ついた頃ころ、部長がそれを確かく認にんして頷うなずいた。

　完全に戦意を失ったバケモノのもとへ、部長が近づく。

　地面に突っ伏ぷすバケモノに向かって、部長は手をかざす。

「最後に言い残すことはあるかしら？」

　部長が訊きく。

「殺せ」

　バケモノから発せられたのはその一言だった。

「そう、なら消し飛びなさい」

　冷徹な一声。部長の低い声こわ音ねが俺の全身を震ふるえ上がらせる。

　ドンッ！

　部長の手のひらから巨きよ大だいでドス黒い魔力の塊かたまりが撃うち出される。

　巨きよ大だいなバケモノの体を余よ裕ゆうで覆おおうほどの大きさの魔力だ。

　魔力の塊はバケモノの全身を包み込む。魔力が宙ちゆうに消えたとき、バケモノの姿すがたも完全にそこにはなかった。

　部長の言葉通り、消し飛ばされてしまったようだ。

　それを確認すると、部長は息をつく。

「終わりね。みんな、ご苦労さま」

　部長が部員たちにそう言った。みんなもいつもの陽気な雰ふん囲い気きを生んでいた。

　これで「はぐれ悪あく魔ま」討とう伐ばつも終しゆう了りようか。

「はぐれ悪魔」の末路。なんとも言えないね。あいつも何かを思い、主のもとを離はなれたんだろうけど……。

　これが悪魔の戦い……。凄すさまじいものだった。相手の悪魔も含ふくめて、俺の知らない世界はまだまだ多い。

　このなかで俺は上を目指すのか……。

　十年単位で計算しないといけないかもしれないな。

　と、俺は疑ぎ問もんを思い出した。先ほどの悪イー魔ヴイのル・駒ピースの役やく割わりについてだ。

　俺も爵しやく位い持ち悪魔の下げ僕ぼくということで、何かしらの駒こまになっているはずだ。

「部長、あの聞きそびれてしまったんですけど」

「何かしら」

　笑え顔がおで応おうじてくれる部長。

「俺の駒……っていうか、下僕としての役割はなんですか？」

　俺は正直、このとき嫌いやな答えを予感していたんだ。ていうか、やっぱそれなんだろうなって。でも甘あまい気持ちもあった。

　朱乃さんが女クイ王ーン、小猫ちゃんが戦ルー車ク、木場が騎ナイ士トなら残る駒はふたつのみ。

　僧ビシヨ侶ツプと……兵ポー士ンだ。

　少しだけ期待したが、そんなものは一いつ瞬しゆんで砕くだかれた。

　ニッコリと微ほほ笑えみながら紅あか髪がみの美少女はハッキリと言ってくれた。

「『兵ポー士ン』よ。イッセーは『兵士』なの」

　俺は一番下したっ端ぱだった。
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「はぁ……出世の道は遠いな」

　俺おれは自室の天てん井じようをながめながら、一人ごちていた。

　兵ポー士ン──。

　それが俺の特とく性せいと役割。

　兵士って、一番下したっ端ぱじゃないですか。

　そこから上を目指すわけか……。スタートから出鼻を挫くじかれているし、俺の悪あく魔ま街かい道どうはどうにも波は乱らん尽ずくめらしい。

　ちなみに部長の『僧ビシヨ侶ツプ』は他ほかにいるらしい。俺が何の駒こまかわかった日に続けて説明を受けた。

「私の『僧侶』はすでに存そん在ざいするの。ここにはいないわ。他ほかのところで他の命令を受けて、私のために働いてくれているの。機会があれば、あなたにも紹しよう介かいするから」

　だ、そうです。誰だれだ、そいつは？　そのうちに会えるのかな。女の子だといいんだけど。

　で、俺は余あまりものの『兵士』さんなのね。前ぜん途と多た難なんだなぁ。

　ふと思う。

　俺はこれで良かったのだろうか？

　神セイクリツド器・ギアとかいうドラゴン波発生装そう置ちが体にあると睨にらまれて堕だ天てん使しに殺された。しかも、俺の恋こい心ごころまで利用されて。

　そのあと、今度は悪魔ですよ。

　美少女悪魔に拾われて、「下げ僕ぼくよ！」だなんて宣せん言げんされてしまい、さらに「出世すればハーレム」と甘あまい言葉で言いくるめられてしまった。

　部長の下僕として、日々汗あせを流す。

　チラシ配り。そして、契けい約やく取とり。

　だけど、魔力が低いから魔ま方ほう陣じんから依い頼らい者しやのもとへジャンプできないときた。

　前ぜん代だい未み聞もんの最低悪魔。それが俺か。

　ふー。

　息を吐はく。

　俺、考えてみれば、悪魔になる前からこれといった特とく徴ちようないよな。

　モテるために色々がんばってみたけど、所しよ詮せん、イケメンには勝てない。

　これといった夢も悪魔になる前はなかったし。あー、そういう点では悪魔になって良かった部分もあるのか。

　いや、ていうか、だいたい悪魔になるって、いいことなのか？

　まあ、あのとき部長に助けられなかったら、俺の人生はそこまでだったわけで。こうやって、青春を憂うれう時間もなかったわけだ。

　楽しい……っちゃ、楽しいけど。美女に囲まれた職しよく場ばだし、みんなやさしい。悪魔の割わりには。

　リアス部長は綺き麗れいだし、朱あけ乃のさんは怒おこらせなければ問題ない……と思う。

　小こ猫ねこちゃんも普ふ通つうに接せつする程てい度どでは特に問題なし。

　木き場ばはムカつくが、イケメンのくせに俺と普通に話してくれるし……意外にいい奴やつなんだ。イケメンのくせに。

　人は見かけだけではわかりませんね。イケメンの認にん識しきが俺のなかで変わりそうだぜ。

　ふと、金きん髪ぱつ美少女シスターを思い出す。

　アーシア、キレイな子だった。もし、彼女にするなら……と、そこまで考えて顔を手で覆おおった。

　あんな酷ひどい失しつ恋れんをしたじゃないか。

　俺の心を弄もてあそびやがって……。夕ゆう麻まちゃん、マジで好きだったんだぜ。

　くそ。なんで俺の人生って誰かの力で左右されてんだろう。

　いや、そんなものなのかもしれないけどさ、人生って。でも、なんだか不ふ思し議ぎなことが俺の周囲で起こりすぎて、それに巻まき込まれた感が高いと感じてしまうんだよな。

　アーシア……シスターか。俺とは逆ぎやくの位置にいる存そん在ざいだ。

　きっと、交わることなんてないんだろうさ。

　あの子はあの子の道を行く。俺は俺の道を行く。

　たまたま神さまの下げ僕ぼくと、悪魔の下僕だっただけだ。

　それが偶ぐう然ぜんあんな形で出会っただけさ。

　もう、出会わないほうがいいかもね。きっと、お互たがいを不幸にしそうだ。

　なんて、カッコイイことを思ってしまったよ。

「あーあ、俺、最弱の兵ポー士ンです。いいとこなしですが、爵しやく位い持もちになれますかね……えぇと、魔王さまでいいのかな？　って、魔王さまに相談しても仕方ないか」

　と、苦く笑しようしてしまった。

　目標を立てよう。そうだ。それがいい。

　まずは魔方陣からジャンプすること！

　これだな。これしかない。うん！　なんだか、気合が入ってきた。

　ウジウジタイムは終わりだ。俺おれは悪あく魔まになっちまったんだ。それは変へん更こうできない。

　なら、悪魔として生きるしかないだろう。で、悪魔としての夢を叶かなえてみる。

　叶えられなくても、その方向に足を向けるのは生きる目標となるさ。

　よし！　がんばるぞ俺！　やるぞ俺！

　こうして、時じ刻こくは悪魔の活動時間である夜となった。





　　　─○●○─　　　






　深夜、チャリを飛ばして訪おとずれたのは一軒けんの家だ。

　マンションやアパートではなく、普ふ通つうの一軒家。

　初めてだな。つーか、どうすればいいんだ？

　一人暮ぐらしじゃないだろうから、家族に見つからないものかね？

　ほら、俺って、こうして直ちよく接せつ訪ほう問もんですから。他の人間に認にん知ちされないって、この手の場合は大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

　と、心配に思いつつもブザーを押おそうとしたわけだが、ふと気づく。

　玄げん関かん口ぐちが開いている。

　……こんな深夜に物ぶつ騒そうだな。

　どくん。

　何か言い知れない不安が俺を襲おそう。なんだ、これ。すごい嫌いやな感じがするぞ。

　しかし、俺の足は前に一歩進みだしていた。

　玄関から中を覗のぞき込こむ。

　廊ろう下かに灯あかりはついていない。二階へ続く階かい段だんもあるが、電気はついていないようだ。

　一階奥おくの部屋だけ灯りらしきものがついているが、淡あわい光だ。

　……やはり、おかしい。人ひと気けが感じられない。

　寝ねている？　バカな。なら、この異い常じような空気は感じられないだろう。

　俺は玄関で靴くつを脱ぬいで、その靴を手に持って廊ろう下かを進みだした。

　泥どろ棒ぼうじゃないぞ。俺は悪魔だ。なんて言い訳わけを心のなかでしている。

　抜ぬき足差し足忍しのび足で奥の部屋に行き着いた。

　そろりと顔だけ開いているドアから覗き込むと、灯りがロウソクのものだとわかった。

「……ちわース。グレモリーさまの使いの悪魔ですけど……。依い頼らい者しやの方、いらっしゃいます？」

　などと、自信のない声を出してみるが返事はない。

　仕方ないので意を決して、なかへ足を踏ふみ入れた。

　リビングだ。ソファーやテレビ、テーブルなどが置いてある。

　どこにでもあるリビングの風景──。

　俺はそこで息を詰つまらせた。視し線せんがそれに釘くぎ付づけとなる。

　壁かべ。リビングの壁に死体が貼はりつけられている。上下逆さかさまでだ。

　……人間だ。男だん性せい。この家の人？　てか、なんで……？

　切り刻きざまれた体。臓ぞう物もつらしきものも傷きず口ぐちからこぼれて……。

「ゴボッ」

　俺はその場で腹はらから込み上げてくるものを吐はいてしまった。

　あのバケモノを見ても込み上げてこなかったのに、人間の無残な姿すがたには反はん応のうしてしまった。

　ていうか、見るに耐たえないよ、この遺い体たい。

　逆ぎやく十じゆう字じの格かつ好こうで壁に貼りつけられているわけだけど、壁に貼りつけているのは釘だ。

　太くて大きな釘が男の両の手のひら、足、そして胴どう体たいの中心に打ち付けられていた。

　尋じん常じようじゃない。こんなの尋常じゃないよ！

　普通の神しん経けいでこんな殺し方はできないぞ！

　血が床ゆかに滴したたり落ちて、血ち溜だまりとなっていた。

　男が打ちつけられている壁には文字らしきものが血で書かれている。

「な、なんだ、これ……」

「『悪いことする人はおしおきよー』って、聖せいなるお方の言葉を借りたものさ」

　突とつ然ぜん、俺の後方から若い男の声がする。

　振り向くと、白はく髪はつの男がいた。若わかい。外国の人みたいだけど、十代ぐらいじゃないか？

　神父らしい格かつ好こうをしている。ついでに美少年って奴やつだ。

　神父は俺を見るなり、ニンマリと笑った。

「んーんー。これはこれは、悪魔くんではあーりませんかー」

　実にうれしそうだ。

　俺の脳のう裏りを部長の言葉が過よぎる。

　──教会の関係者にも関かかわってはダメよ。特に『悪エク魔ソ祓シいスト』は我われ々われの仇きゆう敵てき。神の祝福を受けた彼らの力は私たちを滅ほろぼせるほどよ。

　神父だよ、教会関係者だろ。マズい……。

　俺のことを悪魔だって認にん知ちしてるし、これは最悪の状じよう況きようじゃないか？

「俺は神父♪　少年神父～♪　デビルな輩やからをぶった斬ぎり～、ニヒルな俺が嘲あざ笑わらう～♪　おまえら、悪あく魔まの首刎はねて～、俺はおまんま貰もらうのさ～♪」

　突とつ然ぜん、神父が歌いだす。

　わ、わけわかんねぇ。なんだ、こいつ！

「俺のお名前はフリード・セルゼン。とある悪魔祓い組そ織しきに所しよ属ぞくしてる末まつ端たんでございますですよ。あ、別に俺が名乗ったからって、おまえさんは名乗らなくていいよ。俺の脳のう容よう量りようにおまえの名前なんざメモリしたくないから、止やめてちょ。だいじょうぶ、すぐに死ねるから。俺がそうしてあげる。最初は痛いたいかもしれないけど、すぐに泣けるほど快かい感かんになるから。新たな扉とびらを開こうＺＥぜ！」

　出会ったことのないタイプだ。言動がメチャクチャだぞ。

　やっぱり、悪魔祓いか。ヤバイかも。

　だが、こいつには言いたいことがある。生なま唾つばを飲み込んで物申す。

「おい、おまえか？　この人を殺したのは？」

「イエスイエス。俺が殺やっちゃいました。だってー、悪魔を呼よび出す常じよう習しゆう犯はんだったみたいだしぃ、殺すしかないっしょ」

　な、なんだ、そりゃ！

「あんれ？　驚おどろいてるの？　逃にげないの？　おかしいねぇ、変だねぇ。つーかね、悪魔と取り引きするなんて人間として最低レベル、クズ街かい道どうまっしぐらっスよ。その辺ご理り解かいできませんかねぇ？　無理？　あーそうですか。クズの悪魔ですもんねぇ」

　ダメだ、こいつ！　話にならねぇ！

　でも言いたいことは言ってやる！

「人間が人間殺すってのはどうなんだよ！　おまえらが殺すのは悪魔だけじゃないのか？」

「はぁぁぁ？　何それ？　悪魔の分ぶん際ざいで俺を説教？　ハハハ、笑える笑える。お笑いの賞取れますですよ、それは。いいか、よく聞けクソ悪魔。悪魔だって、人間の欲よくを糧かてに生きてるじゃねぇか。悪魔に頼たよるってのは人間として終わった証しよう拠こなんですよ。エンドですエンド。だから、俺が殺してあげたのさー。俺、悪魔と悪魔に魅み入いられた人間をぶっ殺して生活してるんで、お仕事でござんすよ」

「あ、悪魔だって、ここまでのことはしない！」

「はぁ～？　何、言ってんの？　悪魔はクソですよ。クソのような存そん在ざいなのですよ？　常じよう識しきですよ？　知らないんですか？　マジ、胎たい児じからやり直したほうがいいって。って、人間から転生したっぽい悪魔のおまえさんに胎児もクソもないか。むしろ、俺がおまえを退治！　なーんてな！　最高じゃね？　最高じゃね？」

　神父が懐ふところから、刀身のない剣けんの柄つかと、拳けん銃じゆうを取り出した。

　ブィン。

　空気を振しん動どうさせる音。

　柄だけの剣が、ビームサーベルみたいに光の刀身を作り出す。

　なんだ、ありゃ。マジでガン○ムのビームサーベルか？

「俺的におまえがアレなんで、斬きってもいいですか？　撃うってもいいですか？　ＯＫなんですね？　了りよう解かいです。いまからおまえの心しん臓ぞうにこの光の刃やいばを突つきたてて、このカッコイイ銃でおまえのドタマに必殺必中フォーリンラブしちゃいます！」

　ダッ！

　神父がその場から駆かけ出した、俺に向かって！

　光の刀身が横なぎに放たれる。

　うわっ！

　俺は既すんでのところでそれをかわすが、俺の足に激げき痛つうが走った。

　神父の持つ拳銃から煙けむりが上がっている。撃たれた？

　けど、銃の音はしなかった。刹せつ那な、再び俺の足に激痛が走る。

「ぐあぁぁ！」

　俺は呻うめき、その場で膝ひざをついた。今度は左足のふくらはぎを撃たれた！

　痛いたい！　この痛みは知ってる！

「どうよ！　光の弾だん丸がんを放つエクソシスト特とく製せいの祓ふつ魔ま弾だんは！　銃声音なんざ発しません。光の弾たまですからねぃ。達してしまいそうな快感が俺とキミを襲おそうだろ？」

　光の痛み。そうだ、これは光の痛みだ。

　光は悪魔にとって毒。一度食くらえば全身に痛みが走る。

「死ね死ね悪魔！　死ね悪魔！　塵ちりになって、宙ちゆうに舞まえ！　全部、俺様の悦えつ楽らくのためにぃ！」

　神父がキレた笑いを発しながら、俺へトドメを刺さそうとしてきた。

「やめてください！」

　そこへ、聞き覚えのある女じよ性せいの声が。

　神父は襲いかかろうとする格かつ好こうのまま、動きを止め、視し線せんだけ声のしたほうへ向ける。

　俺も視線だけそちらへ。

　──っ。

　俺はその子を知っていた。

「アーシア」

　そう、金きん髪ぱつのシスターがそこにいた。

「おんや、助手のアーシアちゃんじゃあーりませんか。どうしたの？　結界は張はり終わったのかなかな？」

「！　い、いやぁぁぁぁぁぁっ！」

　アーシアが壁かべに打ちつけられているこの家の者の遺い体たいを見て、悲鳴をあげた。

「かわいい悲鳴ありがとうございます！　そっか、アーシアちゃんはこの手の死体は初めてですかねぇ。ならなら、よーく、とくとご覧らんなさいな。悪魔くんに魅み入いられたダメ人間さんはそうやって死んでもらうのですよぉ」

「……そ、そんな……」

　ふいにアーシアの視線がこちらへ向く。目を見開いて驚おどろく彼女。

「……フリード神父……その人は……」

　アーシアの視線が俺を捉とらえている。

「人？　違ちがう違う。こいつはクソの悪あく魔まくんだよ。ハハハ、何を勘かん違ちがいしているのかなかな」

「──っ。イッセーさんが……悪魔……？」

　その事実がショックだったのか、彼女は言葉を詰つまらせていた。

「なになに？　キミら知り合い？　わーお。これは驚き大だい革かく命めい。悪魔とシスターの許ゆるされざる恋こいとかそういうの？　マジ？　マジ？」

　おもしろおかしそうにフリードとかいう神父は俺おれとアーシアを交こう互ごに見ている。

　……知られたくなかった。

　あのままで良かったんだ。知らないままで良かったんだ。俺は二度と会うつもりはなかったのだから。

　町の気のいい男子高校生で良かったんだ。

　なんというか、参ったね。嫌いやな運命だ。アーシアの視線が辛つらい。

　ごめん。悪魔でごめんよ。

「アハハ！　悪魔と人間は相あい容いれません！　特に教会関係者と悪魔ってのは天てん敵てきさ！　それに俺らは神にすら見放された異い端たんの集まりですぜ？　俺もアーシアたんも堕だ天てん使しさまからのご加か護ごがないと生きていけないハンパものですぞぉ？」

　堕天使？

　どういうことだ？　神父もシスターも神さまの下もとで働いているんじゃないのか？

「まあまあ、それはいいとして俺的にこのクズ男さんを斬きらないとお仕事完かん了りようできないんで、ちょちょいといきますかね。覚かく悟ごはＯＫ？」

　神父が光の剣けんを改めて俺へ突つきつける。

　あれで胸むねでも一突きされたら、死ぬだろうな……。仮かりに生きていても、壁に打ちつけられている依い頼らい者しやの人みたいに散々切り刻きざまれるに違いない。

　そう考えると、恐きよう怖ふで体が支し配はいされる。まずい。この流れはマズイ！

　体が動けないまま殺される！

　そんな俺と神父の間に金きん髪ぱつの少女が入り込んだ。

　俺の前に立ち、庇かばうように両手を広げた。

　それを見た神父の表ひよう情じようが険けわしくなる。

「……おいおい。マジですかー。アーシアたん、キミ、自分が何をしているのかわかっているのでしょうかぁ？」

「……はい。フリード神父、お願いです。この方を許ゆるしてください。見み逃のがしてください」

　──っ。

　その一言に俺は声を詰まらせた。

　アーシア？　俺を庇ってくれるのか？

「もう嫌です……。悪魔に魅み入いられたといって、人間を裁さばいたり、悪魔を殺したりなんて、そんなの間違ってます！」

「はぁぁぁぁぁぁあああああああああああっ!?　バカこいてんじゃねぇよ、クソアマが！　悪魔はクソだって、教会で習っただろうがぁ！　おまえ、マジで頭にウジでも湧わいてんじゃねぇのか!?」

　フリードの表情は憤ふん怒ぬに包まれていた。

「悪魔にだって、いい人はいます！」

「いねぇよ、バァァァァァァカ！」

「わ、私もこの前までそう思ってました……。でも、イッセーさんはいい人です。悪魔だってわかってもそれは変わりません！　人を殺すなんて許されません！　こんなの！　こんなの主が許すわけがありません！」

　死体を見かけ、俺が悪魔だと知り、ショックであろうはずなのにアーシアは意志を崩くずすことなく、神父に物言いしていた。

　なんて精せい神しんの強い子だろうか。すげぇよ、この子。

　バキッ！

「キャッ！」

　神父の野や郎ろうが、拳けん銃じゆうを持った手でアーシアを横なぎにぶっ叩たたきやがった。

　床ゆかに転ぶアーシア。

「おい、アーシア！」

　俺はふっ飛ばされたアーシアに駆かけ寄よる。

　……顔面に痣あざ。野郎、マジで殴なぐりやがったのか。

「……堕天使の姉さんからはキミを殺さないように念を押おされているけどねぇ。ちょっとムカつきマックスざんすよ。殺さなきゃいいみたいなんで、ちょっとレ○プまがいなことまでしていいですかねぇ？　それぐらいしないと俺の傷しよう心しんは癒いえそうにないんでやんすよ。と、その前にそちらのクズ丸くんを殺さないとダメダメですよねぇ」

　再さい度ど、神父は俺へ光の刃やいばを向けてくる。

　……アーシアを置いて逃にげられない。

　あんな怖こわいことを言うこいつのもとに彼女を置いていけるはずもない！

　逃げるならアーシアと共にだ。戦うことは……。

　神セイクリツド器・ギアで戦えるのか？　効こう果かもわからないのに？

　しかも俺は最弱の『兵ポー士ン』じゃないか。勝ち目は少ないだろう。

　でも、俺は……。

「庇かばってくれた女の子を前にして、逃げらんねぇよな。よっしゃ、こい！」

　俺は神父を目の前にして戦う構かまえを作った。

　それを見て神父が「ヒュゥ」とうれしそうに口笛を吹ふく。

「え？　え？　マジ？　マジ？　俺と戦うの？　死んじゃうよ？　苦しんで死んじゃうよ？　楽に殺すつもりなんて俺様にはないからね？　さてさて、どれぐらい肉が細切れになるか世界記録に挑ちよう戦せんしましょうかね！」

　そんな不気味なことを言ってくる。

　ハハハ。ここで俺は終わりかな？

　だけど、アーシアの前でカッコ悪いところは見せられねぇな！

　神父が飛び出してくる──そのとき、床ゆかが青白く光りだした。

「何事さ？」

　疑ぎ問もんを口に出す神父の足元を光が走る。青い光は徐じよ々じよにとある形を作っていく。

　──魔ま方ほう陣じんだ。

　しかも俺はこれを知っている。

　グレモリー眷けん属ぞくの魔方陣！　ま、まさか！

　カッ！

　床に描えがかれた魔方陣が光りだす。そして、光のなかから現あらわれたのは見知った人たち。

　いや、悪魔たち。

「兵藤くん、助けにきたよ」

　スマイルを送ってくる木き場ば。

「あらあら。これは大変ですわね」

「……神父」

　朱乃さんに小猫ちゃん！

　そう、俺の仲間たちだ。

　くーっ！　俺のピンチに駆けつけてくれるなんて！

　感動で泣きそうじゃないか！　すげぇ！　こんなことが起きるんだな！

「ひゃっほう！　悪魔の団だん体たいさんに一いち撃げき目め！」

　神父が構わずに斬きりこんでくる。

　ガキン！

　金属音が部屋中に鳴り響ひびく。神父の一撃を木場が剣けんで受け止めた。

「悪いね。彼は僕ぼくらの仲間でさ！　こんなところでやられてもらうわけにもいかないんだ！」

「おーおー！　悪魔のくせに仲間意い識しきバリバリバリューですか？　悪魔戦隊デビルレンジャー結集ですか？　いいねぇ。熱いねぇ。萌もえちゃうねぇ！　何かい？　キミが攻せめで彼は受けとか？　そういう感じなのなの？」

　つばぜり合いを繰くり広げているさなかなのに、神父は舌したをベロベロンと出して、舌と一いつ緒しよに頭まで揺ゆらしていた。

　完全にこちらをバカにしてやがる！

　木場も珍めずらしく嫌けん悪おの表ひよう情じようを浮うかべていた。だよな、こいつ気持ち悪いって。

「……下品な口だ。とても神父とは思えない……。いや、だからこそ、『はぐれ悪エク魔ソ祓シいスト』をやっているわけか」

「あいあい！　下品でござーますよ！　サーセンね！　だって、はぐれちゃったもん！　追い出されちゃったもん！　ていうか、ヴァチカンなんてクソくらえって気分だぜぃ！　俺的に快かい楽らく悪魔狩がりさえ気が向いたときにできれば満足満足大満足なんだよ、これがな！」

　剣と剣でつばぜり合う両者。

　穏おだやかな表情をしているが、木場の眼がん光こうは相手を捉とらえている。

　少年神父フリードのほうはケタケタと不気味な笑いを発しながら楽しんでいるようだ。

「一番厄やつ介かいなタイプだね、キミは。悪魔を狩ることだけが生き甲が斐い……僕たちにとって一番の有害だ」

「はぁぁぁぁ!?　悪魔さまには言われたかないのよぉぉ？　俺だって精せい一いつ杯ぱい一生懸けん命めい今日を生きているの！　てめぇら、糞くそ虫むしみてぇな連中にどうこう言われる筋すじ合あいはねぇざんす！」

「悪魔だって、ルールはあります」

　微ほほ笑えみながら言う朱乃さんだが、視し線せんは鋭するどい。

　敵てき意いと戦意をフリードへ向けている。

「いいよ、その熱視線。お姉さん最高。俺を殺そうって思いが伝わってくる。これは恋こい？　違ちがうね。俺は思うよ。これは殺意！　最高！　これ最高！　殺意は向けるのも向けられるのもたまらんね！」

「なら、消し飛ぶがいいわ」

　スッと俺の横に現れたのは紅くれないの髪かみの少女──リアス部長だ！

「イッセー、ゴメンなさいね。まさか、この依い頼らい主ぬしのもとに『はぐれ悪魔祓い』の者が訪おとずれるなんて計算外だったの」

　謝あやまる部長は俺の姿すがたを見るなり、目を細めた。

「……イッセー、ケガをしたの？」

「あ、すみません……。そ、その、撃うたれちゃって……」

　半笑いで誤ご魔ま化かす俺。

　あー、あとで怒おこられそうだ。弱くてすみません、部長。

　しかし、部長は俺を咎とがめることはせず、冷れい淡たんな表ひよう情じようを神父に向けた。

「私のかわいい下げ僕ぼくをかわいがってくれたみたいね？」

　低く怖こわい声だ。

　うおっ。部長、キレてる？　原げん因いんは俺？

「はいはい。かわいがってあげましたよぉ。本当は全身くまなくザクザク切り刻きざむ予定でござんしたが、どうにも邪じや魔まが入りまして、それは夢ゆめ幻まぼろしとなってしまいましたぁ」

　ボンッ！

　神父の後方、リビングの家具の一部が消し飛んだ。

　部長だ。部長が魔力の弾たまを手から発した。

「私は、私の下僕を傷きずつける輩やからを絶ぜつ対たいに許ゆるさないことにしているの。特にあなたのような下品極きわまりない者に自分の所有物を傷つけられることは本当に我が慢まんできないわ」

　空気さえ凍こごえるような迫はく力りよくだ。

　殺気がリビングを包み込んだ。部長の周囲に魔力の波動らしきものが発生している。

「！　部長、この家に堕だ天てん使しらしき者たちが複ふく数すう近づいていますわ。このままでは、こちらが不利になります」

　何かを感じたのか、朱乃さんがそう言う。

　堕天使が近づいている？　あの黒い翼つばさの奴やつが？

　部長は神父をひと睨にらみする。

「……朱乃、イッセーを回かい収しゆうしだい、本ほん拠きよ地ちへ帰き還かんするわ。ジャンプの用意を」

「はい」

　部長に促うながされ、朱乃さんが何やら呪じゆ文もんを唱えだした。

　ジャンプ？　このまま部室へ逃にげ帰るのか？

　俺はふいに視線をアーシアへ向ける。

「部長！　あの子も一いつ緒しよに！」

　そんなことを俺おれは部長に言っていた。

「無理よ。魔ま方ほう陣じんを移い動どうできるのは悪魔だけ。しかもこの魔方陣は私の眷けん属ぞくしかジャンプできないわ」

　そ、そんな……。

　俺とアーシアの視線が合う。彼女はニッコリと笑うだけだ。

「アーシア！」

「イッセーさん。また、また会いましょう」

　それがその場での最後の会話だった。

　次の瞬しゆん間かん、朱乃さんの詠えい唱しようが終わり、床ゆかの魔方陣が再ふたたび青く光りだした。

「逃がすかって！」

　神父が切り込こんでくるが、小猫ちゃんが大きなソファーを軽々と持って投げつける。

　それを神父が光の剣けんで薙なぎ払はらう頃ころ、俺たちは部室へ転移していた。

　部室に戻ってきた俺は初めての魔方陣ジャンプの感想など忘わすれて、アーシアの最後の笑顔だけを思い出していた。





　　　─○●○─　　　






「悪エク魔ソ祓シいストは二通りあるわ」

　俺は、部室で足の治ち療りようを受けながら部長の話を聞いていた。

「ひとつは神の祝福を受けた者たちが行う正せい規きの悪魔祓い。こちらは神や天使の力を借りて、悪魔を滅めつするの。そして、もうひとつ。──『はぐれ悪魔祓い』よ」

「はぐれ？」

　俺の問いに部長は頷うなずく。

　また「はぐれ」か。

「悪魔祓いは神の名のもとに魔を滅する聖せいなる儀ぎ式しき。だけれど、悪魔を殺すこと自体を楽しむようになるエクソシストがたまに現あらわれるわ。悪魔を倒たおすことに生き甲が斐いや悦えつ楽らくを覚えてしまった輩やからのこと。彼らは例外なく神側の教会から追放されるわ。もしくは、有害とみなされて裏うらで始末される」

「始末……殺されるのか」

「でも、生き延のびる者もいる。そういう輩はどうなると思う？　簡かん単たんよ。堕だ天てん使しのもとへ走るの」

「堕天使って黒い翼つばさのですよね？」

「ええ。堕天使も天から追放されたとはいえ、光の力──悪魔を滅する力を有しているわ。堕天使も先の戦争で仲間や部下の大半を失った。そこで彼らも私たちと同じように下げ僕ぼくを集めることにしたの」

　そこまで説明されて、俺でもわかった。

「悪魔を殺したいエクソシストと悪魔が邪じや魔まな堕天使は利害が一いつ致ちしたってことですね？」

「そうよ。『はぐれ悪魔祓い』とはそういうこと。悪魔狩がりにハマりこんだ危険なエクソシストたちが堕天使の加か護ごを受けて悪魔と悪魔を召しよう喚かんする人間へ牙きばをむいたのよ。さっきの少年神父はそれ。背はい後ごに堕天使がいる組そ織しきに属する『はぐれ悪魔祓い』の者。正規の悪魔祓いではなくても危き険けん極きわまりないわ。いえ、リミッターが外れている分、普ふ通つうの悪魔祓いよりも相当危あぶないわね。関かかわり合いになるのは私たちにとって得とく策さくではないわ。イッセーの行った教会は神側ではなく、堕だ天てん使しが支し配はいしているもののようね」

　……ヤバいのはわかる。

　さっきのクソ神父と対たい峙じしただけでどれだけ危ないか理り解かいできた。

　あれは相当な邪悪だ。完全に、戦うこと、悪魔を殺すことに喜びを感じてやがった。

　あんなクソ神父がたくさんいるであろう堕だ天てん使し陣じん営えいに関わるのは危険だ。

　それはわかる。わかるんだ。

　けど、けど！

　俺は部長に言う。

「部長、俺はあのアーシアって子を！」

「無理よ。どうやって救うの？　あなたは悪魔。彼女は堕天使の下僕。相あい容いれない存そん在ざい同士よ。彼女を救うってことは、堕天使をも敵てきに回すことになるの。……そうなったら、私たちも戦わねばならないわ」

「…………」

　俺は何も言い返せなかった。俺のわがままで部長たちに迷めい惑わくをかけてしまう。

　アーシアと部長たちを天てん秤びんにかけた。

　けれど、答えが見つからない。どちらが大事か。

　それは……それは……。

　答えを出せない自分が惨みじめで、とても矮わい小しような存在なのだとそのとき嫌いやでも痛つう感かんしてしまった。

　女の子一人救えない。

　俺は弱すぎる。
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「はぁ……」

　お昼。

　俺は学校を休み、児じ童どう公園のベンチに座すわり大きなため息をついていた。

　先日の神父にやられた銃じゆ傷しようが思いのほか、ダメージが残り、足はまだ完治していない。

　部長が言うには、「神父に力を与あたえた堕天使の光力が濃こいのでしょうね」だそうで、「光は毒」な悪魔にとってかなり厄やつ介かいなものらしいです。

　この足では悪魔の仕事もできないだろうと、部長から休むよう言い渡わたされてしまった。

　学校には部長のほうから話がいっているだろう。なんたって、部長はあの学園を裏うらで仕切ってるぐらいだし。

　ぐーっ。

　腹はらが鳴る。そういや、朝から何も食ってないな。

　ずーっとアーシアや俺の悪魔人生を考えていたからね。

　どうやってアーシアを助けようか。いや、そもそもアーシアはいまの環かん境きようを憂うれいているのか？

　それがわからない。

　でも自分を殴なぐる頭のイカレた神父がいる職しよく場ばでがんばりたくはないだろう、と自分勝手に思ってみる。

　うーん。

　俺が独どく断だんで動いたら部長たちに多大な迷惑をかけるしなぁ。

　……強くなりたい。

　それがいま一番、俺の心中を支し配はいするものだ。

　強くないと叶えられないことが多い。それが、まだ短い悪魔人生で俺が感じたこと。

　どうやら、俺の生きる道は腕うでっ節ぷしがないと前進できそうにない。

　あれから神セイクリツド器・ギアを好きなときに出せるようにはなった。けれど、いまだ発動してくれないため、宝たからの持ち腐ぐされをしている。って、神セイクリツド器・ギアに頼たよるような根こん性じようじゃダメなのかな。

　よし。傷きずが癒いえたら、筋きんトレ始めよう！　んで、部長と朱乃さんに魔ま力りよくの使い方を教えてもらう。

　……遺い憾かんだが、木場にも剣の使い方を教えてもらおうかな。

　とりあえずの目標ができた。

　あのクソ神父よりも強くなる。いや、最低でも堕天使と出会って逃にげられるぐらいは強くなるべきだな。

　俺、『兵ポー士ン』だけど、がんばればなんとかなるはずだ。そう思いたい。

　うん、目的も新たにしたし、どこかで昼飯買って家に戻もどろう！

　と、重い腰こしをベンチからあげたとき、視し界かいに金色が映うつりこんだ。

　ハッと思って、顔を向けるとそこには見知った金きん髪ぱつの少女が立っていた。

　あちらもこちらに気づく。お互たがい、その出会いに驚おどろいていた。

「……アーシア？」

「……イッセーさん？」
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「あぅぅ……」

　不ふ思し議ぎな光景だった。

　ハンバーガーショップのレジでシスターが困こん惑わくしている。

「あ、あの注文は……」

　対たい応おうに困こまっているのは店員も同じだ。

　昼食時、俺はアーシアを連れて繁はん華か街がいのハンバーガーショップを訪おとずれていた。

　どうやら、アーシアはこの手のお店に入るのは初めてだったらしく、注文に四苦八苦していた。

　俺が手伝うと申し出たのだが、「大だい丈じよう夫ぶです。一人で何とかしてみせます」と胸むねを張はりながら宣せん言げんしたもんだから見守っていたのだが……。

　考えてみりゃ、キミ、日本語しゃべれないじゃないか。

　見かねて、俺が隣となりからフォローを入れる。

「すみません。俺と同じメニューで」

「わかりました」

　店員さんもそれで注文を受け取ってくれた。

　アーシアは「がーん」と軽いショックを受けているようだ。

「あうぅ、情なさけないです。ハンバーガーひとつ買えないなんて……」

「ま、まあ、まずは日本語から慣なれていこうぜ」

　落ち込む彼女を励はげましつつ、俺とアーシアはハンバーガーのセットメニューを受け取って、空いている席へ向かった。

　店内を移い動どう中ちゆう、どの男だん性せい客きやくもアーシアを目で追っていた。

　シスターが珍めずらしいってのもあるだろうけど、目を引くほどかわいいからな。

　そりゃ、見かけた男なら誰だれでも二度見以上してしまうだろうさ。

　対面して座すわったわけだが、アーシアはハンバーガーをマジマジと見つめるだけでなかなか食べようとしない。

　というか、食べ方がわからないのか？

　おおっ、なんとベタな展てん開かいだ。

「姫ひめ君ぎみ、こうやって包み紙を少しだけずらして一気にかぶりつくのですよ」

　俺は苦く笑しようしながら、手本として食べてみせる。

「そ、そんな食べ方があるなんて！　す、すごいです！」

　……なんて新しん鮮せんな反はん応のうだ。本当、かわいいよアーシア。

「ポテトもこうやって手づかみです」

「なんと！」

　フライドポテトを食べる俺を興きよう味み深ぶかそうに眺ながめるアーシア。

「いやいや、アーシアも食べな」

「は、はい」

　ハンバーガーに小さくかぶりつく彼女。

　もぐもぐと口を動かし食べ始める。

「お、おいしいです！　ハンバーガーっておいしいんですね！」

　目を輝かがやかせながら言ってるよ、この子。普ふ段だん何を食べてるんだ？

「ハンバーガー食べたことないの？」

「はい。テレビではよく見ていたのですが、実じつ際さい食べたのは初めてです。感動です！　おいしいです！」

「あらら。じゃあ、普段は何を食べているの？」

「パンとスープが主です。お野菜やパスタのお料理も食べますよ」

　なんとも質しつ素そだな。教会ってそんなものなのか？

「そうかそうか。なら、いまだけはよーく味わいなよ」

「はい。おいしくいただきます」

　パクパクと本当においしそうに食べているアーシア。

　しかし、なんであの公園にいたんだ？

　休み時間があったので出てきたと言っていたけど、どう見てもあのときは何かに怯おびえながら移い動どうしてたぞ。

　俺おれを見かけた瞬しゆん間かん、気が抜ぬけたように安心してたけど。

　聞きたいけど、野や暮ぼだろうか。彼女自身から話してくれたほうがいいかもしれない。

　俺ならいつでも助けるけど。

　部長たちのこともある。気軽にこちらから悩なやんでいることなどを聞けない。

　もどかしいね。

　何やら、ハンバーガーをうれしそうに食べているし、いま憂ゆう鬱うつな気分にさせるのも忍しのびない。

　うん、そうだ。今日はそうしよう。

　俺の中でひとつの結けつ論ろんが出る。

「アーシア」

「は、はい」

「今日は遊ぶぞ」

「え？」

「次はゲーセンだ」







「峠とうげ最速伝説イッセー！」

　ブゥゥゥン！

　アクセルを踏ふみ、カーブで手早くギアチェンジ！

　そして一気に相手車両を抜き去る！

「速いです！　速いです、イッセーさん！」

　ふふふ、見ているかアーシア？　俺のハンドルさばきに酔よいしれな！

　などと、俺はアーシアを連れてゲーセンのレーシングゲームをしていた。

　こう見えても、オカルト研究部に入るまでは帰き宅たく部ぶだったのですよ。

　松まつ田だと元もと浜はまと三人で近くのゲーセンを駆かけ抜けていたものさ。

　レーシングゲームだろうと、何だろうと来いってんだ！

『WIN!』

　俺の勝利を告げる文字が画面に映うつし出される。

　ああ、また世界の速度を縮ちぢめてしまった……。と、自分で酔いしれてみる。

　ふとアーシアが視し界かいから消えていた。きょろきょろと見み渡わたすと、クレーンゲームの前に張はりついていた。

「どうした？」

「はぅ！　い、いえ……。べ、別になんでもないです」

　俺が声をかけると、何やら誤ご魔ま化かしてくる。

「何か欲ほしいのか？」

　クレーンゲームの中身を見ると、人気キャラクターの『ラッチューくん』の人形があった。ネズミが元のかわいいマスコットキャラだ。

　そういや、このキャラクター、日本発なのに世界的に人気だったな。

　だから、アーシアも知っているのか。

「アーシア、ラッチューくん好きなのか？」

「え！　い、いえ、そ、その……」

　アーシアは顔を紅こう潮ちようさせ、俯うつむきながら恥はずかしそうに頷うなずいた。

「よし。俺が取ってやる！」

「えっ！　で、でも！」

「いいから、俺が取るよ」

　善ぜんは急げだ。俺は即そくコインを投入して、クレーンを動かし始めた。

　こう見えても、クレーンゲームはそれなりの成績なんだぜ？

　そうは思ったものの、これがまた苦戦してしまった。

　一度目はいいところで人形を落とし、二度目は問題外でスカ。

　三度目、四度目と外し、アーシアが不安がるようになった五度目でやっと人形を落とし口に放ほうり込こんだ！

「よっしゃ！」

　俺は思わずガッツポーズを取りながらも取り出し口に落ちてきたラッチューくん人形を手にする。それをアーシアに渡した。

「ほら、アーシア」

　人形を受け取ったアーシアは心底うれしそうにその人形を胸むねに抱だいた。

「ありがとうございます、イッセーさん。この人形、大事にしますね」

「おいおい、そんな人形ぐらいだったら、また取ってあげるよ」

　そうは言ったものの、彼女は首を横に振る。

「いえ、今日いただいたこのラッチューくんは今日の出会いが生んだ素す敵てきなものです。この出会いは今日だけのものですから、この人形を大事にしたいです」

　……なんとも恥ずかしいセリフだ。

　でも、この子が言うとなんていうか、様になるな。

　まあいいさ！

「よし！　まだまだこれからだ！　アーシア、今日一日遊びつくすぞ！　ついて来い！」

「は、はい！」

　俺はアーシアの手を引き、ゲーセンの奥おくへと向かった。
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「あー、遊びすぎたな」

「は、はい……少し疲つかれました……」

　二人で苦く笑しようしながら、歩道を歩いていた。

　すでに空は夕日となっている。

　ハハハ、学校休んで夕方まで思う存ぞん分ぶん遊んでしまった。

　お巡まわりさんに出会わなかったのが幸運だったろうか。出会っていたら即補ほ導どうされてそうだ。

　結けつ構こう、クタクタになっていた。俺もアーシアも。

　でもゲーセンやいろんな店に赴おもむくとそのたびに反はん応のうが新しん鮮せんで、横で見ていても飽あきなかったよ。

　ていうか、夕麻ちゃんとのデートで役立てようと蓄たくわえていた知ち識しきが存分に発はつ揮きできたような気がする。まさか、こんなときに役立つとは人生わからんものです。

「ととと」

　俺はふいに訪おとずれた足の違い和わ感に躓つまずきそうになった。

「いたた」

　と、痛いたみも少しだけ走る。

　例のケガだ。クソ神父に撃うたれた銃じゆう創そうがいまだにチクチクと痛む。

　完治はもう少し先かな。

「……イッセーさん、ケガを？　もしかして、先日の……」

　アーシアの表ひよう情じようが曇くもった。

　まずいことをしたと思った。せっかく楽しい時間を送っていたのに、嫌いやなことを思い出させてしまったかもしれない。

　けれど、アーシアはその場で身を屈かがめて、俺の患かん部ぶを調べだしていた。

「ズボン、あげてもらってもいいですか？」

「あ、ああ」

　裾すそをあげて、左のふくらはぎを露あらわにする。銃創が残っていた。

　アーシアがそこへ手のひらを当てる。

　俺のふくらはぎを温かく、やさしい光が照らす。

　本当に、温かい光だ。緑色の光。アーシアの瞳ひとみと同じで綺き麗れいだよ。

　彼女のやさしさが光に込められているような気がした。

「これでどうでしょうか？」

　アーシアの光が止まり、俺に足を動かすように促うながしてくる。

　軽く足を動かしてみた。

　おっ。おおっ。これはすげぇ！

「すげぇよ、アーシア。違和感がなくなったよ！　痛みも全然ないぞ！」

　俺は大おお袈げ裟さにその場で小走りしてみせる。

　それを見てアーシアもうれしそうに微ほほ笑えんだ。

「すごいな、アーシアは。治ち療りようの力、すごい力だよ。……これって、神セイクリツド器・ギアだよね？」

「はい。そうです」

　やはり、そうなのか。

「実は、俺も神セイクリツド器・ギア持ってるんだ。大して役に立っていないけど。いまのところは」

　俺の告白にアーシアは目を丸くしていた。

「イッセーさんも神セイクリツド器・ギアを持っているんですか？　全然、気づきませんでした」

「ははは、なんか俺の効こう果かとかまだわからないからさ。それに比くらべたら、アーシアの力はすごいよ。これって、人や動物、俺みたいな悪あく魔ままで治せるんだね」

　アーシアは複ふく雑ざつそうな表情を浮うかべたあと、少しだけ俯いた。

　少しして、彼女の頬ほおを一ひと筋すじの涙なみだが流れる。

　それは一度だけではなく、徐じよ々じよに徐々に流れ出した。

　彼女はその場で咽むせび泣きだした。

　俺はどうしたらいいかわからず、アーシアを連れて座すわれる場所を探さがした。

　街がい路ろ樹じゆに設もうけられたベンチへ俺とアーシアは腰こしをおろす。

　そこで彼女の口から語られたのは「聖せい女じよ」と祭まつられた少女の末路だ。

　欧おう州しゆうのとある地方で生まれた少女は生まれてすぐに両親から捨すてられた。

　捨てられた先の教会兼けん孤こ児じ院いんでシスターと他の孤児たちと共に育てられる。

　子こ供どもの頃ころから信しん仰こう深ぶかく育てられた少女の身に力が宿ったのは、八つの頃だ。

　偶ぐう然ぜん、負ふ傷しようをした子犬のケガを不ふ思し議ぎな力で治ち療りようしたところをカトリック教会の関係者に見つけられる。

　それから、少女の人生は変わりだす。

　少女は、カトリック教会の本部に連れて行かれ治ち癒ゆの力を宿した「聖女」として、担かつぎ出された。

　訪おとずれる信者に加か護ごと称しようして、体の悪いところを治療してあげる。

　噂うわさは噂を呼よび、少女は多くの信者から「聖女」として崇あがめられた。

　少女の意思など関係なしに。

　待遇に不満はなかった。教会の関係者はよくしてくれるし、ケガをした人を治すのは嫌きらいではない。

　自分の力が役立つのがうれしかったぐらいだ。

　神様が授さずけてくれたものに少女は感かん謝しやした。

　だけど、少しだけ寂さびしかった。

　少女には心を許ゆるせる友人が一人もいなかったからだ。

　どの人もやさしくしてくれて、大事にしてくれる。だが、誰だれも少女の友達になってくれる人はいなかった。

　理り解かいしていた。

　彼らが裏うらで自分の力を異い質しつなものを見るような目で見ていることを。

　人間ではなく、まるで「人を治療できる生物」のような感じで。

　ある日、転機が訪れる。

　たまたま少女は自分の近くに現あらわれた悪魔を治療してしまったのだ。

　ケガをしていた悪魔。少女は見捨てられなかった。

　悪魔といえど、ケガをしているなら、治さなくちゃいけない。

　生来のやさしさがそうさせたのだろう。

　それが少女の人生を反転させた。

　その光景を偶然見ていた教会関係者の一人が、それを内部に報ほう告こくする。

　内部の司祭は、その事実に驚きよう愕がくした。

「悪魔を治療できる力だと!?」

「そんなバカなことがあるはずがない！」

「治癒の力は神の加護を受けた者にしか効こう果かを及およぼせないはずだ！」

　そう、治癒の力を持った者は世界の各地にいた。

　けれど、悪魔を治癒する力は規き格かく外がいだった。治癒の力は悪魔と堕だ天てん使しには効果がないというのが常じよう識しきとして教会内部で認にん知ちされていたからだ。

　事例は過か去こにもあったようだ。

　神の加護を受けない悪魔、そして堕天使すらも治療できる力。しかし、それは「魔女」の力として恐おそれられていた。

　そして教会の司祭たちは少女を異い端たん視しするようになる。

「悪魔を癒いやす魔女め！」

　聖女として崇あがめられた少女は、悪魔を治療できるというだけで今度は「魔女」として恐れられ、呆あつ気けなくカトリックから捨すてられた。

　行き場のなくなった少女を拾ったのは極東にある「はぐれ悪エク魔ソ祓シいスト」の組そ織しき。

　つまり、堕天使の加護を受けなければならなくなったのだ。

　間ま違ちがっても少女は一度も神への祈いのりを忘わすれたことなどない。感かん謝しやも忘れたこともない。

　なのに、少女は捨てられた。

　神は助けてはくれなかったんだ。

　一番ショックだったのは、教会で自分を庇かばってくれる人が一人もいなかったこと。

　少女の味方は誰もいなかった。

「……きっと、私の祈りが足りなかったんです。ほら、私、抜ぬけているところがありますから。ハンバーガーだって、一人で買えないぐらいバカな子ですから」

　少女──アーシアは笑いながら、涙なみだを拭ぬぐった。

　俺おれは、かける言葉を失っていた。

　想そう像ぞうを絶ぜつする彼女の過か去こを知り、どうやって声をかけていいかわからなくなっていたんだ。

　先ほどのように、彼女は悪魔の傷きずですら治してしまう治癒の力を持った神セイクリツド器・ギア所有者だ。

「これも主の試練なんです。私が全然ダメなシスターなので、こうやって修しゆ行ぎようを与あたえてくれているんです。いまは我が慢まんのときなんです」

　笑いながら自分に言い聞かせるようにアーシアは言う。

　もう、それ以上は言わなくてもいいんだよ……。

「お友達もいつかたくさんできると思ってますよ。私、夢ゆめがあるんです。お友達と一いつ緒しよにお花を買ったり、本を買ったりして……おしゃべりして……」

　彼女は涙を溢あふれさせていた。

　見ていられないほどだった。きっと、ずっと我慢してきたんだ。

　ずっとずっと自分の意思を心の奥おくへ引っ込めて、神の加か護ごを待っていたんだ。

　おい。

　おい、神様！

　どういうことだよ!?　なんでこの子を救ってやらないんだよ！

　誰よりもあんたに救いを求めているじゃないか！　誰よりもあんたへ敬けい意いを払はらっているじゃないか！

　何してんだよ！　なんで何もしてやらないんだよ！

　俺はあんたのことを何ひとつ知らないし、信しん仰こうなんてしたこともない。おまけに悪魔だしな。

　だからって、声をかけるぐらい、俺みたいな悪魔にもできるんだぞ!?

　神セイクリツド器・ギアはあんたが与あたえているんじゃないのか!?

　こんなの！　こんなのねぇよ！

　あー、わかったよ。なら、こうしてやる！　見てろよ、神様さんよ！

　俺は彼女の手を取る。涙に濡ぬれる彼女の目を真まっ直すぐ見つめながら俺は言う。

「アーシア、俺が友達になってやる。いや、俺たち、もう友達だ」

　俺の言葉にアーシアはキョトンとしている。

「あ、悪魔だけど、大だい丈じよう夫ぶ。アーシアの命なんて取らないし、代だい価かもいらない！　気軽に遊びたいときに俺を呼よべばいい！　あー、ケータイの番号も教えてやるからさ」

　ポケットに手を突つっ込んでケータイを取り出す。

「……どうしてですか？」

「どうしてもこうしてもあるもんか！　今日一日俺とアーシアは遊んだだろう？　話しただろう？　笑いあっただろう？　なら、俺とアーシアは友達だ！　悪魔だとか人間だとか、神様だとかそんなの関係ない！　俺とアーシアは友達だ！」

「……それは悪魔の契約としてですか？」

「違ちがうさ！　俺とアーシアは本当の友達になるんだ！　わけのわからないことは抜き！　そういうのはなしだ！　話したいときに話して、遊びたいときに遊んで、そうだ、買い物も今度付き合うよ！　本だろうが花だろうが何度でも買いに行こう！　な？」

　我われながら下へ手たな会話だと思う。色気も雰ふん囲い気きもあったもんじゃない。木場ならこんなときに洒しや落れたことが言えるんだろうな。

　けれど、アーシアは口元を手で押おさえながら、再ふたたび涙を溢れ出させていた。

　でも、今度の涙は哀かなしそうなものではない。

「……イッセーさん。私、世間知らずです」

「これから俺と一緒に町へ繰くり出せばいい！　いろんなものを見て回れば、んなもん問題ないさ」

「……日本語もしゃべれません。文化もわかりませんよ？」

「俺が教えてやるよ！　ことわざまで話せるようにしてやらぁ！　俺に任まかせろ！　なんなら日本の文化遺い産さんでも見て回ろうぜ！　サムライ！　スシ、ゲイシャだぞ！」

「……友達と何をしゃべっていいかもわかりません」

　俺はアーシアの手を強く握にぎってやる。

「今日一日、普ふ通つうに話せたじゃないか。それでいいんだよ。俺たちはもう友達として話していたんだ」

「……私と友達になってくれるんですか？」

「ああ、これからもよろしくな、アーシア」

　その言葉に彼女は泣きながら笑って頷うなずいてくれた。

　ああ、これでＯＫだ。

　俺とアーシアは友達だ！　なんて臭くさい場面だろうか。

　あとで俺はベッドでこの場面を思い出して、恥はずかしさのあまりにのた打ち回るんだろうな。

　それでもいいさ。

　アーシアが笑ってくれるんなら、それでいい。

　辛つらい過か去この出来事。俺にはどれぐらい辛かったのかはわからないかもしれない。

　でも、これから彼女を楽しませる自信はある！

　悪魔とシスターの友達でもいいじゃないか。最初はダメな関係だとは思ったけど、そんなものいまはどうでもいい。

　俺はこの子と絶ぜつ対たいに友達としてこれからも出会う。それは誰だれにも邪じや魔まはさせない。

　俺がアーシアを守る！

「無理よ」

　俺の心中を否ひ定ていするかのように、第三者の声が耳に入った。

　声がした方向へ顔を向けたとき、俺は絶ぜつ句くした。

　そこにはよく知った顔があったからだ。

　黒くろ髪かみがツヤツヤでスレンダーな彼女。

　天野夕麻ちゃんの姿がそこにあったからだ。

「ゆ、夕麻ちゃん……？」

　俺の驚いた声こわ音ねに、彼女はクスクスとおかしそうに笑いを漏もらす。

「へぇ。生きてたの。しかも悪魔？　嘘うそ、最悪じゃないの」

　その声は、あのかわいらしい夕麻ちゃんのものではなく、大人っぽく妖よう艶えんさを感じさせるものだった。

「……レイナーレさま……」

　アーシアが夕麻ちゃんをそう呼んだ。

　レイナーレ？　ああ、そうか。忘わすれていたよ。

　天野夕麻は堕だ天てん使しだ。そうでした。一いつ瞬しゆん、そのことを頭から消し去っていたよ。

　なるほど、堕天使レイナーレ。それが彼女の本当の名前か。

「……堕天使さんが、何か用かい？」

　俺が話しかけると彼女は嘲ちよう笑しようする。

「汚きたならしい下級悪あく魔まが気軽に私へ話しかけないでちょうだいな」

　堕天使は心底汚らしいものを見るかのような侮ぶ蔑べつ的な目で俺を睨にらむ。

「その子、アーシアは私たちの所有物なの。返してもらえるかしら？　アーシア、逃にげても無む駄だなのよ？」

　逃げる？　どういうことだ？

「……嫌いやです。私、あの教会へは戻もどりたくありません。人を殺すところへ戻りたくありません。……それにあなたたちは私を……」

　はっきりとアーシアは嫌けん悪おの言葉を返す。

　何があった？　あの教会で何かあったのか？

「そんなこと言わないでちょうだい、アーシア。あなたの神セイクリツド器・ギアは私たちの計画に必要なのよ。ね、私と一いつ緒しよに帰りましょう？　これでもかなり捜さがしたのよ？　あまり迷めい惑わくをかけないでちょうだい」

　近づいてくるレイナーレ。

　アーシアは俺の陰かげに隠かくれる。彼女の体は恐きよう怖ふで震ふるえていた。

　俺も彼女を庇かばうように前へ出る。

「待てよ。嫌がっているだろう？　ゆう、いや、レイナーレさんよ、あんた、この子を連れて帰ってどうするつもりだ？」

「下級悪魔、私の名前を呼よぶな。私の名が汚けがれる。あなたに私たちの間のことは関係ない。さっさと主あるじのもとへ帰らないと、死ぬわよ？」

　レイナーレは手に光を集めだす。

　槍やりか？

　一度、それで俺は殺されている。

　その前になんとか先手を！

「セ、セイクリッド・ギア！」

　俺が天に向かって叫さけぶと、左ひだり腕うでを光が覆おおい、赤い籠こ手てへ変へん貌ぼうしていく。

　よし！　成功！

　例の形を取らなくても神セイクリツド器・ギアを発動するように陰ながら練習したかいがあったぜ！　俺の神セイクリツド器・ギアを見て、レイナーレは一瞬虚きよを衝つかれるが、すぐに哄こう笑しようをあげる。

「上の方々にあなたの神セイクリツド器・ギアが危き険けんだからと以前命を受けたわけだけれど、どうやら、上の方々の見けん当とう違ちがいだったようね！」

　心底おかしそうに堕だ天てん使しは嘲あざ笑わらう。

　なんだ？　何がおかしいんだ？

「あなたの神セイクリツド器・ギア、ありふれたもののひとつなのよ。『龍トウワイのス・クリ手テイカル』と呼ばれるもの。所有者の力を一定時間、倍にする力を持っているけれど、あなたの力が倍になったところでまったく怖こわくはないわ。本当、下級悪魔にお似に合あいのシロモノね」

　所有者の力を倍にする能のう力りよく？　それが俺の神セイクリツド器・ギアの力なのか？

　しかもありふれているって……。

　だが、いまはそれでも十分だ。

　なんとかレイナーレを退しりぞけて、アーシアを連れてどこかへ逃げる！

　どこかってどこだ？　学校？

　ダメだ。部長たちに迷惑をかける。

　俺の家？　家族にどう説明すればいいんだ？

　……ちくしょう。俺、友達なのにアーシアを連れて行くところがわからねぇぞ！

　あー！　そんなことあとで考える！　まずは目の前の堕天使を倒たおす！

　くそ！　元カノと戦うなんて最悪じゃないか！

　なんで俺はこういうのばっかなんだ！

「神セイクリツド器・ギア！　動きやがれ！　俺の力を倍にしてくれんだろう!?　動いてみせろ！」

　そのとき、甲こう部分にある宝ほう玉ぎよくが光りだす。

『Boostブースト!!』

　音声が発せられた。瞬しゆん間かん、俺の体に力が流れ込んでくる。

　これが倍になるってことか！

　よっしゃ！　これで──。

　ズンッ。

　鈍にぶい音がする。俺の腹ふく部ぶに突つき刺ささるものがあった。

　光の槍だ。また、投げられた。

「力が倍になっても、こんなに弱めて撃うった槍すら撥はね返せない。一の力が倍の二になったところで、私との差は埋うめられないわ。よくわかったかしら？　下級悪魔くん」

　倒れこむ俺。

　ヤバイ。光は毒。悪魔にとって毒なんだ。しかも腹部、これは──。

　激げき痛つうと死を覚かく悟ごした俺だが、体に痛いたみが走ることはなかった。

　俺の体を緑色の光が包み込んでいたからだ。

　見れば、俺の体をアーシアが治ち療りようしてくれていた。俺の腹部へ手を当てて、治ち癒ゆしてくれている。

　光の槍が徐じよ々じよに小さくなり、しだいに消えていく。

　痛みは一いつ切さい感じない。むしろ、逆ぎやくにアーシアの温かさを感じるぐらいだ。

「アーシア。その悪魔を殺されたくなかったら、私と共に戻もどりなさい。あなたの神セイクリツド器・ギアは我われ々われの計画に必要なのよ。その力、『聖トワイ母ライトの・微ヒー笑リング』はそこの下級悪魔くんの神セイクリツド器・ギアと違ちがって希少な神セイクリツド器・ギアなの。応おうじないのなら、その悪魔を殺すしかないわ」

　レイナーレは冷れい酷こくな提示をしてくる。

　俺の命が人ひと質じちかよ！　そうはさせるか！

「う、うるせぇ！　お、おまえなんか──」

「わかりました」

　俺の言葉を遮さえぎって、アーシアは堕天使の提示を受け入れる。

「アーシア！」

「イッセーさん。今日は一日ありがとうございました。本当に楽しかったです」

　彼女が浮うかべる満面の笑えみ。俺の腹部の傷きずは完全に塞ふさがった。

　それを確かく認にんすると、アーシアはレイナーレのほうへ進みだす。

「いい子ね、アーシア。それでいいのよ。問題ないわ。今日の儀ぎ式しきであなたの苦く悩のうは消え去るのだから」

　レイナーレはいやらしい笑みを浮かべていた。

　くそ！　あんなの俺の知っていた頃ころの夕麻ちゃんと似にても似つかないぜ！

　つーか、儀式ってなんだよ！　不ふ吉きつ極きわまりない単語じゃないか！

　俺はアーシアへ叫さけぶ。

「アーシア！　待てよ！　俺たち友達だろう！」

「はい。こんな私と友達になってくれて本当にありがとうございます」

　俺はアーシアを守ると誓ちかったんだ。

「お、俺がアーシアを！」

　振ふり返った彼女の表ひよう情じようはいまだ満面の笑みに包まれている。

　その笑顔に俺は一瞬見入ってしまった。

「さようなら」

　それが彼女の別れの言葉だった。

　アーシアの体をレイナーレの黒い翼つばさが覆おおう。

「下級悪魔、この子のおかげで命拾いしたわね。次に邪じや魔まをしたら、そのときは本当に殺すわ。じゃあね、イッセーくん」

　嘲あざ笑わらう堕だ天てん使しは、アーシアを抱だいたまま空高く飛び上がる。

　そして、空のかなたへ消え去ってしまった。

　あとに残されたのは、黒い羽と俺、そして、ラッチューくんの人形が路面に落ちていた。

　──何もできなかった。

　何が「アーシアを守る」だよ。

　俺は地面にひざをつき、何度も何度も拳こぶしをアスファルトへ打ちつけた。

　激はげしく歯は噛がみして、悔くやしくて涙なみだが流れてくる。

　ちくしょう。ちくしょう。

　ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

「アーシア……」

　俺は空へ消えた友達の名を呼よんだ。

　返事は返ってこない。

「アーシアァァァァァァッッ！」

　俺は生まれて初めて自分の非ひ力りきさを呪のろった。









　Life.4　友達、救います！









　パン！

　部室に乾かわいた音がこだました。音の発生元は俺の頬ほおだ。

　叩たたかれた。俺は部長に頬を平手打ちされた。

　部長の顔は険けわしい。

「何度言ったらわかるの？　ダメなものはダメよ。あのシスターの救出は認みとめられないわ」

　アーシアを助けられなかった俺は、一度学校へ赴おもむき、事の詳しよう細さいを部長へ報ほう告こくした。

　報告した上で俺は、あの教会へ行くことを提てい案あんしたんだ。

　もちろん、アーシアを助けるためにだ。

　しかし、部長はその件けんに関して一いつ切さい関かかわらないと言ってきた。

　納なつ得とくできない俺は部長へ無礼承しよう知ちで詰つめ寄よった。そして、叩かれたわけだ。

　初めて叩かれた頬が予想以上に痛いたかった。特に心が。

　あんなに俺を期待してくれていた部長を裏うら切ぎることばかり言ってるからな。

　それでも譲ゆずれないものがある。

「なら、俺一人でも行きます。やっぱり、儀ぎ式しきってのが気になります。堕天使が裏で何かするに決まってます。アーシアの身に危き険けんが及およばない保ほ障しようなんてどこにもありませんから」

「あなたは本当にバカなの？　行けば確かく実じつに殺されるわ。もう生き返ることはできないのよ？　それがわかっているの？」

　部長は冷静さを振ふる舞まいながら、諭さとすように俺へ言ってくる。

「あなたの行動が私や他ほかの部員にも多大な影えい響きようを及およぼすのよ！　あなたはグレモリー眷けん属ぞくの悪あく魔まなの！　それを自覚しなさい！」

「では、俺を眷属から外してください。俺個こ人じんであの教会へ乗り込みます」

「そんなことができるはずないでしょう！　あなたはどうしてわかってくれないの!?」

　初めて部長の激げつ昂こうした姿すがたを見た気がする。

　俺、本当に迷めい惑わくばかりかけているな。

　でも、部長。やっぱり、譲れません。だって──。

「俺はアーシア・アルジェントと友達になりました。アーシアは大事な友達です。俺は友達を見み捨すてられません！」

「……それはご立りつ派ぱね。そういうことを面と向かって言えるのはすごいことだと思うわ。それでもこれとそれは別よ。あなたが考えている以上に悪魔と堕だ天てん使しの関係は簡かん単たんじゃないの。何百年、何千年と睨にらみ合ってきたのよ。隙すきを見せれば殺されるわ。彼らは敵てきなのだから」

「敵を消し飛ばすのがグレモリー眷属じゃなかったんですか？」

「…………」

　俺と部長は睨み合う。

　視し線せんはずらさない。じっと正面から見つめる。

「あの子は元々神側の者。私たちとは根底から相あい容いれない存そん在ざいなの。いくら堕天使のもとへ降くだったとしても私たち悪魔と敵同士であることは変わらないわ」

「アーシアは敵じゃないです！」

　俺は強く否ひ定ていする。あんなやさしい子が敵なわけがない！

「だとしても私にとっては関係のない存在だわ。イッセー、彼女のことは忘わすれなさい」

　んなこと言われても忘れられるはずがないじゃないか！

　そこへそそくさと朱あけ乃のさんが部長に近づき、耳打ちする。

　なんだ？　何かあったのか？　朱乃さんの表ひよう情じようも険しい。でもそれは俺と部長の言い合いに関してではなさそうだ。

　朱乃さんの報告を耳にした部長の表情がいっそう険しくなる。

　やはり、何かあったみたいだ。

　部長は俺をちらりと一目見たあと、今度は部室にいる部員全員を見み渡わたすように言った。

「大事な用事ができたわ。私と朱乃はこれから少し外へ出るわね」

　──ッ！

　そ、そんな！

「ぶ、部長、まだ話は終わって──」

　言葉を遮さえぎるように、部長は人差し指を俺の口元へ。

「イッセー、あなたにいくつか話しておくことがあるわ。まず、ひとつ。あなたは『兵ポー士ン』を弱い駒こまだと思っているわね？　どうなの？」

　俺は部長の問いを静かに肯こう定ていし、頷うなずいた。

「それは大きな間ま違ちがいよ。『兵士』には他の駒にはない特とく殊しゆな力があるの。それが『プロモーション』よ」

　プロモーション？

　なんだ、それは。

「実じつ際さいのチェス同様、『兵士』は相手陣じん地ちの最深部へ赴おもむいたとき、昇しよう格かくすることができるの。『王キング』以外のすべての駒に変化することが可か能のうなのよ。イッセー、あなたは私が『敵てきの陣地』と認みとめた場所の一番重要なところへ足を踏ふみ入れたとき、『王キング』以外の駒に変ずることができるの」

　なんてこった！　じゃ、じゃあ、俺おれは木き場ばの『騎ナイ士ト』や小こ猫ねこちゃんの『戦ルー車ク』、それに朱乃さんの『女クイ王ーン』にもなれるのか!?

「あなたは悪あく魔まになって日が浅いから最強の駒である『女王』へのプロモーションは負ふ担たんがかかって、現げん時じ点てんでは無理でしょう。けれど、それ以外の駒になら変化できる。心のなかで強く『プロモーション』を願えば、あなたの能のう力りよくに変化が訪おとずれるわ」

　すげぇ！　それを聞けただけでも大だい収しゆう穫かくだ！

　その力に俺の神セイクリツド器・ギアを合わせれば、あの神父を殴なぐり飛ばすぐらいはできるかもしれない！

「それともうひとつ。神セイクリツド器・ギアについて。イッセー、神セイクリツド器・ギアを使う際さい、これだけは覚えておいて」

　部長が俺の頬ほおを手でなでてくれる。

「──想おもいなさい。神セイクリツド器・ギアは想いの力で動き出すの。そして、その力も決定するわ。あなたが悪魔でも、想いの力は消えない。その力が強ければ強いほど、神セイクリツド器・ギアは応こたえるわ」

　──想う。

　想いの力が神セイクリツド器・ギアを動かす……。

　そうか、俺おれの願いが強ければ、こいつは動いてくれるんだな。

「最後にイッセー、絶ぜつ対たいにこれだけは忘わすれないこと。『兵士』でも『王』を取れるわ。これは、チェスの基き本ほんよ。それは悪魔の駒でも変わらない事実なの。あなたは、強くなれるわ」

　それだけ言い残すと部長は朱乃さんと共に魔ま方ほう陣じんからどこかへジャンプしてしまった。

　部室に残されたのは俺と木場と小猫ちゃんのみ。

　俺は息を大きく吐はいたあと、意を決してその場から去ろうとする。

「兵ひよう藤どうくん」

　木場が呼よび止める。

「行くのかい？」

「ああ、行く。行かないといけない。アーシアは友達だからな。俺が助けなくちゃならないんだ」

「……殺されるよ？　いくら神セイクリツド器・ギアを持っていても、プロモーションを使っても、エクソシストの集しゆう団だんと堕だ天てん使しを一人で相手にはできない」

　正せい論ろんだ。

　んなことはわかってる。重々承しよう知ちだ。

「それでも行く。たとえ死んでもアーシアだけは逃にがす」

「いい覚かく悟ご、と言いたいところだけど、やっぱり無む謀ぼうだ」

「だったら、どうすりゃいいってんだ！」

　怒ど鳴なる俺に木場はハッキリと言ってくる。

「僕ぼくも行く」

「なっ……」

　俺は予想外の木場からの一言に言葉を一いつ瞬しゆん失う。

　そりゃそうさ。まったくもって予想に反した言葉だったんだもの。

「僕はアーシアさんをよく知らないけれど、キミは僕の仲間だ。部長はああおっしゃったけど、僕はキミの意志を尊そん重ちようしたいと思う部分もある。それに個こ人じん的に堕天使や神父は好きじゃないんだ。憎にくいほどにね」

　……こいつはこいつで何かの過か去こがあるんだろうな。

　でもこいつの口から『仲間』なんてのが出てくるとは……。

「部長もおっしゃっていただろう？　『私が敵の陣地と認めた場所の一番重要なところへ足を踏み入れたとき、王以外の駒に変ずることができるの』って。これって、遠まわしに『その教会をリアス・グレモリーの敵がいる相手陣地だと認めた』ってことだよね」

「あっ」

　俺はやっと気づく。

　そうか、そういうことだったのか。

　それで俺のプロモーション発はつ現げん条じよう件けんが揃そろう。

「部長はキミに行ってもいいって遠まわしに認めてくれたんだよ。もちろん、それは僕にフォローをしろって意味合いだとも思うけど。部長に何か考えがあるのだろうね。じゃなければ、キミを閉とじ込こめてでも止めると思うよ」

　木場は苦く笑しようする。

　……部長。ありがとうございます！

　俺は改めて部長の懐ふところの深さに感動し、心の底から感かん謝しやした。無事帰ったら、仕事チョーがんばります！

　ここにいない部長へ感謝を捧ささげている俺のもとへ、小こ柄がらな少女が一歩前へ出る。

「……私も行きます」

「なっ、小猫ちゃん？」

「……二人だけでは不安です」

　小猫ちゃぁぁぁぁぁぁん！　無む表ひよう情じようで何を考えているかわからないけど、その内に秘ひめたやさしさに触ふれられた気がしたよ！

「感動した！　俺は猛もう烈れつに感動しているよ、小猫ちゃん！」

　少女の申し出に俺は感無量となってしまっていた。

「あ、あれ？　ぼ、僕も一いつ緒しよに行くんだけど……？」

　放置された木場がなんとも寂さびしげに笑えみを引きつらせている。

　わかっているよ、木場。感謝してるぞ。

　困こまったイケメンって、なんか、ちょっとかわいいとか思ってしまった。

　よし！　これならいける！　いけるぞ！

「んじゃ、三人でいっちょ救出作戦といきますか！　待ってろ、アーシア！」

　こうして俺たち三人は教会へ向かって動き出した。
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　すでに空は暗く、街灯の光が道を照らす時間となっている。

　俺と木場、小猫ちゃんの三人は教会が見える位置で様子を窺うかがっていた。

　人の出入りはない。

　けれど、近づけば近づくほど悪お寒かんが走る。体中、嫌いやな汗あせが浮うき出るぞ。

　木場に聞いたら、「この気配からして、堕天使が中にいるのは確かく実じつだよ」と言っていた。

　なるほど、ボスはいるわけね。

「これ、図面」

　木場が路面に建物の見取り図らしきものを広げた。

　教会の図面だ。見取り図、そんなものが……。

「まあ、相手陣じん地ちに攻せめ込むときのセオリーだよね」

　にこやかに笑うイケメン。

　おおっ、なんて細やかなフォローだ。俺なんて、そんな用意すらしないで乗り込もうとしていたよ。

　改めて自分の甘あまさに閉へい口こうする。

「聖せい堂どうの他ほかに宿しゆく舎しや。怪あやしいのは聖堂だろうね」

　と、木場は図の聖堂を指差す。

「宿舎は無視していいってことか？」

「おそらくね。この手の『はぐれ悪エク魔ソ祓シいスト』の組そ織しきは決まって聖堂に細工を施ほどこしているんだ。聖堂の地下で怪しげな儀ぎ式しきを行うものなんだよ」

「どうして？」

　俺は疑ぎ問もんを口にしていた。木場は苦笑する。

「いままで敬うやまっていた聖なる場所、そこで神を否ひ定ていする行こう為いをすることで、自じ己こ満足、神への冒ぼう涜とくに酔よいしれるのさ。愛していたからこそ、捨すてられたからこそ、憎ぞう悪おの意味を込こめてわざと聖堂の地下で邪じや悪あくな呪まじないをするんだよ」

　イカレてるな。いや、精一杯敬ってくれる信徒を捨てた神様もどこか悪いのかもしれない。

　いま俺はアーシアの一いつ件けんで神様嫌いだからな。そう思ってしまうんだろう。

「入り口から聖堂までは目と鼻の位置。一気に行けると思う。問題は聖堂の中へ入り、地下への入り口を探さがすことと、待ち受けているであろう刺し客かくを倒たおせるかどうか」

　刺客……。

　それを聞いたとき、俺は嫌いやな予感がしていた。







　月明かりに照らされながら、俺たちは教会入り口で顔を見合わせて、頷うなずきあった。

　覚かく悟ごはできた！

　あとは乗り込むだけだ！　アーシア待っていろよ！

　ダッ！

　入り口を潜くぐり、一気に聖堂まで走り抜く。

　この時点で堕だ天てん使しは俺たちが乗り込んできたことを察知するという。

　ということはもう相手は俺たちの侵しん入にゆうに気づいている。

　もはや、後あと戻もどりはできない。先に進むだけだ！

　勢いきおいよく両開きの扉とびらを開け放ち、聖堂の中へ足を踏ふみ入れた。

　長なが椅い子すと祭さい壇だん。見た感じは普ふ通つうの聖堂だ。ロウソクの灯あかりと電気の灯りが内部を照らしている。

　……っと、まともじゃない部分もあった。

　十じゆう字じ架かに磔はりつけとなっている聖人の彫ちよう刻こく。その彫刻の頭部が破は壊かいされていた。

　なんとも不気味なものだ。

　パチパチパチパチ。

　突とつ然ぜん、聖堂内に鳴り響ひびく拍はく手しゆ。柱の物もの陰かげから神父らしき人ひと影かげが現あらわれる。

　そいつの顔を見て、俺は胸むなくそが悪くなった。

「ご対面！　再さい会かいだねぇ！　感動的だねぇ！」

　あの白はく髪はつのクソ神父だ！

　確たしかフリードとか言ったか？　あいつだ。こいつが刺客ってやつか。

　相変わらずふざけた笑えみを浮うかべている。

「俺としては二度会う悪あく魔まはいないってことになってんだけどさ！　ほら、俺、メチャクチャ強いんで悪魔なんて初見でチョンパなわけですよ！　一度会ったらその場で解かい体たい！　死体にキスしてグッドバイ！　それが俺の生きる道でした！　でも、おまえらが邪魔したから俺のスタンスがハチャメチャ街かい道どうまっしぐら！　ダメだよねぇ～。俺の人生設せつ計けいを邪魔しちゃダメだよねぇ～！　だからさ！　ムカつくわけで！　死ねと思うわけよ！　つーか、死ねよ！　このクソ悪魔のクズどもがよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッッ！」

　喜き怒ど哀あい楽らくをいっぺんに表したあと、神父は一気に激げつ昂こうする。

　懐ふところから例の拳けん銃じゆうと柄つかだけの剣けんを取り出す。

　ブィィン。

　光の刃やいばが出しゆつ現げんした。あれで斬きられると厄やつ介かいだろうな。銃じゆう弾だんもヤバイ。

　ただ、あのときとこちらは違ちがう。三対一だぜ。

「てめぇら、アーシアたんを助けにきたんだろう？　ハハハ！　あんな悪魔も助けちゃうビッチな子を救うなんて悪魔さまはなんて心が広いんでしょうか！　てか、悪魔に魅み入いられている時点であのクソシスターは死んだほうがいいよね！」

　死ぬ？　どういうことだ！

「おい！　アーシアはどこだ！」

「んー、そこの祭壇の下に地下への階かい段だんが隠かくされてございます。そこから儀ぎ式しきが行われている祭儀場へ行けますぞ」

　祭壇を指さしながら、あっさり地下の隠し場所を吐はきやがった。

　こいつ、刺客の自覚あるのか？　てか、吐いても俺たちを殺せば問題ないって自信からくるものなのか。

「セイクリッド・ギアァ！」

　俺の叫さけびに呼こ応おうして、左ひだり腕うでに赤い籠こ手てが装そう着ちやくされる。

　神セイクリツド器・ギアの装そう備び完かん了りよう！　よし！

　木場も鞘さやから剣を抜ぬき放ち、小猫ちゃんは──。

　はう！　俺は目玉が飛び出るほど驚おどろいていた。

　ゴゴゴ……。

　小猫ちゃんが、自身の何倍もあるであろう長椅子を持ち上げている。

「……潰つぶれて」

　ブゥン！

　小猫ちゃんは神父へ向けて長椅子をぶん投げた！

　怪かい力りき少女、なんつー規き格かく外がいの攻こう撃げき方法だよ！

「わーお！　しゃらくせぇ！」

　神父は小こ躍おどりしながら、投げ飛ばされた長椅子を光の剣で一刀両りよう断だんにした。

　両断された長椅子が床ゆかへ叩たたきつけられる。
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「そこだ」

　ダッ！

　木場が飛び出したと思ったら、すでに消えていた。

　目では追えないほどのスピードだ！

　ギィン！

　木場の剣と神父の光の剣が火花を散らす。

　光とはいえ、硬こう度どが生まれているのか。木場が剣で正面から斬きりつけても金属音を出すぐらいだからな。

「んー！　んー！　邪じや魔まくせぇ！　しゃらくせぇ！　てめぇら、なんでそんなにウザイのよ！　もうチョべリバ！　死語でゴメンね！　死後に許ゆるしてちょ！」

　音もなく発はつ射しやされる銃弾を自じ慢まんの足で避よけながら、木場は相手への攻撃の手を休めない。

　神父の攻撃をすべて避ける木場はすごい。

　だが、悪魔とまともにやり合ってる神父の野や郎ろうも相当なもんだぞ。

　うわぁ、また木場の斬ざん撃げきを受け止めやがった！

　俺おれは目で木場の動きを捉とらえきれないが、神父は捉えているんだな。

　あのクソ神父は俺一人でどうこうできる相手じゃないってことか。

　木場と神父、ついにつばぜり合いを演じだした。両者が睨にらみ合う。

「やるね。かなりキミ強いよ」

「アハハ！　あんたもやるねぇ！　『騎ナイ士ト』か！　無む駄だのない動きだぜ！　もう最高！　そうそう、これこれ。最近、こんなにいいバトルをしてなくてさぁ！　ちょいと泣きが入ってたところなんですわ！　んー！　んー！　ぶっ殺す！」

「じゃあ、僕ぼくも少しだけ本気を出そうかな」

　木場が本気を出す？　何をするつもりだ？

「喰くらえ」

　低い声こわ音ね。あの爽さわやかな木場の口から出たとは思えないほどの迫はく力りよくがあった。

　刹せつ那な、木場の剣けんから黒いモヤモヤしたものが出しゆつ現げんする。それは剣全体を覆おおいだした。

　──闇やみ。

　形けい容ようするなら、それだ。

　闇が木場の剣を覆う。いや、闇が木場の剣となっていく。

　闇の剣はつばぜり合っている神父の光の剣へ闇を延のばし、侵しん食しよくしだした。

「な、なんだよ、こりゃ！」

　驚おどろいている様子の神父。

「──『光ホーリ喰ー・イレ剣イザー』、光を喰らう闇の剣さ」

「て、てめぇも神セイクリツド器・ギア持ちか!?」

　神セイクリツド器・ギア！　木場もか！

　闇の剣とかメッチャクチャカッコイイじゃねぇか！

　くそ！　イケメンは武ぶ器きまでカッコイイのですか！

　神父の光の剣は完全に木場の剣に食われて、光を失い、刃やいばを形成できないほどとなった。

　いまだ！　ここしかない！

　俺は駆かけ出した！

「神セイクリツド器・ギア！　動けぇぇぇ！」

『Boostブースト!!』

　宝ほう玉ぎよくから音声が発生され、俺の体に力が流れ込んでくる！

　目標はクソ神父！

　その神父が俺の動きに気づいた。

「だからぁぁぁ！　しゃらくさいんだってばぁ！」

　光の弾だん丸がんが込められた銃じゆう口こうをこちらへ向ける。音もなく光の弾丸が撃うち出された。

　ここだ！

「プロモーションッ！　『戦ルー車ク』ッ！」

　バシィン！

　光の弾丸は俺の体を撃ち抜ぬくことはできずに無へと還かえった。

「！　プロモーション！　『兵ポー士ン』か!?」

　酷ひどく驚おどろいた様子の神父。

　ああ、俺は『兵士』！　おまえをぶん殴なぐる『兵士』さまだ！

「『戦車』の特とく性せい！　あり得ない防ぼう御ぎよ力りよくと！」

　俺の左の拳こぶしが神父の顔面に食い込んだ。と思ったが、俺の拳に硬かたい感かん触しよくが残った。

　だが、構かまわず一気に吹ふっ飛ばす！

　神父が後方へ大きくぶっ倒たおれた！

「バカげた攻こう撃げき力りよくだ」

　俺は息をあげながら、笑ってやった。

「あのときはよくもアーシア殴ってくれたな。一発殴れてスッキリした気分だ」

　倒れた神父だが、口から血をぺっと床ゆかへ吐はき出すとよろよろ立ち上がり始めた。

　右の頬ほおが腫はれ上がっている。

　それだけか。『戦車』にプロモーションしてみたけど、小猫ちゃんみたいな攻撃力はまだないってことか。

　いや、よく見れば神父の持つ柄つかだけの剣がボロボロになっていた。

　パンチを食らう既すんでのところであれを盾たてにしたのか？

　硬い感触はそれだな。なんつー反はん応のう速度だ。

「……んー。……あらら、クズ悪魔に殴られたうえ、わけわからんこと言われてますよ、俺ちゃんってば……。──っけんな」

　神父は怒ど声せいを張はり上げた。

「ふざけんなよッ!!　クソがぁぁぁぁぁっ！　何、悪あく魔まの分ぶん際ざいでチョーシくれてんだよぉぉぉぉぉっ！　殺す！　絶ぜつ対たいにだ！　ぶっ殺す！　徹てつ底てい的に切り刻きざみまくってやるよ、クソがぁぁぁぁ！」

　神父は懐ふところから二本目の柄だけの剣を取り出す。

　まだあるのか！　何本持ってんだ！

　しかし、神父の周囲を囲うように俺、木場、小猫ちゃんが立っていた。

　それに気づき、目で周りを見み渡わたす神父。苦笑いしだす。

「おーおー。これはもしかしてピンチってやつですかね？　んー、俺的に悪魔に殺されるのはカンベンと思う心しん情じようなので、退たい散さんしたいねぇ。悪あく霊りよう退治できないのが心残りだけどよぉ、でも死ぬのは嫌いやだよね！」

　神父は懐から丸い物体を取り出したかと思ったら、それを床に叩たたきつけた。

　瞬しゆん間かん、眩まばゆい光が俺たちの目を襲おそう。

　くそ！　目くらましか！

　視し力りよくが回かい復ふくした頃ころ、半はん眼がんで周りを見渡すと神父の姿すがたがなかった。

　すると、どこからか神父の声だけが聞こえてくる。

「おい。そこの雑ざ魚こ悪魔……イッセーくんだっけ？　俺、おまえにフォーリンラブ。絶対に殺すから。絶対だよ？　俺のこと殴ったうえに説教たれたクソ悪魔は絶対に許ゆるさないよ？　んじゃ、ばいちゃ」

　視界が完全に復活し、改めて周囲を見渡すがすでに神父の姿は影かげも形もなかった。

　……逃にげやがった。

　しかも捨すて台ぜり詞ふ付きかよ……。

　そう思っていたが、神父にこれ以上かかずらってもいられない。

　俺と木場と小猫ちゃんはお互たがい頷うなずきあうと、祭さい壇だんの隠かくし階かい段だんへ足を向けた。
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　祭壇の下にあった地下への階段を下りる俺たち三人。

　地下まで電気はきているようだ。

　木場が先頭をつとめ、前へ進む。

　階段を下りると、奥おくへ続く一本の道だけが存そん在ざいしていた。両りよう脇わきの壁かべには時折扉とびらがあるけど、これは地下室か。

　小猫ちゃんが「たぶん、この道の奥……。あの人の匂においがするから……」と奥を指差してくれた。

　アーシアは奥か。俄が然ぜん、気合が入ったぞ。

　待っていろ、アーシア。もうすぐだ！

　奥へ進むと、大きな扉が現あらわれる。

「あれか」

「おそらく、奥には堕だ天てん使しとエクソシストの大たい群ぐんが存在すると思う。覚かく悟ごはいい？」

　木場の言葉に俺と小猫ちゃんが頷く。

「わかった。じゃあ、扉を──」

　俺と木場が扉を開け放とうしたとき、扉のほうが勝手に開きだした。

　重い音を立てながら、儀ぎ式しき場じようとやらの内部が見えてくる。

「いらっしゃい。悪魔の皆みなさん」

　堕天使レイナーレが部屋の奥から言葉をかけてきた。

　部屋中、神父だらけだ。全員、光の刃やいばを発生させる剣けんを手にしていた。

　俺は奥の十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた少女を見て、叫さけんだ。

「アーシアァァ！」

　俺の言葉に気づき、アーシアがこちらへ顔を向ける。

「……イッセーさん？」

「ああ、助けにきたぞ！」

　俺が微ほほ笑えんでやると、彼女は涙なみだを流した。

「イッセーさん……」

「感動の対面だけれど、遅おそかったわね。いま、儀式が終わるところよ」

　儀式が終わる？

　どういう──。

　突とつ然ぜん、アーシアの体が光りだす。

「……あぁあ、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ！」

　アーシアが絶ぜつ叫きようを放つ。とても苦しそうに。

「アーシア！」

　駆かけ寄よろうとした俺を神父たちが囲む。

「邪じや魔まはさせん！」

「悪魔め！　滅めつしてくれるわ！」

「どけ！　クソ神父ども！　おまえらに構かまってるヒマはねぇんだ！」

　バン！

　大きな音。見れば、小猫ちゃんが神父の一人を殴なぐり飛ばしていた。

「……触ふれないでください」

　木場も闇やみの剣を抜ぬき放つ。

「最初から最大でいかせてもらおうかな。僕、神父が嫌きらいだからさ。こんなにいるなら、遠慮なく光を食わせてもらうよ」

　木場の目は鋭するどく、冷れい徹てつな意志を感じられた。

　闇の剣がドス黒い殺気を発している。全面戦争だぞ、これは。

「いやぁぁぁぁぁ……」

　そうこうしているうちに、アーシアの体から大きな光が飛び出してきた。

　それをレイナーレが手に掴つかむ。

「これよ、これ！　これこそ、私が長年欲ほつしていた力！　神セイクリツド器・ギア！　これさえあれば、私は愛をいただけるの！」

　狂きよう喜きに彩いろどられた表ひよう情じようでその大きな光を、レイナーレは抱だきしめた。

　途と端たんに眩まばゆい光が儀式場を包み込む。

　光が止やんだとき、緑色の光を全身から発する堕天使がそこにいた。

「うふふ。アハハハハハハ！　ついに手に入れた！　至し高こうの力！　これで、これで私は至高の堕天使となれる！　私をバカにしてきた者たちを見返すことができるわ！」

　高笑いする堕天使。

　俺は構かまわずアーシアのほうへ駆かけ出した。

　神父が行かせまいと立ちはだかるが、それを木場と小猫ちゃんがフォローで吹ふっ飛ばしてくれる。

　木場の剣が神父の光の刃を食くらい、武ぶ器きを失った神父を小猫ちゃんが怪かい力りき一発で打だ倒とうした。そのコンビネーションは熟じゆく練れんされており、二人の連れん携けいが一日二日で築きずき上げたものではないことを物語っている。

「サンキュー！　二人とも！」

　磔はりつけにされたアーシア。グッタリしている。

　いや、まだ大だい丈じよう夫ぶに決まっているさ！

　俺おれは手足の拘こう束そく具ぐを解ほどき、彼女を抱だきかかえる。

「……イ、イッセーさん……」

「アーシア、迎むかえにきたよ」

「…………はい」

　返事をする彼女の声はあまりに小さく、生気を感じさせなかった。

　おいおい！

　まだ大丈夫のはずだろう？　こんなことで……。

「無む駄だよ」

　俺の心中を再ふたたび否ひ定ていするかのようにレイナーレが冷れい笑しようを浮うかべる。

「神セイクリツド器・ギアを抜かれた者は死ぬしかないわ。その子、死ぬわよ」

「──っ！　なら、神セイクリツド器・ギアを返せ！」

　俺は怒ど鳴なるが、堕だ天てん使しは笑うだけだ。

「返すわけないじゃない。これを手に入れるために私は上を騙だましてまでこの計画を進めたのよ？　あなたたちも殺して証しよう拠こは残さないわ」

「……くそ、夕麻ちゃんの姿すがたが憎にくいぜ」

　その一言を聞いて、彼女は高笑いする。

「ふふふ、それなりに楽しかったわよ。あなたとの付き合いわ」

「……初めての彼女だったんだ」

「えぇ、見ていてとても初うい々ういしかったわ。女を知らない男の子はからかいがいがあったわ」

「……大事にしようと思ったんだ」

「うふふ、大事にしてくれたわね。私が困こまったことになったら、即そく座ざにフォローしてくれた。私を傷きずつけないように。でも、あれ全部私がわざとそういう風にしてたのよ？　だって、慌あわてふためくあなたの顔が可お笑かしいんですもの」

「……初デート、念入りにプランを考えたよ。絶ぜつ対たいにいいデートにしようって思ったから」

「アハハハ！　そうね！　とても王道なデートだったわ！　おかげでとてもつまらなかったわよ！」

「……夕麻ちゃん」

「うふふ、あなたを夕ゆう暮ぐれに殺そうと思っていたから、その名前にしたの。素す敵てきでしょ？　ねぇ、イッセーくん」

　俺の怒いかりは限げん界かいを超こえていた。怒ど声せいを張はり上げる。

「レイナーレェェェェッェェェェッッ!!」

「アハハハハハ！　腐くさったクソガキが私の名前を気安く呼よぶんじゃないわよ！」

　嘲ちよう笑しようするレイナーレ。

　ハラワタが煮にえくり返るほどの憎ぞう悪おが俺の中で生まれていた。

　ここまで外げ道どうな奴やつを俺は知らない。

　こいつこそ、本当の悪あく魔まじゃないか！

「兵藤くん！　ここでその子を庇かばいながらでは形けい勢せいが不利だ！　一度上にあがってくれ！　僕ぼくたちが道を開ける！　さあ、早く！」

　木場が神父を薙なぎ払はらいながら言う。

　確たしかに。まだ神父がかなりいるし、この地下でアーシアを守りながら堕天使とやり合うのは限界があるかもしれない。

　俺はレイナーレをひと睨にらみすると、アーシアをお姫ひめ様さま抱だっこして、その場から駆かけ出した。

「小猫ちゃん、兵藤くんの逃にげ道を作るぞ！」

「……了りよう解かい」

　二人が俺の邪じや魔まをしそうな神父を薙ぎ倒たおしていく。

　二人のフォローもあって、俺は一気に儀ぎ式しき場じようの入り口まで進むことができた。

「木場！　小猫ちゃん！」

「先に行くんだ！　ここは僕たちで受け止める！」

「……早く逃げて」

「でも！」

「いいから行くんだ！」

　くそ！　木場、小猫ちゃん！　二人ともカッコつけすぎだ！

　でも、いまは二人に甘あまえる。俺の先せん輩ぱい悪魔。死ぬはずがない！

「木場！　小猫ちゃん！　帰ったら、絶対に俺のことはイッセーって呼べよ！　絶対だぞ！　俺たち、仲間だからな！」

　それだけ告げる。二人が微ほほ笑えんだ気がした。

　俺はその場をあとにして、そのまま一気に地下の廊ろう下かを駆け抜ぬけていった。
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　階かい段だんを上りきり、俺はアーシアを抱かかえたまま、聖せい堂どうへと出てきた。

　アーシアの様子がおかしい。

　顔が真っ青だ。俺は近くの長なが椅い子すに彼女を横にする。

「待ってろ！　もうすぐアーシアは自由なんだ！　俺といつでも遊べるようになれるんだぞ！」

　俺の言葉にアーシアが小さく微ほほ笑えむ。

　そして、俺の手を取った。その手から生気は感じられず、体温も失われつつあった。

「……私、少しの間だけでも……友達ができて……幸せでした……」

　苦しみながらもアーシアは微笑む。

「……もし、生まれ変わったら、また友達になってくれますか……？」

「な、何を言ってんだ！　そんなこと言うなよ！　これから楽しいところに連れてくぞ！　アーシアが嫌いやだって言っても連れてってやるさ！　カラオケだろ！　ゲーセンも！　そうだ、ボウリングも行こうぜ！　他ほかにもそうだ、アレだよ、アレ！　ほら！」

　涙なみだが止まらなかった。

　笑いながら話しかけているはずなのに俺は涙が止まらなかった。

　わかった。

　理り解かいできた。

　この子は、死ぬ。

　死んでしまうんだ。

　それでも否ひ定ていしたかった。

　こんなこと、嘘うそに決まっている──と。

「俺ら、ダチじゃねぇか！　ずっとダチだ！　ああ、そうさ！　松田や元浜にも紹しよう介かいするよ！　あいつら、ちょっとスケベだけどさ、すっげぇイイ奴らなんだぜ？　絶ぜつ対たいにアーシアの友達になってくれる！　絶対だぜ！　みんなでワイワイ騒さわぐんだ！　バカみたいにさ！」

「……きっと、この国で生まれて……イッセーさんと同じ学校に行けたら……」

「行こうぜ！　俺たちの学校に来いよ！」

　アーシアの手が俺の頬ほおをなでる。

「……私のために泣いてくれる……もう、何も……」

　頬を触ふれている手が静かにゆっくりと落ちていく。

「……ありがとう……」

　それが彼女の最後の言葉だった。

　微笑んだまま、逝いった。

　力が抜ける。俺はその場で呆ぼう然ぜんと彼女の死に顔を眺ながめていた。

　涙が止まらない。

　なんでだ？　なんで、この子が死なないといけない？

　だって、いい子なんだぜ？　傷きずついた相手なら誰だれでも治してくれるやさしい子なんだ。

　どうしてそんな子といままで誰も友達になってあげなかったんだ？

　どうして、いままで俺がこの子の近くにいなかった？

「なあ、神様！　神様、いるんだろう!?　悪魔や天使がいるんだ、神様だっているんだよな!?　見てるんだろう!?　これを見ていたんだろう!?」

　俺は教会の天てん井じように向かって叫さけぶ。

　誰が答えるかなんて知らない。それでも上に向かって叫びたかった。

「この子を連れて行かないでくれよ！　頼たのむ！　頼みます！　この子は何もしてないんだ！　ただ、友達が欲ほしかっただけなんだよ！　ずっと俺が友達でいます！　だから、頼むよ！　この子にもっと笑って欲しいんだ！　なあ、頼むよ！　神様！」

　天へ訴うつたえかけても応おうじてくれる者はいない。

「俺が悪あく魔まになったから、ダメなんスか!?　この子の友達の俺が悪魔だからナシなんスか!?」

　悔くやしさに歯は噛がみした。

　力がない。俺には力がなかった。もっと、悪魔として力があれば……。

　アーシアを救えるだけの力があれば……。

　そんな後こう悔かいを今いま更さらしても、彼女は再ふたたび微笑んではくれない。

「あら、こんなところで悪魔が懺ざん悔げ？　それともお願いでもしてたのかしら？」

　俺の後方から聞こえてくるのはレイナーレの声だった。

　振ふり返ると、俺を嘲ちよう笑しようする堕だ天てん使しの姿すがたがある。

「見てご覧らんなさい。ここへ来る途と中ちゆう、下で、『騎ナイ士ト』の子にやられてしまった傷」

　レイナーレが自身の傷きず口ぐちへ手を当てる。

　淡あわい緑色の光が発せられ、傷を塞ふさいでいく。

「見て、素す敵てきでしょう？　どんなに傷ついても治ってしまう。神の加か護ごを失った私たち堕天使にとってあの子の神セイクリツド器・ギアは素す晴ばらしい贈おくり物だったわ」

　おい。

　その光はアーシアのものだったんだ。

　なんで、おまえがそれを使っているんだよ。

　ていうか、木場たちは無事なのか？　それがとても気になる。

「堕天使を治ち療りようできる堕天使として、私の地位は約束されたようなもの。偉い大だいなるアザゼルさま、シェムハザさま、お二方の力となれるの！　こんなに素す敵てきなことはないわ！　ああ、アザゼルさま……。私の力を、私の力をあなたさまのために……」

「知るかよ」

　俺はレイナーレを激はげしく睨にらみつける。

「そんなこと、知らねぇよ。堕天使だとか、神様だとか、悪あく魔まだとか……。そんなもの、この子には関係なかったんだ」

「いえ、関係あったわ。その子は神セイクリツド器・ギアを身に宿した選ばれた人間だった」

「……それでも、静かに暮くらせたはずだ。普ふ通つうに暮らせたはずだ！」

「できないわよ。異い質しつな神セイクリツド器・ギアを有した者はどこの世界でも組そ織しきでも爪つま弾はじき者になるわ。強力な力を持っているがゆえ。他者とは違う力を持っているがゆえ。ほら、人間ってそういうの毛け嫌ぎらいするでしょ？　こんなに素敵な能力なのにね」

「……なら、俺が。俺が、アーシアの友達として守った！」

「アハハハハ！　無理よ！　だって、死んじゃったじゃない！　その子、死んでるのよ？　もう、守るとか守らないとかじゃないの。あなたは守れなかったの！　夕ゆう刻こくのときも、さっきも！　その子を救えなかったのよ！　本当におかしな子！　おもしろいわ！」

「…………。知ってるよ。だから、許ゆるせないんだ。おまえも。そして、俺も──」

　すべてが許せなかった。

　アーシアを守れなかった自分が。アーシアを殺したレイナーレが。

　リアス部長の言葉が脳のう裏りを過よぎる。




　──想おもいなさい。神セイクリツド器・ギアは想いの力で動き出すの。そして、その力も決定するわ。




「返せよ」




　──あなたが悪魔でも、想いの力は消えない。その力が強ければ強いほど、神セイクリツド器・ギアは応こたえるわ。




「アーシアを返せよォォォォォォッッ!!」

『Dragonドラゴン  boosterブースター!!』

　俺おれの叫さけびに応えるように、左ひだり腕うでの神セイクリツド器・ギアが動き出す。手の甲こうの宝ほう玉ぎよくが眩まばゆい輝かがやきを放った。

　籠こ手てに何かの紋もん様ようらしきものも浮うかんだ。

　同時に俺の体を力が駆かけ巡めぐる。神セイクリツド器・ギアをつけている左腕から全身へ。

　俺は溢あふれ出す力に身を委ゆだねながら一気に駆け出す。

　嘲ちよう笑しようを浮かべる敵へ向けて拳こぶしを突つき出した。

　レイナーレは華か麗れいにそれを避よける。まるでその場で舞まうように。

「おバカなあなたにもわかるように説明してあげるわ。単たん純じゆんな戦力差よ。私が千。あなたが一。この差はどうやっても埋うめられないわ。たとえ、その神セイクリツド器・ギアが発動しているところで、倍の二。どうしようもないのよ！　どうやって私に勝とうというの！　アハハハハハハハ！」

『Boostブースト!!』

　宝玉から再ふたたび音声。甲の宝玉に浮かぶ文字が『Ｉ』から『Ⅱ』へ変わる。

　ドクンッ！

　俺のなかで二度目の変化が訪おとずれる。

　力が──目の前の敵てきを倒たおす何かがさらに増ましていく。

「うおおおおおおおおおお！」

　俺は溢れ出す力を拳に乗せて一気に詰つめ寄よる。俺はすでにプロモーションで『戦ルー車ク』となっていた。

「へぇ！　少し力が増したの？　でもまだね！」

　俺の攻こう撃げきは再び避けられる。

　次の瞬しゆん間かん、レイナーレの両の手に光が集まりだし、何かを形成していく。

「力を込こめてあげたわ！　食らいなさいな！」

　ズドンッ！

　俺の両足を光の槍やりが貫つらぬく。両足の太ももへ鋭するどく深く打ち込まれた。『戦車』の防ぼう御ぎよ力りよくをもってしてもそれは防ふせげなかった。

「ぐぁあああああぁぁあぁっ！」

　俺は絶ぜつ叫きようを張はり上げた。

　激げき痛つうが全身に響ひびくが、こんなところでひざをつくわけにはいかない。

　俺はすぐさま光の槍に手をかけた。

　ジュゥゥゥゥ。

「ぐぅぅぅぅぅあああああ！」

　肉が焼やける音だ。熱い！　超ちよう熱あちぃぃぃぃぃ！　光だからか！　槍を掴つかむ俺の手のひらを容よう赦しやなく焦こがしていく。

　手から煙けむりが上っていた。足の傷きずからも。俺の手と足を激はげしく焦がす。

　俺が槍を抜ぬこうとする様を見て、レイナーレが嘲笑する。

「アハハハハ！　その槍に悪魔が触ふれるなんて愚ぐの骨こつ頂ちようよ！　光は悪魔にとって猛もう毒どくに等しいわ。触れるだけでたちまち身を焦がす。その激痛は悪魔にとって最大級！　あなたのような下級悪魔では──」

「ぬがぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　俺は声にならない声を張り上げて、光の槍をいっそう強く握にぎり締しめて足から少しずつ引き抜いていく。

　足を貫く槍の激痛。光ってやつが俺にもたらす激痛。それらが俺を容赦なく襲おそってくる。

　痛いたみで意い識しきを失いそうだ。歯を食いしばっていないと死んでしまいそうだ。

　だが、それがどうした。それがどうしたってんだ！

「こんなもの！　あの子が！　アーシアが苦しんだものに比くらべたらなんだってんだよ!!」

　涙なみだとよだれを垂たらしながら、俺は槍を少しずつ少しずつ引き抜いていく。

　痛い。いてえぇぇぇぇよ、ちくしょうが！

　けど、こんなもの！　こんなものがなんだよ！

　ずりゅずりゅ。

　嫌いやな音を立てながら、槍は両足から抜かれていく。

　両足から引き離はなし、手から落としたとき、光の槍は音も立てず床ゆかにも触ふれずに宙ちゆうへ消えた。

　どばっ。

　塞ふさいでいたものがなくなったせいか、両足に空いた穴あなから鮮せん血けつが溢あふれ出る。

　槍を抜いたところで痛みが消えるはずもない。

『Boostブースト!!』

　槍に貫かれ、攻こう撃げきが止まってしまったいまでも左ひだり腕うでの籠こ手ては音声を発する。

　超痛いてぇよ。すげぇ痛ぇよ。

　俺、メチャクチャ泣いてるし、よだれだってダラダラだ。

　すとん。

　体から力が抜け、俺はその場でしりもちをついた。

　立ち上がる力が抜けていたんだ。くそ、足に力が入らない。いや、全身に力が入らない。

　これ、やべぇのか？

「……大したものね。下級悪あく魔まの分ぶん際ざいで堕だ天てん使しの作った光の槍を抜いてしまうなんて。でも、無む駄だ。私の光は派は手でさはないけれど、悪魔に対して殺さつ傷しよう能のう力りよくが高いわ。光力の濃のう度どが濃こいのよ。神父たちの光の刃やいばの素もととしても機能できるほど。ひとつでも傷を負えば中級悪魔でもそう簡かん単たんには治らない。下級悪魔のあなたじゃ、ここまでが限げん界かい。ふふふ、光のダメージは甘あまくみちゃだめなのよ？　特に私の光はね」

　相変わらず、俺にわからないことを長々としゃべってくれる。

「あなたの体の中を光が回り、全身にダメージを行き渡わたらせる。治ち療りようが遅おそくなれば死ぬわ。いえ、普ふ通つうなら死んでもおかしくないんだけれど、本当に頑がん丈じようね」

　あーそうですか。俺みたいな悪魔始めて少しのクズじゃ、この傷はヤバいってことですか。

　だろうな。体中の内側が痛む。ズキズキじゃない。もっと凄すさまじいものだ。

　骨ほねか、筋きん肉にくか、中から熱で焦がされているって感じだな。神しん経けいに直ちよく接せつ痛みが流れ込んでくるから、少しでも気を抜くと頭がおかしくなりそうだ。

　治療が遅ければ、死ぬだろうな。

　でもよ。

　ここで座すわり込んでもいられないんだよ。だけど、足に力が入らない。なんてこった。

　ここで終わりか俺？

　ふいにアーシアのほうへ視し線せんが動いた。

　静かに眠ねむる彼女。

　うるさくてゴメンな。ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。俺ならマジ大丈夫。意外と頑丈ですから。

　問題ねぇよ。ほら、見てろよ。アーシアが悔くやしかった分は俺がさ、少しでも晴らしてやるから。

「こういうとき、神に頼たのむのかな」

　俺はいつの間にか、そんなことを口に出していた。

「？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべるレイナーレ。構かまわず俺は続ける。

「でも、神様はダメだ。さっきも俺の言葉聞いてくれなかったし、あんなにいい子のアーシアも全然助けてくれなかった。ハハハ、神様がどうしたってんだ」

「何を言い出しているのかしらね。ついに壊こわれた？」

「じゃあ、アレだ。魔王さまなら俺の頼みを聞いてくれますかね？　いますよね？　聞いてます？　俺もいちおう悪魔なんで、ちょっと俺の願いだけでも聞いてくれませんかね？」

「……どうしようもないわね。こんなところで独ひとり言を始めているわ、この子」

「いまから目の前のクソ堕天使を殴なぐりたいんで邪じや魔まが入らないようにしてください。ほら、乱らん入にゆうとかマジでゴメンです。増ぞう援えんもいりません。俺がなんとかしますんで。ああ、足も大丈夫です。いまからなんとかして立ちます。だから、俺とこいつだけのガチンコをさせてください。いい場面なんです。怒いかりが凄まじくて、痛いたみもどうにか耐たえられています。──一発だけでいいんで。……殴らせてください」

　ぐぐぐ……。

　足が動く。足の感覚なんてとうに無い。一ミリ動かしただけで激げき痛つうだ。

　でも動く。ケツが少しずつ床ゆかとおさらばしてる。

　全身がガクガク震ふるえて止まらない。それでも少しずつ上へ体が上がってる。

　痛い。体中痛い。だけど、動く。動ける。一発殴るまで我が慢まんすりゃいいだけだ。

「──ッ！　う、嘘うそよ！　立ち上がれる体じゃないのよ!?　光のダメージで──」

　驚きよう愕がくしているレイナーレの視線位置に少しずつ近づいていく。

　そして、俺は立った。奴やつの眼がん前ぜんに。足をガクガク震わせながら。血を大量に流しながら。

「よー、俺の元カノさん。色々といままでお世話になりました」

「……立ち上がれるわけがない！　か、下級悪魔ごときがあの傷きずで動けるはずがない！　全身を内側から光が焦こがしているのよ!?　光を緩かん和わする魔力も持たない下級悪魔が耐えられるはずがないわ！」

「あー、痛いてぇよ。チョー痛ぇ。意い識しきも飛びそうだ。でもよ、てめぇへの怒りと憎ぞう悪おがスゴくてさ、どうにかなっちゃいそうだ」

　俺は視線を一ミリもずらさないで相手を睨にらみつける。

　次の一発が俺の最後の一発だ。それを撃うてば俺は倒たおれる。

　だから、次で決めるんだ。目標から目をそらすわけにはいかない。

「なあ、俺の神セイクリツド器・ギアさん。目の前のこいつを殴り飛ばすだけの力はあるんだろうな？　トドメとシャレこもうぜ」

『Explosionエクスプロージヨン!!』

　その機械的な声はそのときだけ、とても力強かった。

　何やら宝ほう玉ぎよくが一いつ層そう光り輝かがやく。すげぇ光だ。眩まぶしい。

　でも堕だ天てん使しの光と違ちがって、これはダメージどころか安らぎすら感じる。

　この光に当たっているだけで力が溢あふれてくるみたいだ。アーシアの癒いやしの光に似にてる。

　悪魔が平気な光って結けつ構こうあるもんだな。

　俺は足を前へ一歩動かす。足の傷口からどばっと血が出て、床に落ちた。

　ついでに口からも血を吐はいた。いよいよもってこれはピンチかな。

　激痛も天てん井じよう知らず。脳のう天てんに響ひびくね、これは。でも大丈夫。動ける動ける。

　いまだに籠こ手てから溢れんばかりの力が俺の体へ流れ込んでいる。

　夕方にレイナーレと対たい峙じしたとき、実力差に怯おびえた。

　圧あつ倒とう的な戦力の違いを悪魔の本ほん能のうってやつが捉とらえていたから、体中の震えがとまらなかったよ。絶ぜつ対たいに勝てないって思った、あのときは。

　いまは違う。

　籠手から伝わるこの力強さはハンパじゃない。

　でも理り解かいしてしまう。神セイクリツド器・ギアの持ち主だからだろうか。

　この力は永続じゃない。この力は一発限げん定ていだ。

　一回でも相手へ繰くり出せば、それで終了だろう。神セイクリツド器・ギアがそれを言葉に出さなくても体を伝って教えてくれているんだろうな。

　俺は拳こぶしを打ち出す体たい勢せいを作った。格かく闘とう技ぎの経けい験けんはない。だが、一発でも当たればいい。

　目標は眼前のクソ堕天使。殴るぜ。絶対に打ち損そんじねぇ。

「……ありえない。何よ、これ。どうして、こんなことが……。その神セイクリツド器・ギアは持ち主の力を倍にする『龍トウワイのス・クリ手テイカル』でしょ？　……なんで。あ、ありえないわ。どうして、あなたの力が私を超こえているの……？　この肌はだに伝わる魔ま力りよくの波……魔の波動は中級……いえ、上級クラスの悪魔のそれ……」

　俺おれの力が上級悪魔？　原因は神セイクリツド器・ギアか？

　おいおい、おまえさんは俺の能力を倍にするだけの神セイクリツド器・ギアじゃなかったっけ？

　上級悪魔とやらは部長にしか会ったことないけど、いまだけでも部長みたいに強くなったってことか。

「嘘うそよ！　こんなの嘘だわ！　わ、私は究極の治ち癒ゆを手に入れた堕だ天てん使しよ！　『聖トワイ母ライトの・微ヒー笑リング』を手に入れ、この身に宿した私は至し高こうの存そん在ざいと化しているの！　シェムハザさまとアザゼルさまに愛される資し格かくを得たのよ！　あ、あなたのような下げ賤せんな輩やからに私は！」

　レイナーレが両手に光の槍やりを再ふたたび作り出す。それを勢いきおいよく投げ出してきた。

　ブゥン。

　俺はそれを横よこ殴なぐりに拳で薙なぎ払はらった。光の槍はなんなく消し飛んだ。

　光の槍を俺がなんなく薙ぎ払ったのを見て、レイナーレの表ひよう情じようはさらに青ざめる。

「い、いや！」

　バッ！

　黒い翼つばさを羽ばたかせ、レイナーレはいまにも飛び立とうしていた。

　逃にげる気か。おいおい、さっきまで元気に俺を嘲あざ笑わらっていたじゃないか。

　少しでも勝てないとわかると撤てつ退たいですか？　いいご身分だ。

　だが、逃がさない。逃がすわけないだろう！

　タッ！

　俺は相手が飛び立とうとした瞬しゆん間かんに駆かけ出し、その手を引く。信じられない速度が出た。堕天使が反はん応のうできないほどのスピードだ。

　掴つかんだ腕うではなんとも頼たよりなく、弱々しく感じるほど細かった。

　一気にグンっとレイナーレの腕を引いて、身を寄よせる。絶対に逃がさない。

「逃がすか、バカ」

「私は、私は至高の！」

「吹ふっ飛べ！　クソ天使ッ！」

「おのれぇぇぇぇぇぇぇ！　下級悪魔がぁぁぁぁぁ！」

「うおりゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　左腕の籠こ手てが一気に力を解かい放ほうした。左腕に全部の力を集結させ、拳にそれらを乗せる。

　それを憎にくむべき相手の顔面へ鋭するどく、正せい確かくに真まっ直すぐ打ち込こんでやった。

　ゴッ!!

　派は手でな音が鳴り響ひびく。俺は拳こぶしを顔面に食い込ませたまま、力強く押おし出す！

　レイナーレが拳の一いち撃げきで後方へ吹っ飛ぶ。

　ガッシャァァァァン!!

　大きな破は砕さい音おんを立てて、堕だ天てん使しは壁かべに叩たたきつけられた。壁は見事に壊こわれ、でかい穴あなが生まれている。埃ほこりが巻まき起こっていた。

　宙ちゆうを舞まう埃が落ち着いてきたとき、レイナーレが吹っ飛んだ先が鮮せん明めいになってくる。

　穴は外まで達しており、堕天使は地面に転がっていた。

　動く気配はない。死んだかどうかまではわからないけど、そうそう立ち上がってはこないだろう。

　──一いつ矢し報むくいた。

「ざまーみろ」

　思わず笑えみがこぼれた。本心さ。本当に気持ちのいい一撃だった。

　けど、すぐに涙なみだもこぼれた。

「……アーシア」

　もう二度と彼女は笑ってくれない。





　　　─○●○─　　　






　堕天使を殴り飛ばし、完全に力を使い果たした俺はその場に倒たおれこむように……。

　とん。

　俺の肩かたを抱だく何か。見れば木場だった。

「お疲つかれ。堕天使を倒しちゃうなんてね」

　笑顔で俺の肩を持ち、体を支ささえてくれている。なんだ、木場もボロボロじゃねぇか。

「よー、遅おせぇよ、色男」

「ふふふ、邪じや魔まをするなって部長に言われていたんだ」

　部長が？

「その通りよ。あなたなら、堕天使レイナーレを倒せると信じていたもの」

　声のするほうへ振ふり向けば、紅くれないの髪かみを揺ゆらしながらリアス部長が笑顔で歩いてくる。

「部長、どこから？」

「地下よ。用事が済すんだから、魔ま方ほう陣じんでここへジャンプしてきたの。教会にジャンプなんて初めてだから緊きん張ちようしたわ」

　部長はそう言いながら息をつく。

　なるほど、それで木場たちと共に上へあがってきたのか。

　ってことは、下の神父は全ぜん滅めつだな。部長相手じゃ、無事に済まないだろうし。

　と、俺の横をすたすたと小猫ちゃんが横切っていく。どこに行くんだ？

　俺の前に部長が来る。

「それで無事に勝ったようね」

「ぶ、部長……。ハハハ、なんとか勝ちました」

「フフフ、えらいわ。さすが私の下げ僕ぼくくん」

　鼻先をつんと小突かれる。

「あらあら。教会がボロボロですわ。部長、よろしいのですか？」

　何やら困こまり顔の朱乃さん。

「……なんか、ヤバいんすか？」

　俺が恐おそる恐る部長に訊きく。

「教会は神──もしくはそれに属ぞくする宗しゆう教きようのものだし、今回みたいに堕天使が所有している場合があるでしょ？　そのケースだと、私たち悪魔が教会をボロボロにすると、あとで他の刺し客かくから付け狙ねらわれることがあるの。恨うらみと報ほう復ふくよ」

　──っ。

　マ、マジすか？

「でも今回それはないでしょうね」

「どうしてですか？」

「ここは元々捨すてられた教会だったわ。そこをとある堕天使たちが自分の私利私し欲よくのために活用したわけで、私たちはそこでちょっとしたケンカをしていただけよ。相手の公式な陣じん地ちへ戦争を吹ふっかけたわけではないの。あくまで、いち悪魔といち堕天使の野の良ら試合の小こ競ぜり合い。そんなのどこでも年中起こっているわ。ただそれだけのことよ」

　なるほどね、ものは言いようだな。

「部長。持ってきました」

　ズルズルと何かを引きずる音と共に現あらわれたのは小猫ちゃんだ。

　壊こわれた壁かべから姿すがたを現したわけだが、引きずっているのは黒い羽──堕だ天てん使しレイナーレ。

　小猫ちゃんは俺が殴なぐり飛ばし、気き絶ぜつしたままのレイナーレを引きずってきたのか。

　しかし、「持ってきた」って……。

　相変わらず小さな体に似に合あわず言動が豪ごう快かいな子だな。

「ありがとう、小猫。さて、起きてもらいましょうか。朱乃」

「はい」

　朱乃さんは手を上へかざす。すると、宙ちゆうに水らしきものが生まれてくる。

　悪魔の魔力ってやつか。

　宙に生まれた水の塊かたまりを朱乃さんは倒たおれているレイナーレへ被かぶせる。

　バシャッ！

　水音のあと、「ゴホッゴホッ！」と咳せき込むレイナーレ。

　気がついたのか、ゆっくり目を開ける堕天使。それを部長が見下ろす。

「ごきげんよう、堕天使レイナーレ」

「……グレモリー一族の娘むすめか……」

「はじめまして、私はリアス・グレモリー。グレモリー家の次期当主よ。短い間でしょうけど、お見知りおきを」

　笑え顔がおで言い渡わたす部長だが、レイナーレは部長を睨にらみつけている。

　と、途と端たんに嘲あざ笑わらう。

「……してやったりと思っているんでしょうけど、残念。今回の計画は上に内ない緒しよではあるけれど、私に同調し、協力をしてくれている堕天使もいるわ。私が危あやうくなったとき、彼らは私を──」

「彼らは助けに来ないわ」

　レイナーレの言葉を遮さえぎり、部長はハッキリとそう言った。

「堕天使カラワーナ、堕天使ドーナシーク、堕天使ミッテルト、彼らは私が消し飛ばしたから」

「嘘うそよ！」

　レイナーレは上半身だけ起こし、部長の言葉を強く否ひ定ていする。

　部長は懐ふところから三枚まいの黒い羽を取り出した。

「これは彼らの羽。同族のあなたなら見ただけでわかるわね？」

　羽を見て、レイナーレの表ひよう情じようが一気に曇くもる。

　どうやら、部長の言ったことは真実だったわけだ。

「以前、イッセーを襲おそった堕天使ドーナシークと出会ったときから、この町で複ふく数すうの堕天使が何かの計画を立てているのは察していたわ。けれど、それは堕天使全体の計画だと思って、私は無む視ししていた。いくら私でも堕天使全体を敵てきに回すなんて愚ぐは冒おかさないわ。でも、何やら突とつ然ぜんこそこそと動き出したと耳にしたから、私は朱乃を連れて少しだけお話をしに行ったの。彼らに実じつ際さい会ってみたらすんなり独どく自じの計画だと吐はいてくれたわ。あなたに協力すると、地位を約束してくれるとか言っていたかしら。裏うらでこそこそくだらない計画をしている下げ賤せんな者ほど、自分たちのやっていることをしゃべりたくなるものよね」

　部長が嘲ちよう笑しようする。

　レイナーレは悔くやしそうに歯は噛がみしていた。

「女二人が近づいてきただけだから、甘あまくみていたのでしょうね。冥めい土どの土み産やげに教えてもらったの。フフフ、どちらが冥土に近いかもわからないおバカな堕天使さんだったわ。あなたのくだらない計画に同調するぐらいだから、程てい度どは低かったのでしょうね」

　そうか。部長が「用事がある」と言っていたのはそれだったのか。

　裏で他ほかの堕天使を始し末まつしていた……。

　部長は部長でちゃんと考えてくれていたんだ……。

　それなのに俺ってば、部長のことをメチャクチャ悪く言っちまった……。

　やべぇ。感動して泣きそうだ俺。

「その一いち撃げきを食らえばどんな者でも消し飛ばされる。滅めつ亡ぼうの力を有した公こう爵しやく家けのご令れい嬢じよう。部長は若わかい悪あく魔まのなかでも天才と呼よばれるほどの実力の持ち主ですからね」

　と、主あるじを褒ほめ称たたえるように木場が言う。

「別名『紅べに髪がみの滅ルイン殺・プリン姫セス』と呼ばれるほどの方なのですよ？」

　うふふと笑う朱乃さん。

　ル、滅ルイン殺・プリン姫セス……。なんと物ぶつ騒そうな二つ名だ……。

　お、俺は滅殺姫の眷けん属ぞくってことになるのか。お、恐おそろしい……。

　部長が俺の左ひだり腕うでに視線を向ける。籠こ手てを見てるようだ。

「……赤い龍りゆう。この間までこんな紋もん章しようはなかったはず……。そう、そういうことなのね」

　少しだけ部長の目元が驚おどろいているように見えるのは気のせいだろうか。

「イッセーが堕だ天てん使しに勝てた最大の理由がわかったわ」

　部長は静かに述のべる。

「堕天使レイナーレ。この子、兵藤一いつ誠せいの神セイクリツド器・ギアはただの神セイクリツド器・ギアじゃないわ。それがあなたの敗はい因いんよ」

　部長の言葉にレイナーレは怪け訝げんそうに片かた方ほうの眉まゆを吊つり上げる。

「──『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』、神セイクリツド器・ギアのなかでもレア中のレア。籠手に浮うかんでいる赤い龍の紋章がその証しよう拠こ。あなたでも名前ぐらいは知っているでしょ？」

　部長の言葉を聞いて、レイナーレは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「ブ、ブーステッド・ギア……。『神ロン滅ギ具ヌス』のひとつ……。一時的にとはいえ、魔王や神すらも超こえる力が得られるという……あの忌いまわしき神セイクリツド器・ギアがこんな子こ供どもの手に宿っていたというの!?」

「言い伝えの通りなら、人間界の時間で十秒ごとに持ち主の力を倍にしていくのが『赤龍帝の籠手』の能力。最初が一でも十秒ごとに力が倍になっていけば、いずれ上級悪魔や堕天使の幹かん部ぶクラスの力になるわ。そして、極きわめれば神すらも屠ほふれる」

　マジですか、部長!?　神様、倒たおせるの!?

　……それが俺おれの神セイクリツド器・ギアの力か。

　籠手には赤い龍りゆうらしき紋様が刻きざまれているけどさ。

　ブーストブーストと神セイクリツド器・ギアがいっていたのは、その都度に俺の力が倍になっていたってわけね。だから、俺のなかでどんどん力が増ましていたのか。

　最終的にレイナーレが俺を見てビビっていたのもいつの間にかあいつの力を超えていたから。

　なんつー神セイクリツド器・ギアだ……。

　俺は左腕に装そう着ちやくされている神セイクリツド器・ギアを恐きよう々きようと見てしまっていた。

　ブーステッド・ギア。俺の神セイクリツド器・ギア。とんでもないシロモノだぞ、これ。

　あっ、でもこれで俺の悪魔出世伝説は約束されたようなものか？

「まあ、どんなに強力でも時間を要する神セイクリツド器・ギアはリスクも大きいわね。そうそう増ぞう大だいするのを待ってくれる相手なんていないわ。今回は相手が調子に乗ったのが勝敗を決めたようなものね」

　うっ。部長に釘くぎを刺さされた。

　た、確たしかに、俺がパワーアップする時間を与あたえてくれる敵てきなんてそういないよな。

　強いけど、弱点も豊ほう富ふってことね、俺の神セイクリツド器・ギアちゃんは。

　俺に近づく部長。紅くれないの髪かみから良いい匂においがする。

　なでなで。

　部長は俺の頭をなでてくれる。

「でもおもしろいわ。さすがは私の下げ僕ぼくくん。やっぱり、イッセーはおもしろい子ね。もっともっとかわいがってあげるから」

　フフフと微ほほ笑えむ部長さん。

　いい笑顔なんだけど、ある意味怖こわいな……。

「ぶ、部長」

「何？」

　笑顔の部長。俺は申し訳わけなくなって、頭を下げた。

「すみません。あのとき、俺がアーシアを助けに行くって言ったときに部長が手を貸かしてくれないからって、すごく失礼なことばかり言って……。でも、部長は裏うらで動いてくれていて……」

　心底謝あやまりたかった。

　俺は部長のことを本当に冷たい悪あく魔まだと思っていた。だから、失礼千せん万ばんなことを言いまくってしまったんだ。

　それを心から謝りたかった。そんな俺の頭を部長はなでてくれる。

　いつの間にか、俺は泣いていた。そう、俺は目的を果たせなかったから。

「ぶ、部長……お、俺、アーシアを……守ってやれませんでした……」

「泣くことはないわ。いまのあなたの姿すがたを見て、誰だれがあなたを咎とがめられるというの？」

「でも……でも、俺は……」

　部長が俺の涙なみだを指で掬すくってくれる。

「いいのよ。あなたはまだ悪魔としての勉強が足りなかっただけ。ただ、それだけよ。強くなりなさい。これからもこき使うから覚かく悟ごしなさい。私の兵ポー士ン、イッセー」

「はい」

　俺、がんばります。絶ぜつ対たいに強くなります。

　俺は心の中で強く誓ちかった。

「じゃあ、最後のお勤つとめしようかしらね」

　途と端たんに部長の目が鋭するどくなり、冷れい酷こくさを帯びる。

　部長はレイナーレに近づく。怯おびえる堕だ天てん使し。

「消えてもらうわ、堕天使さん」

　冷たい口調だ。殺意がこもっている。

「もちろん、その神セイクリツド器・ギアも回かい収しゆうさせてもらうけれど」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！　こ、この癒いやしの力はアザゼルさまとシェムハザさまに──」

「愛のために生きるのもいいわね。でも、あなたはあまりに薄うす汚よごれている。とてもエレガントではないわ。そういうの、私は許ゆるせない」

　部長の手がレイナーレへ向けられる。

　一気に殺す気か。

「俺、参上」

　そのとき、穴あなの空いた壁かべから人ひと影かげが現あらわれる。

　神父──フリード・セルゼン。

　あのクソ神父か！　一度逃にげたのに帰ってきたのか！

「わーお！　俺の上司がチョーピンチくせぇ！　どうしたものか！」

　神父の登場にレイナーレが叫さけぶ。

「助けなさい！　私を助ければ褒ほう美びでも何でもあげるわ！」

　フリードはニンマリと嫌いやな笑えみを浮うかべる。

「んーんー。天使さまから素す敵てきな命令をいただきました。え？　それって、エッチなこともＯＫなんですか？　俺的に天使さまを抱だいちゃうなんて最高の名めい誉よなわけで、ステータスになると思うわけで」

「くっ……ふ、ふざけてないで、私を助けるのよ！」

　怒いかりに顔を歪ゆがませる堕天使。焦あせっているようにも感じられる。

　いや、焦ってる。「人間ごときが私を裏切るなんてことあってはならない！」なんて思っているのだろう。

「あららららららら、俺的に本気と書いて○○○だったわけですが……。つーか、それぐらい、いいじゃないですか、天使さま。ダメですか、そうですか。なら、俺は消えますよ～。どうみても戦せん況きよう不利マキシマムシュートじゃないですか」

　フリードは体をクネクネさせながら、ふざけた口調だ。

「あ、あなたは神父でしょう!?　私を救うべきなのよ！　私は誇ほこりたかき堕天使！　おまえらを──」

「クズの悪あく魔まに圧あつ倒とうされてる上司なんて願い下げさー。あんた、美人だけど、詰つめが甘あまいってーか、頭も弱いよねぇ。せいぜいエロ妄もう想そうのネタ元が限げん度どですわ。逝いってくだせぇ。まあ、神様に見放された堕天使さまじゃ天国にも地じ獄ごくにも行けずに無に帰るだけでしょうが。その際さいはぜひとも『無の体験』レポートを提てい出しゆつしていただけるとうれしいかもしれませんぞぉ？　あ、無理か。無だもんね。無理だねぇ。無が三つで南な無む三さん！　なんてね！　あっ、俺は元クリスチャンでした！　俺って悪い子ね！」

　それだけ言うと、興きよう味みがなさそうにレイナーレから視し線せんを外した。

　その行こう為いにレイナーレは絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようを浮かべる。

　哀あわれだ。これが力を求め、暴あばれまわった堕天使のなれの果てか。

　フリードは満面の笑みを俺に向けてきた。

　え？　俺？

「イッセーくん、イッセーくん。キミ、素す敵てきな能のう力りよく持ってたのね。さらに興味津しん々しんなり。殺しがいあるよねッッ！　キミ、俺的に殺したい悪魔ランキングトップ５入りだからヨロシク。次に出会ったら、ロマンチックな殺し合いをしようぜ？」

　ぞくり。

　冷たいものが俺の背せ中なかを伝う。

　奴やつは笑顔だが、とんでもない殺意も滲にじませている。

　俺への明めい確かくな挑ちよう戦せん状じよう。いや、殺害予告だ。

「じゃあね！　バイバーイ！　みんな、歯磨みがけよ！」

　手を振ふったあと、フリードはその場から素早く姿すがたを消した。

　早っ。ソッコーで消えやがったよ、あいつ。

　でも、なんとなくだが、これからもあいつと会いそうな気がする。

　予感というかなんというか。たとえようのない不気味なものを感じ取れた。

「さて、下げ僕ぼくにも捨すてられた堕天使レイナーレ。哀れね」

　部長のその口調には少しの同情も感じられない。

　ガクガクと震ふるえるレイナーレ。

　少しだけかわいそうと思ってしまったのは、『夕ゆう麻まちゃん』という俺の彼女だったからだろうか。

　まあ、それもあいつの汚きたない罠わなだったわけだけど。

　そのレイナーレの視線が俺に移うつる。途と端たんに媚こびたような目をしてきた。

「イッセーくん！　私を助けて！」

　その声は俺の彼女だった頃ころの夕麻ちゃんのものだった。

「この悪あく魔まが私を殺そうとしているの！　私、あなたのことが大好きよ！　愛している！　だから、一いつ緒しよにこの悪魔を倒たおしましょう！」

　レイナーレは夕麻ちゃんを再ふたたび演えんじ、涙なみだを浮うかべながら俺へ懇こん願がんしてくる。

　少しでもかわいそうだと思った俺がアホだったよ、夕麻ちゃん。いや、クソ堕だ天てん使し。

「グッバイ。俺の恋こい。部長、もう限界っス……。頼たのみます……」

　それを聞いた途端、堕天使は表情を凍こおらせていた。

「……私のかわいい下僕に言い寄よるな。消し飛べ」

　ドンッ！

　部長の手から放たれた魔力の一いち撃げきは、堕天使を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしてしまった。

　あとに残ったのは、なんとも言えない感情と教会に舞まう黒い羽だけだった。





　　　─○●○─　　　






　聖せい堂どうの宙ちゆうに淡あわい緑色の光が浮かぶ。

　アーシアの神セイクリツド器・ギアだ。

　レイナーレを倒したことで、解放されたようだ。

　温かい光が俺を照らす。部長がその光を手に取った。

「さて、これをアーシア・アルジェントさんに返しましょうか」

「で、でも、アーシアはもう……」

　そう、アーシアはもう生き返らない。結局、俺は彼女を救えなかった。

　守ると誓ちかったのに！　救うと誓ったのに！

　堕天使を倒したところで、彼女が救えないのなら、ここへ来た意味なんて……。

　いや、それは仲間たちに失礼だ。

　彼らは俺とアーシアのために戦ってくれた。自分たちに得なことなんてひとつもないのに。

「……部長、みんな、俺とアーシアのために本当にありがとうございました。で、でも、せっかく協力してくれたけど、アーシアは……」

「イッセー、これ、なんだと思う？」

　部長がポケットから、何かを取り出す。

　紅あかい──。

　血のように紅い、部長の髪かみの色と同じ紅いチェスの駒こまだった。

「それは？」

「これはね、イッセー。『僧ビシヨ侶ツプ』の駒よ」

「へ？」

　俺はあまりに突とつ然ぜんの答えに間の抜ぬけた声を出した。
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「あなたに説明するのが遅おくれたけれど、爵しやく位い持もちの悪魔が手にできる駒の数は、『兵ポー士ン』が八つ、『騎ナイ士ト』、『戦ルー車ク』、『僧侶』がそれぞれ二つずつ、『女クイ王ーン』がひとつの計十五体なの。実じつ際さいのチェスと同じね。『僧侶』の駒をひとつ使ってしまっているけれど、私にはもうひとつだけ『僧侶』の駒があるわ」

　そういうと、部長はその紅い駒を持ったまま、アーシアのもとへ足を向ける。

　眠ねむるように死んでいるアーシアの胸に紅い『僧侶』の駒を置いた。

「『僧侶』の力は眷けん属ぞくの悪魔をフォローすること。この子の回かい復ふく能のう力りよくは『僧侶』として使えるわ。前代未み聞もんだけれど、このシスターを悪魔へ転生させてみる」

　部長の体を紅い魔力が覆おおう。

「我われ、リアス・グレモリーの名において命ず。汝なんじ、アーシア・アルジェントよ。いま再ふたたび我の下げ僕ぼくとなるため、この地へ魂たましいを帰き還かんさせ、悪魔と成れ。汝、我わが『僧侶』として、新たな生に歓かん喜きせよ！」

　駒が紅い光を発して、アーシアの胸へ沈しずんでいく。同時にアーシアの神セイクリツド器・ギアも淡い緑色の光を発しながら彼女の体へ入り込こんでいった。

　駒と神セイクリツド器・ギアが完全にアーシアのなかに入ったのを確かく認にんすると、部長は魔力の波動を止めた。

　そして、部長は「ふぅ」と息を吐はく。

　呆ぼう然ぜんと眺ながめる俺おれ。

　少しして、アーシアの瞼まぶたが開き始めた。

　俺はそれを見て、込み上げてくるものを止められなかった。

「あれ？」

　アーシアの声。

　二度と聞けないと思った。

　リアス部長がやさしい笑えみを俺へ向ける。

「悪魔をも回復させるその子の力が欲ほしかったからこそ、私は転生させたわ。ふふふ、イッセー、あとはあなたが守っておあげなさい。先せん輩ぱい悪魔なのだから」

　アーシアが上半身を起こす。きょろきょろと見み回したあと、俺の姿すがたを捉とらえた。

「……イッセーさん？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる彼女を俺は抱だきしめていた。

「帰ろう、アーシア」








　New Life.







『オキナイト　ダメダゼ！　キアイヲ　イレロ！』

　……ボーイッシュ娘むすめボイスの目覚まし時計に起こされ、俺はベッドから身を起こした。

　いつもより、一時間も早くセットしてあった。

　今日は眠ねむい目をこすってでも、早めに部室へ向かわねばならないのだ！

　俺は制せい服ふくの袖そでに腕うでを通すと部屋を飛び出した。





　　　─○●○─　　　






「あら、ちゃんと来たわね」

　部室にたどり着くと、部長だけしかいなかった。

　まだ学校は始まっていない。

　今日は朝から集まりがあると昨ゆう夜べ言われて、朝早くからここに来たんだ。

　部長はソファーに座すわり、優ゆう雅がにお茶を飲んでいる。

「おはようございます、部長」

「ええ、おはよう。もう朝は大だい丈じよう夫ぶのようね」

「はい、おかげさまで」

　部長の視し線せんが俺の足に移うつる。

「堕だ天てん使しにやられた傷きずは？」

　俺は先日の戦いにおいて、光の槍やりで太ももを貫つらぬかれた。

「はい、例の治ち療りようパワーで完治です」

　と、俺は笑え顔がおで答える。

「そう、あの子の治ち癒ゆ能のう力りよくは無視できないもののようね。いち堕天使が上に黙だまってまで欲ほつするのも頷うなずけるわ」

　俺も部長の対面の席へ腰こしをおろした。

　部長にいくつか訊ききたいことがあったからだ。

「あの部長。チェスの駒こまの数だけ『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』もあるのだったら、俺の他ほかにも『兵ポー士ン』があと七人存そん在ざいできるんですよね？　いつかは俺と同じ『兵士』が増ふえるんですか？」

　そう、チェスの駒と同数の『兵士』の駒が存在しているはずだ。俺の他に兵士は作れるはず。いずれはそうなるのかな、と思い部長に質しつ問もんしてみたんだ。

　俺の質問に部長は首を横に振った。

「いえ、私の『兵士』はイッセーだけよ」

　──っ。

　え？　それって、喜んでいいんでしょうか？

　何気に告白ですか？　「私にはイッセーしかいないの！」みたいな。

「人間を悪魔へ転生させるとき、『悪魔の駒』を用いるのだけれど、そのとき転生者の能力しだいで駒を通つう常じようよりも多く消費しなくてはいけなくなるの」

　……告白じゃないのね……。

　って、駒の消費？

「チェスの世界ではこういう格かく言げんがあるわ。女王の価か値ちは兵士九つ分。戦車の価値は兵士の五つ分。騎士と僧侶の価値は兵士の三つ分。そんなふうに価値基き準じゆんがあるのだけれど、悪魔の駒においてもそれは同様。転生者においてもこれに似にたような現げん象しようが適てき用ようされるの。騎士の駒を二つ使わないと転生させられない者もいれば、戦車の駒を二つ消費しないといけない者もいる。駒との相あい性しようもあるわ。二つ以上の異ことなる駒の役やく割わりは与あたえられないから、駒の使い方は慎しん重ちようになるのよ。一度消費したら、二度と悪魔に駒を持たせてはくれないから」

「それと俺がどういう関係にあるんですか？」

「イッセー、あなたを転生させるとき、『兵士』の駒を全部使用したのよ。そうしないとあなたを悪あく魔まにすることはできなかったの」

　全部!?　マジか。

　じゃあ、俺は『兵士』八つ分の価値があったってこと？

「それがわかったとき、私はあなたを絶ぜつ対たいに下げ僕ぼくにしようと思ったの。でも、長らくその理由が判はん明めいしなかったわ。いまなら納なつ得とくできる。至し高こうの神セイクリツド器・ギアと呼よばれる『神ロン滅ギ具ヌス』のひとつ、『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』を持つイッセーだからこそ、その価値があったのね」

　俺は左ひだり腕うでへ視線を動かした。

　赤い籠こ手て。十秒ごとに能力が倍になっていく、狂くるったような力の結けつ晶しよう。

　使い方しだいでは神すらも倒たおせるという。

　俺には過すぎたシロモノだが、宿ってしまっているのだから仕方がない。

「あなたを転生させようとしたとき、私の残りの駒は騎ナイ士ト、戦ルー車ク、僧ビシヨ侶ツプがひとつずつ、兵士が八つしかなかったわ。イッセーを下僕にするには、そのなかで兵士を八つ消費するしかなかったの。兵士の駒と相性も良かったし。他の駒では転生できる力はなかった。でも、元々兵士の価値は未知数。プロモーションなども含ふくめてね。私はその可か能のう性せいにかけた。結果、あなたは最高だったわ」

　うれしそうに微ほほ笑えむ部長。

　俺の頬を指でなでてくる。

「『紅べに髪がみの滅ルイン殺・プリン姫セス』と『赤龍帝の籠手』、紅くれないと赤で相性バッチリね。イッセー、とりあえず最強の『兵士』を目指しなさい。あなたなら、それができるはず。だって、私のかわいい下僕なんだもの」

　──最強の『兵士』。

　なんて響ひびきのいい言葉だ。

　そんなことを思う俺の顔に部長の顔が近づいてくる。

　近い！　近いです、部長！

　そして、俺の額ひたいに部長の唇くちびるが触ふれた。

「これはお呪まじない。強くおなりなさい」

　額にキス……。

　ぐらっ。

　あまりの展てん開かいに俺の体がぐらつき、顔が紅こう潮ちようした。

　うわ。うわ。うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　頭のなかで何かが弾はじけた！　あまりのうれしさに脳のう内ないがお祭り状じよう態たいとなっている！

　なんてこった！　なんてこったよ！

　生しよう涯がい初めての女の子とのキス！

　ほっぺでも唇でもないけど、こんなにうれしいものはない！

　感動で涙なみだが出てきそうだ！

　俺！　俺、がんばります、部長！　このキスにかけても！　絶ぜつ対たいに！

「と、あなたをかわいがるのはここまでにしないとね。新人の子に嫉しつ妬とされてしまうかもしれないわ」

　嫉妬？

　なんのことでしょうか？

「イ、イッセーさん……？」

　俺の背はい後ごから声。聞き覚えはありますぞ。

　振り返ると、金きん髪ぱつの少女──アーシアが何やら笑え顔がおを引きつらせていた。

「ア、アーシア？」

　え？　怒おこっているの？

　ど、どうして？

「そ、そうですよね……。リ、リアス部長は綺き麗れいですから、そ、それはイッセーさんも好きになってしまいますよね……。いえ、ダメダメ。こんなことを思ってはいけません！　ああ、主よ。私の罪つみ深ぶかい心をお許ゆるしください」

　手を合わせてお祈いのりポーズのアーシア。

　だが、「あうっ！」と途と端たんに痛いたみを訴うつたえる。

「頭ず痛つうがします」

「当たり前よ。悪あく魔まが神に祈ればダメージぐらい受けるわ」

　さらりと部長が言う。

「うぅ、そうでした。私、悪魔になっちゃったんでした。神様に顔向けできません」

　ちょっと、複ふく雑ざつそうな彼女。アーシア、そんなに哀かなしそうな顔しないでくれ。

「後こう悔かいしてる？」

　部長がアーシアに訊きく。

　アーシアは首を横に振った。

「いいえ、ありがとうございます。どんな形でもこうしてイッセーさんと一いつ緒しよにいられるのが幸せです」

　──っ。

　は、恥はずかしいセリフに俺おれの顔が紅こう潮ちようする。

　こ、これは、う、うれしいもんだな。男として最大級の賛さん辞じだぜ。

　それを聞いて、部長も微ほほ笑えむ。

「そう、それならいいわ。今日からあなたも私の下げ僕ぼく悪魔としてイッセーと一緒に走り回ってもらうから」

「はい！　がんばります！」

　元気よく返事をするアーシア。

　まずはチラシ配りだけど、アーシア大だい丈じよう夫ぶかな？

　不安は募つのる。

　と、俺はアーシアの変化に気づいた。ってか、なんでいままで気づかなかったんだ。

「アーシア、その格かつ好こう……」

　そう、アーシアは俺の通う駒く王おう学園、女子の制せい服ふくを着ていた。

「に、似に合あいますか……？」

　恥ずかしそうに彼女は訊たずねてくる。

　いやいや、とんでもない！

　この学園にまた一人天使が舞まい降おりた！　などと、男子の話題が俺の耳に早くも聞こえてきそうなぐらいだ。

　すげぇ、似合ってますがな！

「最高だ！　あとで俺と写メールを撮とろう！」

「え、は、はい」

　反はん応のうに困こまってる彼女だが、かわいいのは本当だ。ああ、俺の学園ライフが充じゆう実じつしていく！

「アーシアにもこの学園へ通ってもらうことになったのよ。あなたと同い年みたいだから、二年生ね。クラスもあなたのところにしたわ。転校初日ということになっているから、彼女のフォローよろしくね」

　部長がそう言ってくる。

　マジか！　俺のクラス!?　アーシアが!?

「よろしくお願いします、イッセーさん」

　ぺこりと頭を下げるアーシア。

　俺の脳のう内ないでは、すでに松まつ田だと元もと浜はまに自じ慢まんしながらアーシアを紹しよう介かいする絵が想そう像ぞうされている。悔くやしがるあいつらの顔を想像するだけで笑いが止まらん。

「ああ、あとで俺の悪友二人も紹介するからな」

「はい、楽しみです」

　ふふふ、松田、元浜、俺はどんどん大人への階かい段だんを上るぞ。

　悪友ども、俺はモテない男子高校生を止やめるぞーっ！

　と、脳内妄もう想そうをしていると、部室に木き場ば、小こ猫ねこちゃん、朱あけ乃のさんが入ってくる。

「おはようございます、部長、イッセーくん、アーシアさん」

「……おはようございます、部長、イッセー先せん輩ぱい、アーシア先輩」

「ごきげんよう、部長、イッセーくん、アーシアちゃん」

　それぞれがあいさつをしてくれた。

　みんな、俺を「イッセー」と呼よび、アーシアを一員と認みとめてくれていた。

　最高だ。

　こんなに最高なことはない。

　部長が立ち上がる。

「さて、全員が揃そろったところでささやかなパーティを始めましょうか」

　そういうと部長が指を鳴らす。

　すると、テーブルの上に大きなケーキが出しゆつ現げんした。おおっ、魔力ですか。

「た、たまには皆みなで集まって朝からこういうのもいいでしょ？　あ、新しい部員もできたことだし、ケーキを作ってみたから、みんなで食べましょう」

　部長が照れくさそうに言った。

　しかし、手作りケーキとは！　ありがたくいただきます！

　部長、俺、とりあえず最強の『兵ポー士ン』を目指します。

　部長とアーシア、木場、小猫ちゃん、朱乃さんと共にがんばります。

　俺は、心のなかでそう誓うとパーティを盛もり上げるために一発芸「ドラゴン波」の準じゆん備びに取り掛かかった。








　あとがき







　この本のラスボスは主人公に恨うらみを持った『闇やみの龍王ブラックサタン』です。必殺技は『ダークブレス零ゼロ式しき』であり、主人公の必殺『カオスオブショット』と激げき闘とうを繰り広げ、その末、倒されます。最終的にヒロインと主人公は空へ愛の逃避行です。

　そういう本です、これは。

　ハハハ、あとがきから読む読者にネタバレしてやったぞ！




　嘘うそです。すみません。そんなのこの本に出てきませんよ。

　あとがきから読む方がいるので調子に乗りました。反省はしていません。




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、どうも、石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

「ハイスクールＤデイー×Ｄデイー」こと「Ｄ×Ｄ」はどうだったでしょうか？

　二年ぶりの新刊、緊きん張ちようしてます。緊張のせいか、手が震えてついついあとがきの始まりから怪あやしい文章を書き連ねてしまいましたね。

　私の本をはじめての方にとっては、「なんだ、この作者。おっぱいおっぱいって。おまえはどこのおっぱい星人だ！」と思うことでしょう。

　久しぶりの方にとっては、「あれ　これ、あのホラーな石踏だよね　何が起こったの　おっぱい」と驚きよう愕がくの一冊だったかもしれません。

　大人って、いろいろあるんです。まあ、今作は路ろ線せん変更ってことでひとつ納得してください。




　今回、全体的に明るく、ハイテンションでエロい物語です。

　だって、担当編集さんが「主人公はエロエロな少年にしようぜ」って……。

　書いていて最高でした！　私もノリノリだったのですよ。

　ハーレムものの主人公って、線の細い気弱な少年か、正義感が強いけど女の子に奥手な男の子が多いと思いますが、あえて女の子が大好きでおバカな奴やつを主人公にしてみました。

　物語のテイストもイッセーの視点なので、読者さんが読んでいて「いやいや、違うだろう。もう少し考えようよ」とツッコミを入れたくなるように書いています。

　イッセーは皆さんほど賢かしこくないし、バカ全開なので温かく見守っていてあげてください。




　なんだか、あとがきのページ数がまだあるみたいなんで、作品の概がい要ようでも。

「ハイスクールＤ×Ｄ」は兵ひよう藤どう一いつ誠せい──イッセーの成り上がりを描えがいた、学園ラブコメバトルファンタジーです。長いけど、すでに読んだ方はこのジャンル名をわかってくれると思います。

　主人公、メインはイッセーです。副主人公兼メインヒロインがリアス部長。もう一人のヒロインにアーシア。主人公とダブルヒロインのお話です。

　基本、この三人を主しゆ軸じくに木き場ばや小こ猫ねこちゃん、朱あけ乃のさんが暴れまくります。

　オカルト研究部ことリアス・グレモリーの眷けん属ぞく悪あく魔またちが、駒く王おう学園を舞台に悪魔のお仕事をしながら、学園でドタバタ劇を繰くり広げたり、天使や堕だ天てん使しと争ったり、伝説の魔物や武具と接触していく何でもありの物語！　と、予定では。

　コンセプトは「恋も夢も戦いも青春だ！」なのですよ。




　悪魔、天使がメインということで、作中、神話やら伝記やらに出てくる方々の名前があちらこちらに記されていますが、基本的にこの物語は自由な設定で動いていきます。

　つまり、聖書や書物に書かれている出来事は参考程度であり、あとは作者の私が勝手気ままにオリジナルで書いていく感じです。

　なので、天使と悪魔の設定は大半が「ハイスクールＤ×Ｄ」独自のものだと認識しちゃってください。まあ、『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』なんて聖書に書かれているわけがないんですけどね。

　この物語は数百年前に悪魔、神さま、堕天使の三すくみ戦争が終了しているので、その後の悪魔、天使たちのお話です。

　有名な天使や悪魔はすでに大半が亡くなっているところからスタートしてます。

　って、頭の中ではそれ以外の設定もありますが。たとえば、北ほく欧おう神話からも持ってくるとか、日本の妖よう怪かいからとかも。基本、自由な設定ってことですかね。




　今作を読んで、リアス部長の下げ僕ぼくに関して疑問と期待を持った方がいらっしゃると思います。

　すでに存在しているという部長のもう一人の「僧ビシヨ侶ツプ」は誰なのか？

　これは巻数を重ねることができたら出しましょうと担当さんと決めているので、シリーズが順調なら出てくると思います。

　それと、残りの駒こまは埋うまるのか？

　部長の持つ残りの「悪魔の駒」は「騎ナイ士ト」と「戦ルー車ク」が一つずつですね。これも「僧侶」の件と同じでシリーズが順調なら追加されていくことでしょう。

　え？　説明になっていないって？

　いえいえ、準備はしているのであとは皆さんの応おう援えんをいただくだけです。

　二巻めが出るかどうかは一巻の売り上げしだいだとは思いますが、「ハイスクールＤ×Ｄ」は巻を重ねるごとにエロくなっていきます。主にリアス部長とアーシアが。

　二巻ではすごいところまでやる予定です。それはもう、えらいことに。

　と言っても幻まぼろしに終わるかもしれません。

　部長のおっぱいを今後も見たい方はどうぞ応援をよろしくお願いします。




　さて、ここで謝しや辞じを。

　この本の企画を立ち上げてくださった前担当編集のＫさま。そして、企画がスタートしてからずっと私と共に突つき進んでくださいました現担当編集のＨさま。

　大変お世話になりまして、まことにありがとうございます。無事に「ハイスクールＤ×Ｄ」が発売されました。

　お二方に改めてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　イラストを担当してくださったみやま零ゼロさん。

　美び麗れいなイラストをありがとうございました。部長とアーシアがイメージ通りだったので感動いたしました。キャラの容姿と制服のデザインなどをお任せしてしまったので、大変申し訳ございませんでした。

　同期作家の皆さん！

　本当にご心配おかけしました！　飲み会のたびに激げき励れいをくださって、ありがとうございました！　おかげさまで私も戦線に復帰できましたよ！

　また飲み会開きましょう！

　そして、友人の皆！

　迷めい惑わくをかけたな！　なんとか本を出せたよ！　去年は励はげましてくれてありがとう！　今度、飯でも食いに行きましょう。

　と、謝辞はここまでにします。

　編集さま、友人たち、同期作家の皆さん、改めてお礼を申し上げます。

　ありがとうございました。続刊できるよう、がんばりたいと思います！




　そうだ、ブログやってます。去年から始めたんですが、どうぞ気軽にお越しください。

　まあ、ポ○モンとガン○ムのことしか語っていないんですが……。

　たまに「Ｄ×Ｄ」のことについてお話できたらいいなーって思ってます。




石踏一榮のブログ「イチブイ」

http://ishibumi.exblog.jp/







　最後にこの場をお借りして、報告したい人がいます。

　数行だけ、お許しください。




　一巻の準備中に亡くなった父へ。




　父ちゃん、無事に本が出せたよ。

　心配かけてごめんね。





石踏　一榮













ハイスクールＤ×Ｄ１




旧校舎のディアボロス








石いし踏ぶみ一いち榮えい
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